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日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

4 塩水港精糖( 株) 大阪工場新築工事見学会
第 6 回若い会員の集い

4 ヨーロッパの都市再開発事業について

乙のたび泉南の埋立地に大阪では珍らしい砂糖の工場が峻工いたしま

した。近代的な機械設備を整え ，4月から操業を開始される塩水製糖の

大阪工場を大成建設のど斡旋で見学いたし ます。何とぞ奮ってど参加下

さい。

日 時 3月24日( 土) 13.30 ( 集合) →16. ∞ ( 解散〉

集合場所 南海電車「泉佐野」駅，改札口付近 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 迩賃は各自負担 ・南海電車難波から片道 170円)

往 12.45 難波発和歌山市行急行乗車→13.20泉 佐 野 者

復 泉 佐 野 発 難 波 行 行 16時 5 分，13分， 25分 ，33分あり

( 所要時間 35分)

14. ∞→15. 30 ( 泉佐野から工場までの往復はど提供のマイク

ロパスを利用)

( 連絡電話番号1 [ 0724・63・5401- 8 塩水港精絡大阪工場〉

30名

往復はがきに限ります。はがきは 1 枚 lζ 1 名限りとし「塩水

港精糖の見学会」と明記の上氏名 ・勤務先名，所在地 ・役職

・連絡電話号 ・返信用宛名 ・郵便務号: を: 記入の上 3 月19日

( 月) までに事業課へ。

ただし定員を超過したときは抽せんに て決定し ，参加証を お

送りします。

工事概要
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歴史上，都市は人間の文明と進歩の発祥地だったのに，現代の都市で

は，外的条件の変化があまりにも急激なために入閣はそれに対応する価

値観を失ない，深刻な問題をかかえて広範な変革の方向に追い込まれて

いるという危機感のみが募っております。

公害は環境を阻害し，人命をおかし，交通災害は年々増大し，人間が

人間らしい生活のできる住宅すら手に入れる乙とが困難になり，人間の

個性は巨大な都市の中に埋没してしまいそうです。

明治以来日本の文化の手本となったヨーロッパでは，乙ういった都市

問題を一体どう解決しようとしているのでしょうか。今回は，竹中工務

の元庖開発計画本部長，回村真二氏を講師におまねきして，貴重な調査

資料にもとづいて経験』益かなエキスパートとしてのお話をお聞きする乙

とにいたしました 。なおとの集いは一般会員を対象としますが， i建築

と社会」誌 1月号会告欄11 : ご案内いたしました〈ヨーロッパの都市建築

調査団〉のための第 1回オリエ ンテ ーション も兼ねておりますので，旅

行参加ど希望の方は，是非ど出席下さい。

3月20日( 火) 18. ∞-+20.00 

大阪市東区大手通 1 - 2 ターネンピル 4 階

トラベラー商会会議室( 電話 06-943-0731- 3)

附竹中工務庖大阪本庖取締役

元開発計画本部長田

「ヨーロッパの都市再開発事業について」

50名

無料( ただし参加証持参者lζ 限る)

往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし ， i 第

6 回若い会員の集い」と明記し ，氏名 ・勤務先名および所在

地 ・役職 ・述絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上

3 月 15日( 木) までに事業課へ。

ただし定員を超過したときは抽せん lζ て決定し ，参加証を お

送りいたします。
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受 講 料

共催団体会員

テキスト

日本建築協会

ｾｉ 建築基礎工法と実例」講習会
共 催 日 本 建 築 協 会 ・ 大 阪 建 設 業 協 会

2. αxl 円会員外1. 4∞円

「建築基礎工法と 実例J ( 昭和 47年3 月発刊)

特価 3，氏)()円

定 員

申込方法

3月 1 日から 20日までに氏名 ・勤務先 ・年令 ・テキストの有無

を記入した申込書( 用紙は自由) と受講料及びテキスト入用の

場合はテキスト代を添えて事務局へ お申込下 さい。 申込者lζ 受

講券をお渡しします。

ただし現金送金の場合はテキスト送料 (250円) を追加ど負担

騒います。

建築と社会/ 1973年 3 月号 l

2∞名( 先着順〉

( 大 林 組 専 務 取 締 役 )

( エ博関西大学教授)

( 竹中工務庖伎術課長)

( 大 林 組 技 術 課 長 〉

3月29日( 木) 開会 9 時~閉会 17時

大阪科学技術センタ - 4 階401号室( 電話 443-5321番)

( 大阪市西区靭 1 市バス靭公園前)

科目・講師

建築基礎工法の発展過程

基礎構造の基本計画

深い基礎工法( くい打工法)

長近の地下工法
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一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 岡山国際ホテルと日本生命岡山駅前ビル

( 高島屋) の新築工事の見学会

新幹線の開通により一躍脚光をあびた山陽路の拠点岡山は ，日 進月歩

の勢いで現代都市への新しい開発Iζ めざ‘ ましい発展を示して参りまし

た。今回は岡山の新名所として近くオ ープンされる岡山国際ホテルと日

本生命周山駅前ヒリレ( 高島屋百貨庖) の見学会を企画いたしました。何

とぞ多数のど参加をお待ちします。

なお，乙の見学会は岡山国際ホテルの乙ー厚意と村野森建築事務所及大

林組岡山支! 苫殿のご斡旋により開催いたします。

日 時 4月10日( 火) 13.∞ ( 集合) →16. 30 ( 解散)

集合場所 新幹線「岡山訳」出口改札付近 ・目標会旗

( 但 し岡本太郎氏の陶壁画の前の改札口)

〔参考〕自由行動( 国鉄運賃は各自負担の乙と)

往 11. 40 新大阪発「ひかり 5 号J → 13. ∞ 岡 山 着

復 16. 45 岡 山 発 「 ひ か り 42号」→17. 53 新大阪着

17. 05 11 i ひかり 74号」→18. 22 11 

連 絡 電 話 番 号 岡 山 国際ホテ ル 0862- 72-3296( 共同企業体作業所)

日生岡山駅前ピJ レ 偲62- 25-5016( 大 林 組 作 業 所 )

見学行程

13. 10 大林組岡山支庖ど提供の貸切パス乗車

13. 30 岡山国際ホテル着

13.30- 15. 30 向上ホテル見学

15. 30 パス乗車→日生岡山駅前ビノレへ

16. ∞- 16. 30 向上ビル見学の後現地にて解散

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし. i岡

山の見学会」と明記の上，氏名・勤務先名 ・所在地 ・役職 ・

連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上 3 月31 日

( 土) までに事業課へ。ただし定員を超過したときは抽せん

にて決定し ，参加証をお送りいたします。

|岡山国際ホテノレ

2  

工事概要

建 築 地 岡 山 市 門 田 707

建 築 主 株 式 会 社 岡 山 国 際 ホ テ ル

設 計 監 理 三 菱 地 所 株 式 会 社

施 工 岡 大 林 組 ・戸田建設側共同企業体

敷 地 面 積 41. 010.  110n:f 

建 築 面 積 3. 120. 080n:f 

延 床 面 積 16. 965.  540 n:f 

構 造 S R C造，一部 S 造

指 数 地 下 2 F ・地上13F ・塔屋 3 F

基 礎基礎底部を延長し ，花街岩質岩盤上で支持

基礎底深さ G  L  - 1 1. 570m 

軒 高 G L + 45. α) ( ) m 

最 高 部 G L + 57α) ( ) m 

工 期 昭 和46年 8 月→昭和48年 3 月

客 室 195室

収 容 人 員 355名

「建築と社会」

男 子 編 集 課 員 急 募

高卒以上30才まで、社保あり

股歴沓送れ面接日通知す。

! 日本生命岡山駅前ピ川高島屋) I  

工事概要

建 築 地 岡 山 市 本 町 6 悉40号

建 築 主 日 本 生 命 保 険 相 互 会 社

設 計 監 理 村 野 森 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 3. 344 77n:f 

建 築 面 積 3. 219. 49n:f 

延 床 面 積 31. 620.  92n:f 

構 造 S R C造，一部 R C造

階 数 地 下 2 F ・地上 8 F ・塔屋 3 F

高 さ G  L + 31. ∞m，最高部G L +43.∞m

外 装 P C カーテンウオ ール， 吹付タイル仕上

工 期 昭 和46年11月→昭和48年 5 月( 予定)

用 途百貨活( 岡山高島屋)

4 野村証券ビル新築工事の見学会

日 時 4月25日( 水) 15. ∞( 集合) →17.∞ ( 解散)

集会場所大阪市東区北浜 2 丁目26番地外

野村証券ピル南側入口付近 ・目標会旗

( 但し堺筋交叉点より西へ30mの南側)

連絡電話番号→大林組工事々務所 06- 201- 5090

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1 : 名限りとし . i 野

工事概要

村証券 ピJ レの見学会J と明記の上氏名 ・勤務先名 ・所在地 ・

役職・連絡m話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上4 月

10日 ( 火) までに事業課へ。

ただし定員を超過したときは抽せん lCて決定し ，参加証をお

送りいたします。

建 築 地 大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁目お番地外

建 築 主 野 村 証 券 株 式 会 社

設 計 監 理 株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 2. 530.  28n:f 

建 築 面 積 2. 152. 04n:f 

延 床 面 積 20. 145.98n:f 

階

構

軒

数 地 下 2 F ・地上12F ・塔屋 3 F

造 S R C造 地 下 2 F →地上 3 F

S  造 地 上 4 F →塔屋 3 F

高 45. ∞m

最 高 部 56.∞m

外 装 1  F → 3 F  花商石貼( 西面のみモルタ J レ刷毛引ハ ー

ドラックス吹付)

4 F → 12F. 塔屋 アJ レミカーテンウオール( 自然発

色) 隅部，塔屋一部プレキャス ト

コンクリ ート ハードラックス

工 期 昭 和46年 7 月 5 日→昭和48年 4 月30日



4‘  

ここにも|生きている

正=回11 F財 嵐

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

ど ん な 地 域 でも ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防水 ができたらーーーそれを実用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の 施 工 実 結 を 示 し て い る の が

く ビ ニ ロ イ ド 2 号〉 で す

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷地 の

朱 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 か ‘ 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 方 法 で加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビ ル に も ビ ニ ロ イ ド 2 号 による |坊水 工事 を ご

J采 用 い た だ き ま し た

営 業 品 目

. ビ ニ ロ イ ド 防 水 工 事
・ ア ス フ ア ル ト 防 水 工事

・ 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル 貼 工 事 ・ 保 温 ・保 冷 工 事

・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン 販 売 ・工 事

. シ ポ レ ッ ク ス 工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

東 京 都 千 代 悶 区 岩 本 町 3 - 11 - 13  

T E  しく866>0271 - 6  .  6121- 9  

ｈｾ ， Ｑ ｬｻ所Ｏ 札幌 ＼ ＷＲ ＾ ＶＰＳＱ 仙 台 <21>5366 ー 7 f ，， 'j 段 <941>3751

<971>4574 大 阪 <443>9721- 3  1同|珂 <76>2076<75>0298 

3  



4  

夢 の通単をとおり抜け

夜の中盤が訪れる

ゆるやカ、に、まろやかに

夢 に夢みる家具の松山は

熟睡をお届けいたします 。

白河夜船

家具一筋70年

大阪堀江/ 心斎橋/ 東京

今
千四御....
日ツ堂j也前近間

前嶋筋下海鉄西

線車車S車鉄S車線9畢

- 本 底/ 大 阪 堀 江 立 花 通 り 四 ツ 橋 筋 角

宜主大阪 ( 06) 531 - 6 4 5 1 ( 代表)

予除



日本建築協会法規委員会

ーナ

質疑などの役稿をお待ちしております.

66 

大 阪 市 の 新 し い 地 域 制 に つ い て

新しい用途地域制への移行が目前に迫まってい

るので、その概 要 をお知らせします。なお J 号え

方の詳細|については、本誌47年 7 . 8月合併号を

参照されたい。

1 . 用 途 地 域 制 の 大 要

① 第 2 純住居専用地域を住! 万系I山械の1' 1' 舷と

し、本市の南青11を中心、に、主として上11fT台地の

戦前の民間住宅地や戦後 の公的住宅団地 とその

周辺地 区に配置するとともに、東淀 川点mlの毛

地造成の土地区画整理地区およびそ の周辺地区

も奇' 1 2 純住J i l f専用地域 とした。

② 第 1 純{主将専用地J或は、本 di の7 スタープ

ランにおいて土地 利用 の ， ＺＧｾ Ｑ 立 平 ｉｊ 川 を占基本方針に

かかげていることと、白i ¥l .fiTif主Jl; -1;
l

l 汀j 地域の候

補地が少な く、かつ、この地区がl乱致地区 (ill

ぺい率 Ｐ Ｎ Ｔ 、ＨＮｾさ Ｑ Ｕ ｭ 以下、 ｴ 柁 ｉ 国後退 ＱＮ Ｘ ｭ 、

1.0m) としての指定があり、ほぽ第 1 ｦｯｔｬ ｦＮ主ｽ， ｾＧＮ［Ｇｬ

用地域と第 2 般住府専問地域の1 ' 1' 川的な形態規

ilJ lj が可能であリ採用 をとりやめた。したがって、

本市では Ｗ ｈｬ類 の用途 ｉ 也被 ｉｉｾｊ である 。

③ 商 業地域は、 ri ! ! j 日本経済の '1' 仮」として

のfUTづくりに 必要な区域を 椛保するため拡大を

はかった。また、近隣商業地域は、住宅地 l人! の

日常生活に 2E接な関係のある主たる 尚1，1; 街 を1' 1'

心に配置した。

④ 工 業 系 地 域 に つ い て は 、 従 米 の 工 業 系 地 域

内にある住宅地を住屑系地域に変更するととも

に、局地公害に対処するため工業地域から準工

旧 用 途 地 域 新用途地域(案 )

用 途 地 域

面 積ha %  面 積ha %  

第二種住居専用地域 約 23 10 11 . 7  

住 居 地 織 約 8255. 7 4 1. 9  約 7040 35. 6  

計 約 8255. 7 4 1. 9  約 9350 47. 3  

近 隣 商 業 地 域 約 290 1. 5  

高 築 地 域 約 2647. 5 13. 4  約 2990 15.  1  

計 約 2647. 5 13. 4  約 3280 16. 6  

準 工 業 地 域 約 4736. 2 20. 7  約 3880 19. 5  

工 業 地 域 約 4090. 5 24. 0  約 25∞ 12. 6  

工 業 専 用 地 域
約 800 4. 0  

言十 約 8826. 7 44. 7  約 7180 36. 1  

合 計 約 19729. 9 100 .0  約 19810 100 .0  

業地域 に変更した 。 これは、土地利用を段階的

に誘導しようとするものでややゲリマンダー的

な指定となっている。

⑤ 工業早川FJ 地域を臨海部の近畿闘の既成都市

区域における工場等制限除外区域に本市として

ははじめて採用し、土地平IJ 用の純化を図ること

とした。

この用途地I或の新旧対照而:W表は前記のとおり

である.

2 . 容積常IJ の 大 要

①本市の1 I ? l 和60年の延床面積を道路、鉄道の

施設答品からチエ ｾ 7 し、約 13000ha とした。

これは、今日大阪市て巧ーえられる最大交通施設

容量に対する延床而似て¥これに将来の一 人当

り必要床面般のやI1びや苦11市としての余裕分をみ

て 18000haを配分した。これは現行用途地域ft11

による許容床面舵の約60% にあたリ、 40%の規

制 'J !I i化が全 di 平均でかかることとなる 。

② 本 di の空1 l 1 l f I Y i 成を拠点分散型とし、者11心部、

および新大阪、弁天町、阿倍野、鶴俗、京橋、

十三 主どの副都心的主地区に 600%以上の答h'l

を配分し、その他の商業地域は 400% 、近隣商

業地域は 300% 、その他 の地域は 200% を原 Jli J と

した。

③ 本 di は、 II!:HII 44年 6 月、都心部約2000haに

ついて答般地区 の桁定がある ので、こ の地区に

ついてはとくに、今 固め新用途地域の用途1/ ilJ の

変更がある地区ゃ周辺の容約率指定とのバラン

スを失する恐れがある地区を除いて、原則とし

て変更しな いこととした。

この答. 1i ' t1/ ilj の而f l ' l 表は つぎのと おりである 。

旧 容 積 地 区 新 用 途 地 域 案)

，骨4守、

積 率

面 積 回 %  面 積ha %  

2  0  0  %  約 69. 2 3 .4  約 12980 65 .6  

3  0  0  約 262. 6 12. 9 約 3710 18 .7  

4  0  0  約 573. 6 28 .2  約 1750 8 .8  

5  0  0  約 52. 6 2 .6  約 60 0 .3  

6  0  0  約 586. 5 28 .9  約 780 3 .9  

8  0  0  約 362. 8 17 .9  約 41 0 2. 1 

1  0  0  0  約 125. 0 6  .1  約 130 0 .6  

合 Z十 約 2032. 3  100. 0 約 19810 100 .0  

3  防 火 地 域 お よ び 準 防 火 地 域 の 大 要

新用途地域の決定にともない容積率 500%以上

の区域を原H l J として防火地域 とし 、か つ、臨海

部の各区の 中心 (1(') な地区ならびに 布11 di !側l となる

幹線道路の沿道を路線式 ( 奥行 11m} 1りJ 火地域

として |坊 災拠点としての役目をもたすこととし

た。

また、i . ¥皇 IIJi 火地域については、建築物の 防火構

造が一般化したことと建ぺい率Ili ll/肢が緩和lされ

たことから、工業、工業専用地域を除くはぽ全

市域を準| 坊火地域とした。 なお、この防火地域

と単 ｼ功火地域 は、都市の ｼ坊 災 ｩ 盛田 ｉ ｾ 計聞の 一 環と

して計画すべきであり、本市で b Jj l.:l' E検 討中で、

この計画の成笑をえた l院には、 | 坊火地域の再修

正、 Wlf ili を行なう予定である。

| 坊火地主主、 i¥主防火地域の新| 日対照はつぎのとお

りてある 。

変 更 前 変 更 檀

樋 煩

面 楠 封割全市す場合にる 面 掴 到割全市す壇合にる

11I L> 雄

防 火 地 埴 約 747. Sha 3.6%  約 1417ha 6. 9%  669 ha 

噂 防 火 絶 域 約 5695.5 27. 7  約 15134 73.6 9438 

合 計 約 6，443.0 31.3 約 16551 80.5 10108 

4 . 指 定 の 時 期

JTI 途地域の自11市計画は、大阪府知，) ' ; の決定事 項

であり、| 山火地域および機 |坊火地域は、大阪市

の決定となる。このため 、用途地域に ついては 、

大阪市を含む 19市町の! 河原案が作成され、すで

に昨年 11月28 日に公聴会が! 日11mされた。今後 の

スケジュールとしては 、48年 2 月1' 1

'

句 より岡地

域とも「案の縦覧」が 2 週間行なわれる予定で

ある 。 この案の縦覧JUI/i ¥1 rjl に、大阪府知事およ

び大阪市に対し、案について意見のある 方は文

ｊｆ で ＱＯ Ｑ し出ることができる 。 この芯Ｚ見 ｾ ｉ ｽ ・は、都

市計同審議会において審議の参与とされる。こ

の高Ildi 計四審議会は、 現:(E のところ 3 刀20日す

ぎに開催 される予定であ り、 答1/ 1を受けた後、

ffJ i全地械については建設大臣の認可を、防火地

域および準防火地域については大阪府ー知 Ｇ ｊｾ の承

認をうけて決定の五ｾびとなる 。

この地域f制lの施行は、決定告示と同時に行なわ

れ、従来のように循予期間がなく ，.11止初J のスケジ

ュールよりやや遅れぎみではあるが 4 月中旬に

は Ｄｲｲ ＱＯ ｾｊ ｊ 交へＱｽ ｈｬｴ えられるものと忠われる。なお 、

施f干の日笥: については今後の新1m、テレビ、ラ

ジオなどでお知らせする予定ですからご注意下

さし、。 (48. 1.  15記)

( 大阪市総合計画局都市計画部都市計画課 上 回 隆 夫 )
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口新 刊 紹 介

『医 院 ・ 診 療 所 + 住 宅』

編者工j l ，草地図有隣

発 行 所 側tll) 元 社

頁 数 109pp

定 価 600円

地域社会と直接に結びついている ｩｬｬｾ ・な医療施

設 と し て 、 多 く の 医 院 ・診 療 所 が あ る 。 こ れ ら

医 院 診 療 所 の 大 部 分 は 、 あ ま り 病 床 を 持 た ず

に 、 医 師 1 人 が 家 族 と も ど も 巡 営 し て い る 小 規

模 な も の で あ り 、 住 居 を む 伴 っ た 、 い わ ゆ る 医

院 併 用 住 宅 の 形 を と っ て い る 。

本 ＼ ｊｊ は、住宅デザイン双 ｦ ｬ ｾ の Ｍｊ ｊＧ ｻとして、こ の

医院併用住毛の問題に ＱＺＨｾＱＮＨ をあてられている。

本 文 は 5 つの悲から成る。 1 ￮ｾ ｦＮでは、わが国の

医 院 ・診 療 所 が ど の よ う な 状 況 の も と に あ る か

を 、 各 胞 の 統 計 ゃ 研 究 資 料 に よ っ て 概 観 し 、 そ

のヰ寺Ｇｾを ｴ 字き ｊ ＯＧＩ ｾ ') にしている。 2 ￮ ＺＮｴでは、ｾｾ拭電

所古11分 の 平 而 計 画 に つ い て 、 建 築 計 図 的 な 々 え

}'j を 述 べ る 。 所 主 芸 釜 と 平 面 の 構 成 方 法 、 計 画ーと

の 問 題 点 、 使 わ れ 方 の 状 況 な ど。 3 r . 主は医院イ)f

m住 宅 に つ い て 問 機 の 角 度 か ら 。 4 j苦は、建築

設 計 の 桁 針 と な る よ う な 詳 細1. 寸法について、

図 を 中 心 に 記 し て い る 。 5 f，i において、今後医

院 を 建 築 し よ う と い う 方 々 へ の 提 言 が 述 べ ら れ

読者の頁

ている 。

以上、これから医院を造られる医r . f I i 、建築技術

お の た め の 有 放 な 手 引 き と な ろ う 。

『建 築 防 火』

ミ存者工博品ｾｾ内 三 自 Ｑ｜ I  ill 築 防 火

先行所側 ｾｶｊ 介Ｚ川町 I  ＭＮｾ川信罪

頁 数 216pp

定 価 1，900同

本 件 は 、 大 学 ま た は 短 大 の 学 'ι お よ び一 般 技 術

者 を 対 象 と し て ま と め ら れ た も の で あ る 。

建 物 お よ び そ の 集 団 で あ る 市 街 地 の 火 災 に 関 し

て、特に人命のt J H拐 防 止 を 最 L 霊 安 視 す る 立 場

から、| 坊火対策および避雌対策に丞。: を置いて

記 述 さ れ て い る 。 ま た 、 火 災 現 象 が 単 に 物 理II ・

化学己的な現象であるばかりでな く 、 人 為 的 ・社

会 的 な 現 象 で あ る 点 に も 、 広 〈 配 慮 さ れ て い る 。

こ の 分 針 の研 究 は 比 較 的 新 し く、 JJ l . 在もなお研

究 中 の |問題 が 数 多 〈 残 さ れ て い る 状 況 で あ る が 、

現 在 ま で に 明 ら か に さ れ た 点 は ほ と ん ど と り 入

れ ら れ て い る 。 ま た 関 係 法 令 の う ち の 必 裂 な 点

や 統 計 資 料 に つ い て も 、 逐 次 改 正 さ れ る 性 質 の

も の で あ る の で 、 新 し い 研 究 上 の 成 来 と と も に 、

今 後 機 会 が あ れ ば 追 有nし て い く と い う 。
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1 月 17 日より 一 般 に 分3製 販 売 さ れ る " 消 杭I台 セ

ンターハ イツＢは、兵山県川西市 の総而ｦＱｾ 175  

万 平 方 メ ー ト ル の ニ ュ ー タ ウ ン . i¥' i 平日台( 三 菱

信託銀行、 三 宮 ￫ｊ 也所、竹中土木などと協同 ｉ［ｦＩｾ

中 ) の 中 心 部 ・ 約 7 ，600平 万 メ ー ト J レの敷地に、

中 j習 511作ill て ( I C S - A A ) の コ ン ク リ ー ト

プ レ ハ プ 住 宅 3 f* 90戸 を 建 設 し て い る も の で 、

3 L D K 、 広 さ 約90 . 6平方メートノレの住宅約60

戸 が 、 分 泌1i11H台 古65方 向 - 7257] 阿でレl仮光され

る 。 完 成 予 定 は 3 月 中 旬。

モ デ ル ル ー ム の オ ー プ ン は 1 Jl 20 日 か ら と な っ

ている。

清 和 台 セ ン タ ー ハ イ ツ の 概 要

所 街 地 兵 庫 以 川 商 ，li 消制I f i uJ: 2 丁目 1 酢

般 地 面 倒 7 ，593. 38m'

建 築 而 . m 1  . 884.  46m'  

榊巡 . J;i.l J 失 明 式 プ レ キ ャ ス ト R Cili 、 5 F

戸 数 A. B. C 保 科30戸 JI '90戸

分官賞 1i 日l 約 6657i P: J - 7257i1
I
Iの 6 Ni

一 戸当リ而 ｦｾｴ r  ( 主府専用百11 66.  355m'  

Ｓｌ ｄｋ ｾ バルコニー 17 . 280m'  

l 共 III 持11 6. 989m'  

作 J I' 90 .624m'  

政 11iJ 11.足房設備 ・ガスクリーンヒーター放出付

〈巾し込み ・u司合せ先〉

竹中工務前 T  E  L  (06)272ー11 56- 7  (直 ; m)

士宅童e1J J t 銀行 ー大阪不動1辛苦11 T  E  L  ( 06) 252- 1341 

建 築 教 育 特 集 号 ( 1 月号) を

読 ん で

鈴 木 忠 五 郎

A  建 築 教 育 を 訓 練 教 育 と 技 術 教 育 に 大 別 さ れ 、

前 者 を 企 業 内 の 教 育 と し 、 後 者 を 大 学 教 育 と 工

商 教 T f と し 、 そ れ ぞ れ そ の あ り 方 、 現 在 の あ り

方 の 疑問 と 不 満 を 批 判 さ れ て い た も の で 、 い ず

れ も 充 分 に わ れ わ れ の 参 考 に な っ た も の と 思 わ

れ た 。 だ が 、 人 数 か ら も 圧 倒 的 に 多 数 を 占 め る 、

あ た か も 不 足 勝 ち 、 技 能 低 下 の 傾 向 の 強 い 、 紫

人化の赴派が ｉｕｾ ばれている技能者の教育には、

まったく 一 言 も 触 れ て い な い の に は 驚 い て し ま

っ た し 、 あ き れ て し ま っ た 。 こ れ が 建 築 業界 の

現 実 の 状 況 で あ り 、 ム ー ド に な り き っ た 姿 で あ

る と し た な ら 、 悲 し い 現 象 で あ る と 信 じ ら れ て

な ら な い。

B  技能手骨格霊はかけ声ばかり。

技 能 者 の 叙 勲 、 褒 食 、 世間 的 に は 戦 後 始 め て 自

の 自 を み ら れ る よ う に な っ て き た 。 ? ス コ ミ も

職 人 ブー ム で 作 家 の 対 照 に な り 、 色 物 も 出 版 さ

れ て は き た 。 だが、教育機| 品! となると、技能教

育 は 今 な お 入 れ ら れ て は お ら な い と い う こ と は 、

文部省からはまったく見; 放されている 、 無 視 さ

れ て い る 。 技 能 者 は 教 育 を す る 価 値 な し と 、 明

瞭 に 明 示 さ れ て い る わ け で あ る 。 せ め て 技 能 者

教 育 の 指 導 者 、 教 師 の 養 成 に さ え 、 ま っ た く 現

在 は 手 を つ け ら れ て は お ら な い。 建 築 技 能 者 の

教 育 ら し い 、 否 ら し く も な い が 労 働 者 管 戦 に 、

他 の 紙 業 と 共 に わ ず か に 高 等 訓 練 校 が あ る が 、

こ れ も 国 立 で も 公 共 で も な い 。 雇 用 促 進 団 の と

ころにあるだけ。

建 築 技 術 の 主 体 た る べ き 建 設 省 は 、 ま っ た く 手

を さ し の べ る ま で に は な っ て お ら ず 、 我l刻せ ず

になっている。

C  技 能 者 は 訓 練 で7苛 つ べ き も の か 、 ま た 教 育

をする佃ifrl ! カずないものか。

こ の 問 題 は 今 ま で ま っ た く 論 議 さ れ て は い な い 。

教 育 に は 若 い 層 を 基 礎 に し て 、 技 能 的 に 育 て ね

ば な る ま い 、 と な る と 修 業 年 限 は 少 く も 2 ヶ 年

から 3 ヶ年位はか、ると信ずる。

訓 練 校 に は そ の 施 設 が ま っ た く 見 ら れ な L 、。 ど

う も 普 の 失 業 救 済 、 再 教 育 、 再 就 職 の 考 え 方 が 、

ま っ た く ぬ き き れ な い こ と も 事 実 で あ る 。

D  背 は 技 能 は 徒 弟11刊IJ主によ ったもの。

徒弟の刑事業年数は、 5 - 10年と長期間だった。

そ れ が 明 治 に 入 り 、 徴 兵 検 査 が 実 泌 さ れ る に つ

れ 、 こ れ を 期 と し 、 小 学 校 出 か ら 入 り 、 満20オ

ま で に 修 了 す る こ と に 慣 習 ず け ら れ る よ う に な

った。

徒 弟 制 度 は 、 親 方 師 匠 の 技 能 の 優 秀 さ に 、 本 人

も 、 そ の 親 迷 も 、 ほ れ 込 ん で 信 用 し て 、 依 頼 し

て 、 成 立 し た も の だ っ た 。 師 匠 の 腕 を 、 そ の 教

育 の 可 能 を 信 頼 し て 成 立 し た 。

と こ ろ が 、 建 築 業 の 技 能 の 明 治 以 後 の 大 転 換 は 、

技 能 を 従 弟 と 同一 線 ま で 下 げ て し ま っ た 。 そ こ

に、問iI互 に 教 育 す る 技 能 力 は 消 失 し た 点 に あ っ

た と 、 秘 が 私 の 経 験 か ら 断 定 し て い る 。 こ れ が

徒 弟 制 度 I W裂 の 技 能 的 な 主 因 で あ る と 訟 は 信 ず

る。

本 誌 に て 、 建 築 校 能 教 育 の あ り 方 を も と に 、 連

絡してでむ主I ! ; 築技能教育の特集号を直ちに企画

してとり上げて貰いたい。 fL だ け の 希 望 で は あ

るまも、。何万、何十万人の、大工、左官、: 鷲、

そ の 他 の 筏 能 者 は 強 〈 希 望 す る で あ ろ う か ら 。

特 に 若 人 のた め に 。

( すずきちゅうごろう 鈴木忠五郎建築士・ ｉｾ 務 所Ｉ
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日本のシャッター界をリードする画期的新製品. グ

工

三点押釦スイ ッチ

_ L  

使用モーター:
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停電時用手動チェン

開閉機

L 型 電 動 開 閉 機

L 型 電 動 問 問 機 は 、 日 本 シ ャ ッ タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、長

年にわたり、国立大学精密機械工学部諸教授の指導をあおぎ、つ

つ 、 当 社 技 術 陣 が 総 力 を あげて 研 究 開 発 し 、 遂 に従来の 問 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す 。

こ の 附 問 機 に は 独 創 に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件、 実 用 新 案 2 f牛を出願中 ) 、減速機、モータ一、

ブ レ ー キ 機 構 、 停 屯 時 用 手 動 装 置 は も と よ り 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ

チ 、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク 卜 に

f内めであります。

従 っ て 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、取 付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 兄 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッター問問機の決定版といえるでしょう 。

出 願 中 特 許 リミ y トスイ ッチ 実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 事 吉 機 鳩

ガ パ ナ ー 機 情 お よ びL 型 機 禍

手 動 機 情 チ エ ン 収 納 箱

- 特長・

1 . 開問機を 設ける場所の心配がい りません 。

2 . 凸部のない真直なシャッターケース 。

3 . 袖壁は不用 です 。

4 . 減速機構はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に 富む減速機情。

6  給油の必要がありません 。

7  エ ンドレス強力ローラーチエンの 内造。

8 . リミッ ト・スイ ッチを完全に 内造。

9. 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒュー ズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・ 遠隔操作いづれも 可能です 。

。 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 市 新 九 千 点 3 丁 目 1 1  5  9 番地治以( 代) 中 l点(41 )6325 営 業 所 仙 台 静 岡 高 松 北 九 州

大 阪 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 丁目 3 8 需 J也 711話( 代 )( 301 ) 3  6 5 6  東 部 北 陸 広 島 鹿 児 島

九 州 工 場i ，' .11湖 県 粕l呈m粕 昼 間TI'I' 原 釜屋 2 7 2 7 111=地 iU: J主( 代 )( 65) 6 1 3 1  減 西 神 戸 大 分

名 古 屋 工 場 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 Ｒ 需地 Ｇ ， ［ ｬＱＢ ｊ ，ｾＧＨ代 ＩＨ ＳＶＱ Ｉ ＷＴＴＱ 償 浜 岡 山 宮 崎
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|新 製 品 紹 介 |

巴 ボ イ ラ < 0 R ・G R リパ ー ス 方 式〉

巴商会は、，ＨｾｴＧＮＮｅ能、硲尖な安全ｊＮｩｬｬ転を持続する小叫ポイラ、リパース方

式の ＱＩ ｦＮ ｊ 先にこのほど成功、 Ｑ ｩＱ Ｑｾ 変きの ｏｒ シリーズおよびガス焚き ｇｒ シ

リ ー ズ の 発 光 を I)，J始した。 O R シリーズ、 G R ;..- リーズとも燃焼皇室内で

炎 を 再 循 環 さ せ る と い う 独 特 な 発 泡 ! に よ る リ パ ー ス 方 式 で あ り 、 同 協 な

再 循 環 炎 は f官典的な ij; 日射究) J 卦とと熱伝導を行ない、向性能を発事[1する。

とくに保守' t ) ' l ' ll と 安 全 而 に 儲 立 し 、 間 シ リ ー ズ の 最 大 の 機桃 特 長 で あ る

ポ イ ラ ヒ ン ジ は 独 特 の も の 。 完 全 に ポ イ ラ Ijij 而 の 1) f. J聞 が で き る の で内 部

の保守管旦f l . 、 f11日 徐 が 容 易 に 倣 災 に 行 な え 、 民 Jtl Jに わ た っ て 向 性 能 を 持 続

する。さらに全7 l < i令 明 榊ii!i の 燃 焼 窪 は 定 期 (I(J な 築 炉 補 修 工 'J): を 皆 無 に し

ている。

O R シ リ ー ズ は 、 ロ ー エ ア ス タ ー ト 方 式 の ポ ト リ フ レ ー ム ガ ン タ イ プ オ

イ J レバ ー ナ を 袋 消 し 、 デ ュ ア ル セ フ テ ィ 方 式 の ソ リ ッ ド ス テ ー ト全向卸J

操作盤によリ安全で信頼性の ｉｾＧｾｪ ｜，、全自邸ｾｊＮｩｬｬ転を行なう。使用燃料は灯油、

較 1111 、 A ill 1111.  

G R シ リ ー ズ は 、 フ レ ー ム リ ラ ン y ョ ン 方 式 の ユ ニ パ ワ ー ガ ン タ イ プ ガ

ス パ ー ナ を 袋 消 し 、使 用 燃 料 は 都 市 ガ ス 、 天 燃 ガ ス 、 L P ガス。

ポイラの ｼ 坊 ｾＡＱ ， IIJJ 倣には耳目白メ ッキ、エアセノマレー夕、 M g ア ノ ー ド を

施 し て 耐 久 世Eの 而 で も き め 税11か く 配 慮 さ れ て い る な ど 経済 的 な ユ ニ ッ ト

ボイラ一。

フ ジ ヨ シ 浄 化 槽 〈 フ ジ ス タ ー F U型 〉

藤 吉 工 業 附 で は 、 F R P ( ガラス 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ック) 製 家 庭 用 浄 化

糟 ‘ フ ジ ス タ ー F ｕ Ａｴｾ＠ ( 5 人、 8 人、 10人 ) 仰 を I)，J発 、 こ の ほ ど 発5・己さ

れた。

フ ジ ス タ ー F U  '¥2 に は 、 下 記 の よ う な 特 長 が あ る 。

①機摘が有効にコンパクトされて持ち主I f ぴに便利l。

② 長 1J i 移 で あ る た め 、 狭 い 土 地 や 住 宅 の 境 界 等 に JA設 が で き 数 世 工τJ): が

1 日以下。

③ 機 能 本 位 に 設 計 さ れ て い る た め 、 放 障 す る こ と な く 安 定 し た 浄 化 作 用

を発様。

ｃＱ ＾ｪｾ［ 化プラスチック成引なのでヒピ倒れ、腐食予の心配はなく、耐久性

も半永久的。

③ 維 持 fjj: 辺1b 年 1 回の ii 'Hill だ け で よ く 、 ほ と ん ど 手 IHJ がかからない。

⑥ 炉 材 と し て 、 l汲 消 性 に お み 、 目 詰 ま り む 少 な く 、 圧 力 水 に よ っ て 容 易

に 再 生 で き る 藤 吉 独 自 の フ ジ フ ィ ル タ ー を 使 用 。

淀 川 製 鋼 所 新 歌 島 工 場

( 附淀 川 製 鋼 所の 新 歌 島 工 場 ( 大阪市西淀 川 区 百 1; )，2 丁 目 1 得 21号) は、

こ の ほ ど ホ ー ロ ー 浴 棚 の 工 場 と し て 全 同 で初 め て の 日 本 工 業 規 格 ( J  1  

S ) 表 示 工 場 と な っ た 。

同 工 場 は H召布142年 9 月 に 、 ホ ー ロ ー 製 品 の 生 産 工 場 と し て 建 設 さ れ 、 ホ

ー ロ ー 浴柁j を は じ め 、 ユ ニ ッ ト パ ス ル ー ム 、 ヨ ド ウ オ ー ル な ど の 製 品 を 、

紫 材 か ら 完 成 に い た る ま で 一 羽 生 産 す る め ず ら し い 工 場 と し て 知 ら れ て

いる。

J  1  ｓ 指定め申紛は、今年 Ｕ 月に通産省へ ｾｩｈｈｯ ｾｦ に製品検査は、同工

場の製品出荷倉庫に在J l I 1中 の ホ ー ロ ー 浴 欄 ( Y  B  .  1  12)  3000台 か ら ラ

ン ダ ム に 抽 出 し た 製 品 を 対 象 に 90日 間 に わ た っ て 行 な わ れ 、 そ の 検 査 項

目は 52に 上 る な ど 厳 重 を き わ め た が 、 製 品 は { 必 秀 な 成 紛 で 令 格 し た 。

ホ ー ロ ー ノ 〈ス 〈 ヨ ド パ ス カ ス タ ム 〉

同 製 品 は こ れ ま で ホ ー ロ ー パ ス で は 最 小の タ イ プ と さ れ て い た 公 団 型 よ

り、 ー ま わ り 小 さ く 、 い ま ま で 木 風 呂 、 ポ リ パ ス の 市 場 と み ら れ て い た

アパート、文化住宅などの狭い ｽｩｬｬｾ 呂場にも地工できるホーローパスとし

て 注 目 さ れ る 。

フランジ ｲ ｉｊｩ ，ｾ をいままでの Ｕ Ｐ Ｂ 怖から ＴＰ Ｇｾ ら にするニとで、公 ｆｉ￬ タイフよリむ

} まわり 小 さ い が 、 外 符wはほとんど変らず、 iilli 絡 I(II で は ポ リ パ ス な み

に引き FI ず て い る 。

巴 商会 ・ 巴 ポ イ ラ < 0 R リ パ ー ス 方 式 ・ G R リ パ ー ス 方 式 〉

藤 吉 工 業 ・ フ ジ ヨ シ 浄 化 槽 〈 フ ジ ス タ ー F U型〉

淀 川 製 鋼所 ・ 新 歌 島 工 場/ ホ ー ロ ー パ ス 〈 ヨ ド パ ス カ ス タ ム 〉

I位 向 使 用 圧 力 は 水 原 圧1 0 mま た は 蒸 気 圧O. 5kg/  c m
2

の 低 圧 ポ イ ラ ( 0 R  

シ リ ー ズ G R シリーズ) 、水l i T I 圧40 m ま た は 蒸 気 圧4 . Okg/  cm
2

の 中 圧

ポイラ ( M ー O R シ リ ー ズ ' M- G R シ リ ー ズ ) が あ り 、 出 力 は 50 ，000

ｋ ｣｡ ｬ Ｏ ｨ Ｍ ＶＰＰ ， ＰＰＰｋ｣ ｡ ｬ Ｏ ｨ と広範聞にわたって ｾｷ な機組をそろえてしも 。

こ れ ら 各 機 砲 は 立 相 ポ イ ラ 、 縦 型 ポ イ ラ の 特 長 を 兼f1ii し た ユ ニ ー 7 な キ

ュ ー ピク J レ タ イ プ で 、 ポ イ ラ 室 に 適 切 に フ イ y ト し 、 多 様 な 設 備 に ? ，;t

チしよう。

O R リパ ース方式 T O R型 G R リパース方式 T G R型

フ ジ ス タ ー F U型 の 構 造

新 歌島工場

ヨドパスカスタムイ士織

。 寸 法

( 奥行 ) 650協 x ( 幅 ) 78ぴ 協 x ( 深 さ ) 64σ 称

。 容品 245 t  0 刀工註40kg

。付 属 品 パ ス カ バ ー ・ 排 水 金 具

。価申告( 給湯式一 方 エ プ ロ ン ) 25 ，800同

( 同 二 方 エ プ ロン ) 27 ，300同 ( B F 1在

式 一 方 エ プ ロ ン ) 26 ，800円 ( 同二7 J エ

プ ロ ン ) 28 ，300同 ( 外 銭 式 ・内 主主式一

方 エ プ ロ ン ) 26 ，800円 ( 同二 方 エ プ ロ

ン) 28 ，300向 。

1  第 一 禽 敗 室

2 . 第 二 腐 敗 室

3 . 予 備i戸過室

4 . 酸 化 板

5. 消 毒 室

6  排 気 孔

7  通 気 孔 ・ 送 気 孔

9  
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-園 田

軽 量

上lニヨミ 0 . 5  

断 熱

而七k

法 定 l(J j，j' 火 材 料

当

ＨＤ・ ｐｏｒｅｾ

ス ミ モ トビル ( ホ ワ イ ト パ ー ク ) ・広 島 市

設 計 K A M I 建 築 設 計 事 務 所

施 工 側 鴻 池 組

使 用 場 所 カ ベ ・7 ジ キ リ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工J l J j 生¥Hi; '，を 要 す る す べ て の他 物

2  3;リ t1ij を 弘l す る 工 場 ・介 JrlJ: "-F- 務 i Wf i-: 宅 等

3  欽 竹 大 必 Ii ¥j の ココ必 ・体 育 ii I ( 等

4  ｾ￮ 壬 ｊ Ｗｴ 化を袋する日用住築物 ・軟 ω 地惜 の 位牧 ｬ

5  欽 'i't' lf! H 火柿遣 の 位 牧l

長ポレ11/ ' 7叉 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平沼ピノレ )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 1苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ピ ノレ)

電 話 大 阪 ( 538 ) 代 表 口 5 2 1

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

電 信 名 古 屋 ( 5 8 1) 代 表 7 4 2 1  



ロリu:: ｦ 班Ｇｾ Ｎ をど ｌ ' : ' Li ;i 草リ〈どさ t 、。
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847. 兵庫北郵便局斤舎・兵庫北二号宿舎 I 848.  社

政，11 近 餓 郵 政 局 直 築 部 I l t 計 幌

地 仁 膏 木 建 股

a  伸戸市民 ｊ ・ Ｑ Ｈ｛ ヌ ｾｾｴ ｬｩＮｾ 臨 Ｒｔｲｬ ｉ 町 Ｓ

b .  ( 応 骨 ) 1  . 925. 98m'  (1日作)

2. 394.  38m
2  

，:1' 4 . 320.  36m
2  

C .  Ｈｉ［ｯｾ今Ｉ *" 654 _  82mき (1;71今}

牟勺 160m
2  

d .  ( ι 』骨 ) 1. 303.  34m'  ( l 百合)

803. 43m
l  

，tI' 2. 106 .  77m
2  

e .  ( λdヂ7' ) R  C j 1l. 1  F .  s  1  

<l i ' I*)  R  C j 立. 4  F  

r .  ，刑制 '46年 IO}J - 11円相47 '1'- 11 JJ 

町 庁 舎 I 849 .  吹 田 市 第 2 期 庁 舎

設.i I" : 安 井 建 築 事 務 所

施工 鴻 池 組

a  兵 1・U ｾｉｾ 加ｊｬＡ m; 社 町 社 5 0  

b .  6. 119. 25m'  

C  • 1，481  m'  

d  .  2，732 m'  

e .  R  C j1l、 3 F  

f . lI({布147$1' 3  Jl -II 円相471!' . IOJl

設，: 1 ・日 建 設 計

地 ヱ 竹 中 工 務 底

吹 田 ，Ii 泉 町 1 T  Ii 

16. 742 m'  

C  • 1. 731. 69m'  

d .  9. 106.  82m'  

e.  S  R  C 造、 9 F 、 8 1

f . II({ 相146
1
ド3 月 -II ，{布147年12J干

850 オー ヅボウル&レストラン・サンロード I  851 竹 中 研 修 所 I 852 .  朝 日 新 聞 生 産 技 術 実 験 所

853 .  

設計 : 中 原 茂 建 築 事 務 所

施 工 (総合菅理)安宅産輩、 7 ジ9工揖

a 熊 本 県 菊 池 間i 大 i ll 田I

b.  8，354. 25m'  

c .  2，390 m'  

d  .  2. 700 m'  

e.  S & R Ci立、 1 F 、8 1

r . lI7{布147$1'- 6  Jl -II{{ 布147!1' . IOJJ

上 六 新 興 産 ビ ル I 854.  

設，;1 ・ 婿 建 設 計 事 務 所

抱工 浅 沼 組

a  大阪市天王寺区 J-.+田T5- ト 6

b  .  387.  483m'  

363. 182m'  

4，026 .857m'  

S R C泣、 10F ‘ 8 1 . P  1  

H円相46年 8 月 - 1昭和47$1ミ8 Jl

J占"r : 竹 中 工 務 鹿

島血工 ・竹 中 工 務 庖

a  兵 1・11 県 川 西 di 柳 谷 宇 関 場

b .  83. 572m'  

C .  1，356m'  

d  .  2，944m'  

e .  S & R Ci立

f  .  IIllfll 47
i
lミ4 J l - 1I1H1I 47年 II rJ

福 岡 リ コ ー 近 鉄 ビ ル I 855.  

設 .11 目 建 設 計 東 京 事 務 所

施工 大 成 建 設

a .  Ii，¥ ｉｾｪ＠ di 博 多 駅 以 2 - 1  1  

b.  2，260m'  

C  .  1.  580m'  

d .  23 ，370m'  

e.  S R C-l fl i S i立‘ 14 F 、8 3

f .II({ 拘146$f' Ｒ 月ＭＱｉ ｾｩ 手 ｕ ＴＷ ＤＱ 三 Ｙ ｊｬ

設，lJ ' : 竹 中 工 務 庖

施工 : 竹 中 工 務 底

a  点，; ¥r.l 1世田谷区自白崎 6 丁目

b.  9，978m'  

C  • 3，927m'  

d  .  15  ，399m'  

e.  R C & S  治

f  .  1I ({f 1l 46
i
l'  4 月 -IIRfIl 47i I" II Fl

明 治 生 命 広 島 ビ ル デ ィ ン グ

JJ ts・1' : 7 ジ タ 工 業

施工・ 7 ジ タ 工 業 広 島 支 庖

a  .  l.t J: ，¥ di 袋 町 4 - 2  5  

b .  1. 860. 65 m'  

c .  1，179. 953m'  

d  .  17 ，362. 155m'  

e.  S i阜、 17F 、8 4 ( S R Ci;主)

f  .  n({ 拘145$1ミ5 J J - I沼有14711' 9  FJ 
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τ F 宅，ョ，.、ごl ' . ぷ

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐 久 性 の す ぐ れ た 防 湿 床 材

特 長

1  耐久性: 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すべり抵; 抗; 性: すべり抵J 克' 性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、_，

フリントコートについてのお問合せは下記へ

ｪ 脈武 ＸＵＱ シェル厄 ｾ￦ ス版発売所
' - 7 -..1 ｾ＠ I - :1[ .._ I - 施工販売部

大阪- ! : ! Z >532 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 丁 自 7 6  s ' ( 06 )  303 ー 7131

東 京 星 野 104 東 京 都 中央 区宝 町2丁目 4番 地( 第2ぬ η 彦 ピ ル3階 ) s ' ( 03 )  562 - 4646 

名 古 屋 ⑤461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ビ ル4 階 ) s ' ( 052 ) 93 1- 8537 

広 島 星 野730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ピ ル 3 階 ) s ' ( 0822) 21 - 1224 

福 岡 <!!!>810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ピ ル 3 階 ) f i ' ( 092 )  77 - 1961 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



安 田

建

生. Ir

フR

の

眼

宏

新 日 本 技 術 コ ンサ ルタン ト 企 画 郡 長

城 谷 豊

福 井 大 学 敏 慢

木 原 正 雄

住 宅 公 園 大 阪 支 所 建 簸 郡 長

深 井 満 雄

新 日 本 空 調 大 阪 支 庖 支 庖 長 代 理

1 月号 よ り 6 月 号 ま で 上 記 4 氏 で 担 当

議 3 月 号 よ り よ 領 潤 一 郎 氏 に か わ っ

て 環 井 調 雄 氏 が 担 当

口構 造 の 変 革

“ 構 造 " も 最 近 で は ず い ぶ ん 多 様 化 し て き た よ う だ 。

原 始 的 な 洞 穴 利 用 か ら 、 泥 造 、 石 造 、 煉 瓦 造 / 草 造 、 竹 造 、 木 造 / 鋼 脱 退 、 コ ン ク リ ー ト 造 、 は て は プ ラ ス

チ ッ ク 造 な ど で 材 料 や 工 法 を 選 択 す る H寺 代 か ら 脱 出 し 、 地 下 へ 空 中 へ と 生 活 の 場 を ひ ろ げ て 、 外 部 空 間 と い

っ た 新 し い 都市 的 概 念 が 加 わ っ て き た 。 つ ま り 、 従 来 の 建 築 桃 造 の 概 念 は さ をIHI .f iVi 巡 の 創 造 へ と 大 き く 進 展 を

つ づけ ているといえる。

一 方、 「土地に定箔し・・・・・ ・」 と い わ れ た 建 築 も 、 ト レ ー ラ ー ハ ウ ス な ど 尖 際 に 動 〈 建 築 が 実 用 化 し て き て 変

っ て き て い る し 、 建 物 の 寿 命 も 、 物 理 的 で は な く 社 会 的 な 耐 JH王手数できめられるようになってきた。また、

耐 長 耐 火 で は 車 色 体 安 全 と み ら れ て い た R ，C 進 も 、 最 近 で は 大 火 災 、 大 惨 事 の 権 化 と 化 し 、 “ 鉄 筋 " だ か ら 大

丈 夫 と 安 心 し て は い ら れ な い H寺代となった。

わ れ わ れ は こ の 辺 り で 、 従 米 の 建 築柿 造学 の 理 論 を 笠11M梓 造 学 に 発 展 さ せ 、 建 築 技 術 を 土 木 、 機 械 な ど の他

領 域 の 技 術 と 交 流 さ せ 、 ま た 、 建 設 工 学 を 破 壊 工 学 へ と 発 想 の 転 換 を す る と 同 時 に 、 本 当 に 幸 福 な 生 活 空 間

をf確 保 す る た め に は 、 椛 造 経 済 学 と い っ た 新 し い 学 問 の 分 野 を |制 妬 す る 必 要 が あ り そ う で あ る 。 もちろん、

情 緒 と か 余 裕 を も っ て い な け れ ば な ら な い が ・ ・・ 0 ・・。 ( Y )

口都 市 の 魅 力

地主 ｬｬ Ｇ 学のｊｬｉ ｾｭ｜ 錠二自 Ｑ ｜ ＱＧ Ｔ 士は 、 魅力ある行 Ｑ｜ 市の嬰紫として、多様なｴｬＧ￭ Ｑ Ｇｩの可能性を与えてくれる「盛り場性」、

そ の 都 市 の 個 性 と も い う べ き 「 ふ る さ と 性 」 、 自 然 の 美 し さ を 生 か し て い る 「 風 土 性 」 の 3 つ を 挙 げ 、 大 都

市 で は こ の 順 序 に 前 者 ほ ど 比 豆 が 苅 〈 、 逆 に 小 都 市 で は 後 者 に 重 心 が 移 り 、 中 都 市 で は ど の 要 素 と も 同 等 に

保 持 で き る と 指 摘 さ れ た が 、 こ れ は 、 と くに 地 方 都 市 の r l町づくり」を A 号 え る う え で 大 変 興 味 深 い 箔 恕 で あ る 。

え て し て ま ち の 有 力 者 は 、 少 し で も 行11会 ら し く み せ よ う と し て 縫 り 場 性 を 追 い 求 め る が、 そ の た め に は ふ る

さ と 性 も 風 土 性 も 経 視 し が ち で あ り 、 し か も そ れ は 一 般 住 民 に と っ て も 利 便 や 写 楽 の 欲 求 を く す ぐ る も の だ

け に 、 答 戒 を 要 す る 風 叫QJ である 。 地 方 都 市の 躍 り 場 に 特 色 が な い の は そ の 悪 し き 反 映 で あ ろ う 。

ま た 大 都 市 の 弊 害 が 顕 在 化 し た 今 円 、 ふ る さ と 性 や風 土 性 に 対 す る ぬ ま 立 は 国 民 的 な も の に な っ て い る が 、 か

と い っ て 、 侃 泉 町 の 土 産 物 の よ う に 俗 っ ぽ い 、 客 寄 せ の た め の デ ィ ス カ パ ー ジ ャ パ ン 的 な 、 通 り す が り の よ

そ 者 へ の サービスのために住民が' ! : . i ifj を 犠 牧 に す る よ う な 、 そ う い う ふ る さ と 性 で は 本 末 を 顛 倒 す る も の で

ある 。 歴 史 と 自 然 、 を 大 切 に し 、 本 当 に 住 民 本 位 の l町 づ く り を 進 め る 巾 か ら に じ み 出 て く る ふ る さ と 性 ・風 土

性 こ そ が 、 初 市 のt ! ーの魅力というむのであろう 。 ( S )

口進 化 と 退 化

経 済 の 山 l交成長一一一産業機 怖 の 変 化ー一一生 活 形 態 の 進 化一一一。 それは行IITI1の あ り 方 を 変 え 、 モ ー タ リ ゼ ー シ

ヨンや産業公害が人の命を若手い、 wm経 済 思 想 が 、 さ ら に そ れ ら を ア ジ テ ー ト し 、 人 類 を 怠 惰 の 方 向 に 甘 や

か し て い る よ う に 忠 わ れ る 。 人 川 生 活 を 向 上 さ せ る た め の 産 業 が、それ自体からの公害で、人I l ll を 議 す る と

い う お 返 し を し て い る 。 ま た 、 所 有 欲 と 使利 さから、必ずしも必聖書でない草というものを手に入れ一一一そし

て布I1"1交 通 を 乱 し た り 、 殺 人 の 凶 総 と も し て い る 。 こ う い っ た よ う に 、 進 化 と は 袈J阪の 7 イ ナ ス の 簡 が 必 ず

イす き ま と っ て い る の が 現 代 文 明 な のであろうか。

技 術 革 新一一一近 代 化 さ れ た 便 利 な 世の rl'- 一 余暇 の エ ン ヂ ョ イ 一一ーよ り 立 か な 生 活 ーーーー そ れ は 人 Jmと し て 望

ま し い 欲 求 の 実 現 と し て 無 自 党 に 喜 ん で 良 い か ど う か ? 一一一ー

その蒋ばしい進化に対して、それを享受する人 ｴ Ｚｮが、自 由 主義ｽＡｬ Ｇｴ ｾ ｩ Ｎ［ｶ ｊ に馴れすぎて、近代人 間 としての思想商、

行 動 面 の一 端 に 無 意 識の 退化 を 起 し て お り 、 健 全 、 堅 実 と い う 厳 し さ を 欠 い て い る 点 が 無 い か ど う か 考 え る

H寺期だと思う 。 ( K )

口進 歩 と 現 実

科 学 の 進 歩 、 発 展 は 、 と く に 戦 後 ま こ と に 日 を 見 恨 る も の が あ る ことは、月世界に人類をJ l l i ぴ、石を特帰る

こ と が 可 能 に な っ た ー 'J'; をむ っても JJl Lに 感 じ て 知 る こ と が で き る し 、 わ れ わ れ の 業 界 も あ る 而 で は 長 足 の 進

歩、ヲE展 を 巷 Ifl J にj実母みるこ と が で き る の で あ る が 、 あ る 反 i市 設 備 業 界 に お い て は と く に いまだ信じられホー

い よ う な 非 科 学 的 な こ と が 築 外 多 い の で は な い だ ろ う か。

たとえはＺ， ￬ 可述のごとく、月世界をカラーテレビで全世界いずこにおいてもみられる ｈ 寺代に、ちょっとした ｉｾ ・ Ｕ

府 建 築 物 に よ る テ レ ビ 公 害の 先 生 が 大 き な 問 題 と な ったり 、 また 各 fi :宅 、7 ンションなどのh l . 1 : : に見られる、

J洋 を 成 し た ト ン ボの ご と き ま こ と に 見 脊 し い テ レ ビ ア ンテ ナ の 林 立 は い ま だ に 完 全 に は 解 消 し ていない。

医学の世界では 、 同む ｊｊｩｾ { ，カメラ による l立 制 槻 )j 診が日常茶飯 'J¥にな って 大 き な 効 泉 を 上 げ て い る とい うの に

配竹パイプ Ｑ ［ＱＮ［ Ｑ の 腐蝕その他 の 実状は ｲｾ 主裂するまで、 ｪ 鮮明で き 日 ｬ い、 ｬ Ｇ ￬ＱＱ み を ｊ 守 っている。

か か る 例 は 数 え 上 げ れ ば 枚 挙 に い とまな いのではないだろうか。

も ち ろ ん そ れ ぞ れ の 専 門 家 に と っ て は 艦 め て 簡 単 に 解 決 済 み の こ と と 思 う が 、 現 実 は や l' '々 夫 JTJ化 さ れ て い る

い。 こ れ な ど はー 休 ど こ に 問 題 点 が あ り 、 欠 陥 が あ る のだろうか。

あ る 而 の 科 学 の 進 歩 と わ れ わ れ の 世 界 の 現 実 と の ギ ャ ッ プ に な に か ;'Fリリ切れない矛盾を感じ て仕方がなし、。

( F )  
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事晶子号イJL

multitil 巴
つやのある表面と深い立体が生みだすゴージャスな芯、んい気

高級J l 匠壁を演出するシ ームレスタイルです

< 牧場・高原 ・山脈・ 富士> 四種のデザインを用意しました。

命、関冨ペイント
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宅F

‘  

明白の大阪を象徴する大抜大林ビルディング

天井にも新しい工法が採用されました

ブiルト方式システム天井工法

〆- 拘柚h 、♂

. ブワット方式システム天弁工法の紹介

大阪大林ビルデイングをはじめ一連の超惑層ピルの建設は、新工法・新技術の開発により可能になった

といえます。夫弁工法にも従来とは築なった観点にたったヱ法がとられるようになりました。ブワット

方式システム夫弁工法は夫弁下地工事と設備工事な一体化; d . せ、工程管理函および経済蔀から、設計者

の婆望に答えた天井です。 コンシールド方式で、しかも天井をそデュールイとしたヱ法です。 間仕 切 ( N

O T T s ウオール) ・柱型・関口舗などの処理tこも従来のシステム天弁にはなかった柔軟性をもってい

ます。〈大限大林ビルディング天井会館採用〉

宅P

株 式 会 社 奥 村 議 兵 衛 蔀 庖

本 拡 大 阪 市 北 区 伊 害 事 町 22 脅 士 官 干530 T  E  Ll 061  312- 4131 

東 京 * 京都中央r E 銀座1丁目 27 -9( ザヱタ吟第2ヒヨレ} 〒104 T E L (03)  563 明 3351

格 問 箔 向 市 樗 多 区 住 吉 E 了 III 16 番 27 号 〒812 T E し(092) 29- 0459 

名古島名古屋市i ! ! i 1 R : 俊町 2 T  III 1  - 6 〒451 T  E  Ll 052l 522- 54S6 

事

Ｍ詳しいカタログご希望の織は勤務先を明ｾの上 ａＮ S1系までご隷* ください

電宮
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大 阪 大 林 ビ ル デ ィ ン グ

設 計 施 工 大 林 組
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大 阪 大 林 ビ ル デ ィ ン グ 建 物 概 要

所 在 地 大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 37番 地

建 築 主 大林 不 動産 株 式 会 社

設 計 ・ 施 工 株 式 会 社 大 林 組

工 期 昭 和46年 1 月から昭和48年 1 月

規 模

敷 地 面 積 4，995. 36m' (1 ，511.  09坪 )

建 築 面 積 1，357 . 82m' ( 410. 74坪)

基 準 階 面 積 1，367. 82m' ( 413. 76坪)

延 床 面 積 50，292. 64m' ( 15，213 .46坪)

階 数 地 上321培 地 下 3 階

高 さ 120m

構 造

構 造 地 上 部 分 鉄' 骨造

地下部分 鉄 ｦ ｾＧ 鉄筋コンクリート ｩ 丘

外 装 仕 上 げ シヨ 1 ? ベ ト ン P C版 、 窓 枠 活 色

ア ル ミ サ ソ シ ュ 、 グ レ ー 熱 線 l吸収

フ ロ ー ト ガ ラ ス

内 装 仕 上 げ 床 ビニ ー ル タ イ ル

( 基金悼|滑) 壁 A L C板 、 プ ラ ス タ ー 仕 上 げ

天 井 岩綿 l汲ffJ 阪

使 用 区 分

29 ・ 30 階 レ ス ト ラ ン 、 築 会 場 、 貸 集会 案

2  - 28 階 司王務 ｾｦ 旦し ＱＵ 、 ＱＶ 階は設備機械 室

l  階 玄 関 ホ ー ル

地 下 1 Ｑ 糖食袋、 ｬ ｬｩ 来 降場、駐 ｾｉｉ 城、貸 ｲ Ｎｳ 古ｉ￬

地 下 2 ・3 階 駐 車 場 、 設 備 機 械室 合foII

電 気 設 備

変 電 設 備 特 別 問 圧 3 回 線 ス ポ ッ ト ヰ y トワー

ク 受 電 方 式 、 主 変 圧 器 2，2 0 0 KVA X  

3 台

非常也前、設備 発 電 機 デ ィ ー ゼ ル 駆 動 I ，OOOKVA

電 灯 動 力

主 要部分はアノレ ミニ ウ ム 材 を使用

幹 線 設 備

空 気 鯛 和 換 気 設 備

冷 熱 線 設 備 電 動 タ ー ボ 式 ヒ ー ト ポ ンプ420US RT

グ ス エ ン ジ ン 駆 動 タ ー ボ 冷 凍 機 400

U. S R T  

複 槽 式 筈 熱 糟 3，600m'

空気訴i和 設 備 イ ン テ リ ア ゾ ー ン 4 系統、 1. 8m

モジューノレ毎に吹出口 ・吸 込 口 ユ ニ

ット

ベ リ メ ー タ ー ゾ ー ン 4 管 式 ダ ブ ル コ

イルの 7 ア ン コ イ ル ユ ニ y ト方式

排 煙 設 備 駐 車 場、 特 別 避 難 階段 系 統 ほ か

衛 生 ・ 消 火 設 備

給 水 設 備 高 層 部 、 低 層 部 2 系 統 的 高 架 水 槽 方

式 、 減 圧 弁 併 用

給 湯 設 備 イ 主Ifl l電 力 利 用 の 電 気 温 水 様 方 式

消 火 設 備 地 下 H 皆以上金i者スプリンクラ一、

i立気 室 、 駐 車 場 等 炭 酸 ガ ス 消 火 設 備

f 'l.古、

防災設 ｦｾｩ￬ 各 組 防 災 関 係 の 中 枢 と し て 地 下 H 苦

に防災センターを設自立

昇 降 機 段 備

エレ ベ ー タ ー 低 服 用 4 台 ( 1 台 上 下 2 1苗各 20人

来り) 150m/ 分

tliJ 替用 4 台 ( 1 台 上 下 2 層 各20人

乗り) 240m/ 分

非 常 用 1 台 ( 23人乗り)

240m/ 分

エスカレーター 2 台



① 工事以前の敷地風景 ・昭和44年 12月 ② 基礎工事・昭和46年 1 月

大阪大林ビルデ‘ ィング

設 計 施 工 株 式 会 社 大 林 組

写真 ① ー ⑫ ⑬ およびカラー 山本冨質成

⑬ 村井修

⑥ 空からみた建設中の風景 ・昭和47年 4 月

① 基礎工事・昭和46年 8 月

.. 

④ 鉄骨建方中・昭和46年12月

_. 

⑤ 建方中・昭和47年 3 月



⑥中之島公園より ・昭和47年 7 月 ① 柱型取付 中 ⑬設備階・ 15階・昭和47年 12月
⑪防災センタ ー・地階

. 大 阪 大 林 ビ ル デ ィ ン グ 工 事 関 係 業 者 P R

. 電気設備 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 大阪市北区南扇町11 T  E  L  (X3- 312- 1281( 大代表)

. 電気設備 栗 原 工 業 株 式 会 社 大阪市北区高垣町16( 東阪急ヒソレ) T  E  L  06- 313- 1101( 大代表)

. 電気設備 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 大阪市福島区上信島北 2 - 1  T  E  L  06- 452- 1151 .  1261( 代表)

. 電気設備 中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 大阪市北区梅ヶ枚目T56 T  E  L  (X3- 312- 8881( 大代表)

電気設備工事の内 ー

. 中央管制 システム 阪 神 エ ン シ ー ア リ ン グ 株 式 会 社 大阪市北区梅田町 8 番地( 西阪神ピ J レ4 階) T  E  L  (X3- 341- 5456 

. 空舗設備 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 大阪市西区江戸堀 1 - 60 T  E  L  (X3 - 441- 8231( 大代表)

. 空調設備 株 式 会 社 三 晃 空 調 大阪市北区富田町16 T  E  L  06- 363ー1371( 大代表)

. 空調設備 新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜通 1 - 2 5 - 1  ( 新大ビル) T E L 06- 3純一印31 ( 代表)

. 空調設備 高 砂熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市北区芝田町55(北阪急ヒソレ) T  E  L  06- 372- 2511( 大代表)

. 空調用自動制御機器 山 武 ハ ネ ウ エ ル 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市北区芝回目而3( 全日空ピル) T  E  L  (X3- 372- 3151( 代表)

. 給排水衛生瓦新設備 靖 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市北区常安田T 1 1 T  E  L  (X3- 443- 5ωl ( 代表)

. 総合消火設備 三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市東区北浜 2 - 22 T 王L (X3 - 202- 3071( 代表)

. 衛生設備 須 賀 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市西区土佐堀通 l ー14 T  E  L  (X3- 441- 5171( 大代表)

. 鉄 骨 株 式 会 社 駒 井鍛 工 所 大阪市港区信崎 2 - 1  - 30 T  E  L  (X3 - 572- 1112( 代表)

. 鉄 骨 株 式 会 社 春 本銭 工 所 大阪市大正区南恩加島町 l の151 T  E  L  (X3- 552一1特 1( 大代表)

. 鉄骨 奥 小 路 工 業 株 式 会 社 大阪市此花区梅田T 2 - 8 T E L 06- 462ーl 綿 1( 代表)

. セメント 小 野 田 セ メ ン ト 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市北区梅田 2 ( 第一生命ピル) T  E  L  06- 341- 8331( 代表)

. 照明器具 日 本電 気 シ ル パ ニ ア 株 式 会 社 大 阪 営 業 部 阪市北区梅田 2 番地( 第一生命ビル) T  E  L  (X3- 361- 3276 

( 旧社名 新日本電気株式会社照明事業部)

. ダブルデッキ・エ レベータ 三 菱 電 機 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 阪市北区梅田町 8 T  E  L  (X3 - 343- 1231( 代表)

. プレキ々 スト ・コンク リー ト 株 式 会 社 シ ョ ッ ク ベ ト ン ・ ジ ャ パ ン 大 阪 事 務 所 大阪市東区船越町 2 - 32 T  E  L  06- 943一0071( 代表)

. カーテ ンウオール (正面、 AI 自然発色スカ ノカラーB 色)

及内部ド ア一一式

ダ イ ケ ン サ ッ シ 株 式 会 社 堺市松屋町 1 T 6 番地 T E  L  0722- 38- 1141( 大代表)

. アルミカーテ ンウオール 不 ニ サ ッ シ 販 売 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市東区本町 4 - 4 一 1 T  E  L  06- 262 - 2541 

30 
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- 大 阪 大 林 ビ ル デ イ ン グ 工 事 関 係 業 者 P R

. ウ ェザーパンシ ーラ・ コーキング工事 昌 光 産 業 株 式 会 社 阪市北区堂島中 2 丁目 44 T  E  L  06一341- 8055( 代表)

. 間仕 切 旭 化 成 工 業 株 式 会 社 阪市北区堂島浜通 1 - 25ー 1 (新λ ビル) T  E  L  06- 346- 1291 

. へーベル 三 和 商 工 株 式 会 社 六阪市東区道修町 3 - 24( 錦江ヒ・川 T E  L  06- 201 ーl 科 1( 代表)

. 板硝子 旭 硝 子 株 式 会 社 大 阪 支 底 火阪市北区小深田T3 番地の 1 T  E  L  06- 373 - 5811 

. 板硝子 日 本 板 硝 子 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市北区梅田 8 番地( 新阪急ヒ・ル11階) T  E  L  06- 345- 7131 

. 硝子 セ ン ト ラ ル 硝 子 株 式 会 社 大阪市北区梅田 7 - 3  T  E  L  06- 345- 6431 

. 硝子工事 堀 江 興 業 株 式 会 社 大阪市西区南堀江通 3 - 76 T  E  L  06- 538- 2201( 代表)

. アスフ アルト 防水 株 式 会 社 久 保 商 庖 λ 阪市北区真砂町 5 T E L 06- 364一0206

.;::jJ: ト防水 三 星 産 業 株 式 会 社
東京都千代田区神田小)11田T 3丁目 28番地 T  E  L  03- 292ー1961

. 稲田石石工事 新 熊 取 谷 石 材 株 式 会 社

本 社 工 場 ，謹賀県甲賀郡甲西町朝国91 T  E  L  07487- 2  -0253( 代表)

λ 阪営業所 大阪市旭区中宮 4 丁目 2 番16号 T E  L  06- 952- 2738( 代表)

. ブリット方式シス テム天井工法 株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖 阪市北区伊勢田T22 T  E  L  06- 312- 4131 

. 電線管 ・フロア ダク ト・ワイヤウヱイ・

ケーブルラ ック・同附属品

掻 陽 工 業 株 式 会 社 λ 阪市北区伊勢町38番地 T E  L  06- 362- 6221( 代表)

株 式 会 社 田 島 順 三 製 作 所 大 阪 支 底 入阪市烹区平野町 2 - 10平和ビ J レ T E  L  06- 203- 4151( 代表)

. トイレブース・ 壁面パネル工事 理 研 銅 機 株 式 会 社 大 阪 支 店 太阪市東区淡削T 4 - 54 ( 州政心ビル 4 階) T  E  L  06- 201 - 2801(代表)

. 塗装工事 株 式 会 社 石 渡 靖 一 郎 塗 装 庖 大阪市住吉区帝塚山東 1丁目 40 番地 T E  L  06- 671ー0151( 代表)

. 塗料 関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 社
阪市東区伏見町 5 - 27 T  E  L  06- 203- 5531(大代表)

. 室内装飾工事 住 江 織 物 株 式 会 社 大阪市南区安堂寺橋通 4 - 55ー 1 T  E  L  06- 251- ∞81(大代表)

. 造園工事 株 式 会 社 辻 本 龍 松 園 尼崎市田能1149 T  E  L  06- 491- 9307 

. 可動間仕切、天井不燃板、家具装飾 内 外 木 材 工 業 株 式 会 社 大阪府大東市制 112 ーl∞ T E  L  0720- 72ー2161(代表)

. 家具 株 式 会 社 高 島 屋 阪市浪速区日本僑 3 - 40 T  E  L  06- 632- 3191 

. 室内装飾全般 亀 井 株 式 会 社 阪市東区南久宝寺町 4 ( 心斎橋筋) T  E  L  06- 251 ー1353 - 6  

(J眠不問)

. ソーラ V 電動 ・手動工事 ( 竪型ブラインド ) 日 米 ブ ラ イ ン ド 販 売 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 入阪市東区別語1-7 O. M.M.ヒル T E  L  06- 943- 2331 
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大 阪 大 林 ビ ル デ イ ン グ

企画から施工まで

図 1

大阪大林ビ J レディングは ，新社屋として旧本庖ピ J レ南側敷地 IL ，昭和45年12月着工以

来工期24カ月で建設した32階建の高層ヒツレである。

当建設用地は ，大阪の中枢管理機能の集積する船場および中之島と ，松屋町筋の問屋

街との接点 lζ 当り ，都市機能 ・環境の整備に最も立ち遅れをみせていると乙ろであるが，

都市環境に適応した適正な街区の形成をテ ーマlζ 取り組み，昭和45年 8 月20 自に大阪都

市計画地方審議会において大阪都市計画京橋 3 丁目特定街区の指定をうけた。( 図1 )

企画当初から ，緑化促進を含めた新しい都市環境の創造，ビ J レ設備の無公害化，情報

化社会の機能 lと適する事務所建築を意図し，計画段階から当社の全機能をフルに活用し，

各部門とも前向きの態度で臨み ，高層建築技術 iζ 関する新しい試みを随所に結集させる

乙とができた。

まず高層ビ J レでは ，とくに問題となる地震力に対しては ，当社が開発 したクロス・ス

トラクチュア ( 0. C.  S. ) と呼ぶ構造方式を採用した。 乙れは， コア 内に設けられた

鋼板耐震壁と ，16階にある大型梁( 高さ 3 m) からなる ，十字形の大架構形式である。

乙れによって，外周の柱は， 9 mの広い間隔となり ，眺望 Iζ 優れた高層ビ J レのメリッ卜

を生かした簡明な平面形態 と，外観形態を形成する乙とができた。

つぎに ， 公害のない市街地づくりをめざして ， 完全無公害ピ J レを建設 したととであ

る。同時 11:: ，ζ の建物の内部から発する熱 エネ ノレギーの効果的利用を考えて，空気調和

の冷熱源、は ，全電気式熱回収 ヒートポン プ方式を基調に ，夏季冷房時には都市ガス燃料

による ピーク カッ トを行 った。また ，空調システ ム全体を効率よく経済的に運転する た

めに ，コン ピュータ ーによる最適化制御を行っている。

第三は， 有効な事務スペース の確保と防災上の考慮から背骨のよ うなコアを採用した

が， 乙のコア に面積当り効率の高い 2 階建( ダベソレテ' ッキ) の エレベーターを独自に 開

発し て採用した。
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建 築 設 計

1  配置・造園

敷地は ，東側に松屋町筋，北側に土佐堀通り ，南側 lζ 幅員 6 m

の道路に接し，西側敷地内に構内道路を設けて，4面道路の街区

とした。松屋町筋と土佐堀通りの交わる天神橋交叉点は ，自動

車交通量が多いので ， ζ のビ J レ専用の自動車アプロ ーチを敷地

内の南側に設けて，都市交通の妨げにならないように配慮した。

前記のように ，特定街区指定により建物を高層化し，地上面には

低層部を設けずに矩形平面の高層部のみが建ち ，敷地の72.796

はオ ープンペースとして一般に開放し ，可能な限り緑の環境を

確保し，ビソレの利用者をはじめ市民の憩いの場として提供した 。

1 階廻りは，人が建物にはじめて接触する場であり，角地と

いう立地条件を考えて ，透明感のあるエン トランス ・ホールの

みとし都市空間の連続とし て把えた。

床には白い花樹石を敷きつめて，黒い外壁と対比させ，大地

の上にそそり立つストラクチュア構成の美しさを強調した。

造園は ，広場を開放感を基調 Ir. ，緑樹を群植させたマッスを

デザ、イン ・エレメントとして扱い建物との調和や効果を考えて

配置した。北側はビ J レへのメイン ・アプローチであり ，大阪市

民には記憶も新しい日本万国博覧会チエ

コスロパキア 館に展示された ，石の彫刻

"石と火 " (J レド J レフ ・ウへ ーJ レ作〉の

みをシンボリック lζ 設置した。
「ーーー

ように配置し，その南側と北側に，適切な執務空聞をもった ，

平面形式を採用した。また ，全館 lζ 1. 8 X 1. 8 mのモデ ュ- J レを

採用したが， ζ の 1 ユニットは， 1人当りの執務空聞に相当し

2  X  3  UNI Tで 5 人程度の応接室，3 X  3 UNI Tで特別応接室，

3  X  5  UNI Tで15人程度の会議室等ができる大きさである。乙

の 1 ユニットには設備関係も完全モデュ ーJ レ化して，室内環境

の均一化と快適な執務空間の確保を図り ，乙のグリッド に沿っ

た位置に可動間仕切を設置でき，執務空間のフレキシピリティ

を可能にした。

色彩については ，モノクローム色列で全館を統一し ，家具備

品，設備機器等 lと至るまで徹底した。

3 外 壁

外装は，ストラクチュアの構成をそのまま表現し ，高層建築

のメリットである眺望のよさを生かしたデザイ ンとした。

材料は，ショックベトン社製の P C版カ ーテンウォ - J レを採

用し ，鉄骨の耐火被麗をも兼ねた。表面仕上は酸洗いの上にア

クリ J レ樹脂系クリヤーペイントでコ ーティングをした。窓枠は

アJ レミニュ ーム製で，グレ ーガラス使用の哲夫殺 し窓である 。乙

の窓枠の取付 けは，上枠で固定し，側枠および下枠を面内フ リ

ーとした。

4 防 災

との建物は ，防災 iζ 常 lζ 重点を置き ，人命の安全という点に

最大の考慮をはらった。まず ，内装から備品に至るまですべて

不燃材料とし，コアを防火区画として有効に使い，その両端 lζ

避難階段を設け，どの部分からも 2 方向避難を確保し，とのコ

アにつく扉は，すべて遠隔自動閉鎖装置を付けた。地下 1 階の

防災センタ ーの機能を充実し安全性に完壁を期した。

富

トー

事絡孟

東側は天神橋交叉点 lζ 接するので ，一

般歩行者もホ ーJ レ内のステンレス彫刻

" とうりゃんせ" ( 流政之作〉を眺めな

がら ，緑やピロティ の聞をのびやかに通

りぬけてもらうようにした。

ー 刊 叩I

I  A筒段

[><  

出 X げ駐ｾ＠8 階段

昌国l 巴

ｅ ｾ＠
「塑 里1  

4白;-11且回

'/¥〆二o.s:::J 1  

-更茶室

回

C階 段 ト

ｶ ｲ ｾＮｾ＠ 下0.5.::=1

南側，西側には， 4 m高さのやまもも

の木を 250 本，足元 lとは四季に咲く漉木

を群植させ，緑のスクリ ー ンを演出し，

ベンチや噴水を設けて市民の憩いの場と

した。

2 平 面 (図 2)

事務所 ビソレの機能上，能率的な空間の

確保と防災上の考慮から， コアを背骨の
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事務室
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図 2 基準階平面図



事 務 室

コ ア ー

事 務 3(

図 3 コアの基本形

，¥- 1 1 出n B- 1  

I I  I J  

1¥- 2¥3. υ)  11- 2 

A -: l ( "i . 1)  11- 3  

図 5 耐震壁の配置

A- 117. 2‘  

A - !i {9. 0 m)  

図4 外周形の配置

C - 1  C - 2  ι -3 C - 4  

図 6 大型擦の配置

構 造 設 計

建物の外周寸法は45mx 30mで，ζ のなかに有効な事務室 ス

ペースを取り ，どのような形の コア を設けるかとい うのが問題

であったが，平 面 図 ( 図3) のどとく ，背骨のような コア の形に

落着いた。

1  外周柱の間備の検討

外周の柱だけを ，コ アから切り離して単独に検討する ととは

できないが，コ アの部分のパタ ー ンを想定し ，外周の柱間隔の

影響を 1. 8 m 3. 6m 5. 6m 7. 2m 9. 0 mの各柱間間隔に つ

いて検討 した ( 図 的 。比較するために下記の 3 項目を揃えてお

乙Tょっ fこ。

a  1 次固有周期を3. 5秒- 4.0秒とする 。

b  最大層間変位を2 0 mm以下 とする。

c  H型鋼を主体とする骨組とするが，場合によってはボック

ス柱等を採用する。

以上を判定基準の条件として ，各ケ ースとも，できるだけ梁

丈等を同じにとり ，同じような方針で設計し ，主要構造部材の

鋼材量を算出した。結果は ，地上部分を平均して ，どの ケー ス

についても約100kg! ni - 1l 5kg!  m' の鋼材を必要 とし，著 しい差

異は認められなかった。 しかし ，当初から推測されるよ うに，

柱間隔7. 2 mと9. 0mといった柱間隔の大きい場合は ，H型鏑の

方向性のため ，何らかの耐震壁 と共働させるか，口型，または

O型などの，等方性の閉鎖断面の柱が必要となった。

2  コア内部の耐震壁の配置

平面計画上 エレ ベーターの配置なと、で，耐震壁は自由に設け

ると とができないものであるが，(図 5) に示す耐震壁配置 と，

外周柱による変化を組み合わせたものについてその特性，経済

性の比較検討を行ったが，結果はつぎの通りである。

a  B - l のような一方向だけの耐震壁は ，他の方向に ，柱を

数多く必要とし ，図 4 のA - l ，A - 2 等の柱配置の場合

に経済的である 。

b  B - 2 の耐震壁配置は ，柱配置にあまり関係なく ，壁 と壁

とに，はさまれた梁に大きな応力が集中し ，あまり好ま し

くない結果となる 。

c  B - 3 は比較的方向性も少なし耐震壁独自で，ある程度

の強度，剛性をもっているので ，図 4 のA - 4 ，A - 5 等の
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柱の数の少ないタイプと組み合わせたほうが，むしろ経済

的である。

さきの純ラーメン構造に比べて， ＱＰ ｾ 杉ほ使用鋼材置は，

耐震壁を利用するど少ない ，90kg/ nf - l 00kg/ nf となり，

乙とにより ，鋼材量を少なくできる乙とがはっきりした。

耐震壁 と境界渠

- @  

細くて背の高い耐震壁の曲げ変形を拘束し，効率をより高い

寸 -11- 円一「下-11-π-1一円一
または大型渠を利用して，隣接ものとするために ，各階の渠，

図 6 1ζ 示す

つぎの通り結論が

する柱で，曲げモ ーメントに抵抗させる考え方を，

ものについて，略算によって検討した結果，

得られた。

そのたC- l は，各階の梁の剛性を十分にとればよいが，

めには大きな梁丈が必要となる 。

a  
基準階伏図図 7
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園 ｾ＠
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C- 2 は，乙の規模の高さでは，少し高すぎて ，上部の大

型梁があまり有効に働かない。

とくに問題はないが，屋上( または最上階〉と

中間階の 2 カ所に，無駄な空間が必要となる。

うまく解決すれば，相当有

b  

C - 3 は，C  

C - 4 は，中間階の処理さえ，

利な架構形式が得られる。

d  

耐震壁の材料4  

ζ れまで検討してきたような主要耐震要素としての壁には，

単なる強度だけでなく，大変形時においても，安定した力学的

性状を示す「ねばり」が必要であって，鉄筋コンクリ ート 造の

耐震壁では ，とういった面で，どうしても不安感が残る。そ乙

乙れらの問題を解決するために，鋼板を耐民壁として使用で，

D

O

N

.

-

H

-

する乙とを考えてみた。大ざっぱに言って，厚さ 60cmのコンク

リート 壁の同等の強さが，わずか， 6 凹のプレートで得られ，

塑性域 lζ 入っても ，十分な ，ねばり強さが期待できる。ただ，

乙れに対しては理論的な解析，各種

の実験を行って，適当な間隔の補強スチフナーを設ければ，全

然心配のいらないものを設計できる乙とが確認された。

座屈の点で問題があるが，

その他5  

コア内に耐震皇室を設け ，外周平面形からも明らかなように ，

柱間隔を9_0mと大きくすると ，建物中央部 lζ 耐震壁が集中し，

乙の建しかし，ねじれ抵抗が小さくなるという欠点が生じる 。

物の場合は，剛性，重量 とも に，ほとんど偏心していないので，

より安定した構造体とすねじれ変形がでるとは思われないが，

るために，外周の柱，梁の剛性を十分にとり，外周にある程度

の剛性を確保して，大スパンとするととによって生じた剛性不

足をカバー した。
紬 組 図図 8

実施案の決定

以上のような ，各種の試算，比較検討を繰返しながら，徐々

図 9 Iζ 示す変位図を見ても，居間変位が，大型梁の彰響で，
Iζ 精度を高め ，最終案一本にしぼって， 詳細設計を行った。

とくに変った応その位置で小さくなっている乙とのほかには ，
最大の特徴としては ，鋼板耐長壁を用い ，中問機械室を利用

答を示していない。

構造的な諸元は下記の通りである 。

して，大型十字架構( クロスス トラクチヤー〉をスパン方向に

採用した乙とである。( 図6 のC - 4 ，図 工 図 的
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1F 

2  。

層 間 変 位 ω

層間変位及び絶対変色について. . 本図 li 各層における最大

変位量を、時系列に無関係に P L O Tしたものである。

従って、ある時点に建物がこのような曲線で挽むわけ

ではない。 I

10 20 30 40 45 

絶 対 変 位 ω

応 答 解 析 結 果 ( 200ga I  弾性)

方 向 X  方 向 Y  方 向 備 考

1  ; ，欠周期 (s e  c.) 3 . 9 3  3 . 9 3  

頂部変形 (00)

3 9 . 0 3 0  4  1  .9 2 0  
E L  C E NT R O 2 0 0 9  a  I  

1  7 . 8 2 9  1  9 . 7 8 2  
OS A K A  

。

最大層間変位( 伺) 1  . 6 6 7  1  . 7 4 0  E L  C E NT R O 2 0 0 9  a  I  

(一般階) 1  . 0 0 0  1  . 1 8 0  
OS A K A  ｾ＠

註 E L C E NT R O・CAL I F ORNI A ，U. S. A. 1 9 4 0 . 5 . 1 8 ，M A X . 3 3 0 9 al

O S A K A  : OS AKA ，J AP AN 1 9 6 3 . 3 . 2 7 ，M A X . 2 0 Il al  

図 9 変 位 図

- 基礎深さ ，土 質 G L- 13. 5∞ 

支持地盤は洪積層で，主として砂居および

砂牒居からなる大阪群である。砂層および

砂膿層は十分密であって，互屈をなす粘土

層も十分な強度を もっている。

N 値 50以上

・基 礎 地 盤 調 査 地 質 調 査 ; 標準貫入試験，粘土居について

は，各種の土質試験を行った。

動的調査 : 常時微動の測定，弾性波試験等

を行い，地震計を設置して ， 自然地震を観

測中である。

・基 礎 構 造 鉄 筋 コンク リート 造ぺた基礎で最大接地圧

- 構

は長期32. 0 t  /nf 短 期36. 4 t  /nf 

造 地下階 : 鉄骨鉄筋 コンクリート 造

地上階 : 鉄骨造

鋼板耐震壁を含んだ有壁 ラー メン架橋と通

常のラ ーメン架構。

鉄 骨 外 周 柱B O X断面 S M- 50 A  

内柱H 型鋼 S M- 50A 

大梁ピ J レトアップ材 S M- 50A 

柱，梁接合部 H型鋼， B OXともにダイヤ フ

ラムスチ フナーを設け ，仕ロパネ J レは必要に

応じて補強。現場接合は梁 ウエ プはH. T. ボ

j レ卜締め，梁 フラン ヂは柱 lと直接溶接する。
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設 備 設 計

A. 空気調和・換気設備

当ビ j レの諸システム決定 lζ 際しては ，つねに ，工事費および

ランニングコスト 等に ついて経済比較を行い ，総合コストのに

らみ合い と，都市の エネJ レギー需給事情および，深刻化しつつ

ある都市公害の防止など社会的趨勢に留意してシステムを決定

した。ま た最も効率よ く，運転するためコンピュ ーターコ ント

ロールを行い ，最適化制御を図る ととに した。

1  冷熱源

冷熱源 lζ 化石燃料を使用せず，電気を基調とした熱回収ヒ ー

トポン プ (420US R T) を採用するとととし ，夏季 ピークカット

にガス エン ジン 駆動タ ーボ冷凍機 (400USRT) を使用した。

複槽蓄熱方式で徹底的に熱回収を行うので冷凍機容量も合計

で 0.05US R T/ 延坪程度におさえると とができ ， 乙れは， ボ

イラーを設けない典型的な無公害ミニマムエネルギ一方式とな

ってい る。 と同時に ，地域全体の年間総エネ J レギー供給網のバ

ランスを図る 乙とに より，電気，ガスの有効利用を考えた。冷

却塔は，一般排気筒に充填居を設けた併用方式を採用し ，いわ

「・ーー

「二L

ゆる冷却塔本体は設置していない。

熱源、関係のフロ ーダイアグラムを図101ζ 示す。

2  基準階インテリア

2 - 14階，17- 28階の一般事務室基準階 インテ リアについて

は，空調系統を方位別に大きく 4 ゾー ン ( NE ，S  E ， S W， 

N W)  Ir . 分け ，かつ各階各スパンごと (10個11階) にブースタ

ー コイ J レlとより，再びコン トロールし，各モデ ュー J レ ( 1. 8 m

x  1. 8 m) のユニッ ト吹出口から調和空気を供給した。 リタ ー

ンは照明器から吸込む トロッファ 一方式，天井裏チャンパ ーと

し，照明による室内負荷を約3096減少させてい る。 ( 図11)

3  基準階ペリメーター

ミニ マムエネルギーで，かつ種々な熱負荷の要請に簡単に対

応でき，さらに年間を通じて室内を快適に保つ乙とができる点

を重視し，年間コス トでも決して不利にならない 4 管式W コイ

ルのファンコイルユニット方式を採用した。

4  その他の空調系統

基準階事務室 インテリア 系統のほかに

1  中問機械 ・電気室系統

2  社員食堂系統

3  エントランスホー J レ系統

4  地下 1 階居舗系統

5  地下従業員室系統

6  地下機械 ・電気室系統

7  コンピュ ータ一室系統

8  コピ ーセンタ一 系統

9  29階 30階系統

5  コンビューターによ制御、監視、および記録

従来のコンピュ ーター制御といわれているものは，選択，計

‘ A  

fr r  

ｪｾ ｊ＠

ガレージlii 訂

作系統Jii ::"¥

' . ' mI7 ァン

図10 熱 源 回 り 系 統 図
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測， 日報作成，警報および故障記録，スケ ジュー ノレ運転を主体

とし，制御目的としては，冷凍機の台数制御，電力のピークカ

ット制御程度であった。しかし，当ピ J レでは予測をも含めた最

適化制御に取組む乙とにした。

l  最適化制御 ; 外気取入畳の最適化 ，空調運転時閣の最適

化など

2  建物熱特性と ，熱負荷計算法の解析，蓄熱柑特性の解析

3  D D C ; 冷凍機三方弁制御，冷水，温水ポンプ等の台数

制御，ダンパーコントロー J レ等をコンピュ ーターを用い

てデジタ J レ制御する

4  グラフ表示; 蓄熱曲線，熱負荷曲線等を C R T上 lζ グラ

フ表示

5  状態表示，および，設定値変更; オペレ ーターコ ンソー

J レに C R Tを用い ，各測定点の状態確認、およびタイプア

ウト，設定変更，その他のマン ・マシン ・コミニケーシ

ヨンを行う

6  各種箸報および記録， 日報作成

7  スケジュ ーノレ運転

8  スタディ用テ ープアウト，パックアップステ ーション

6  設備要目

1  冷凍機会容量820 US R T 尖頭金冷房負荷4. 845Mc al/hr

( @96Kcal/ nf 延hr ) の尖頭全暖房負荷2. 107Mcal /hr  

( @42Kc al/ nf 延hr )

2  蓄熱槽全容量 3，600nf ， 冷水専用槽 2，100nf ， 冷温水槽

1，500nf 

3  空気調和系統数 13系統

4  換気，排煙系統数 9系統

5  冷温水送水ポンプ 3系統( 台数制御方式〉

B. 衛生，消火等設備

給水設備

市水道本管400Aから 200 Aで引込み地下 3 階にある受水

槽 (350nf x  2 基) 貯水する。 ζ れから中問機械室，最上階

機械室にある水槽( 各 3nf x 2 基) にそれぞれ台数制御さ

れる揖水ポンプで場水する。給水は所要個所に重力給水

し，減圧弁装置を要所lζ 設置しである。

2  給湯設備

熱源として，深夜電力利用電気温水器( 各5 9 K W，2 基)

方式を採用し，中問機械室と最上階機械室 lζ 設置した。給

湯時には ，温水と市水を混合し，適当な温度にして，各階

便所等 lζ 給湯する。

3  消火設備

水源としては ，地下 3 階蓄熱槽( 1 ， 500nf) を利用する 。

1  スプリンクラー設備， . 地下 3 階K 消火第一次ポンプ，

15階lと消火第二次ポンプを設置し， 1 階北および東に

それぞれ送水口を設ける。本設備は自衛上全館 lζ 設置

しTこ。

2  連結送水管設備 ; 10階以下は 1 階北側の送水口を通じ

て消防車から送水する。 11階以上はとれに加え15階設

置の連結送水口ブースターポンプにより加圧送水す

る。

3  炭酸ガス設備 ; ボンベは地下 2 階 l ζ45kg 54 本を設置

し，地下ガレージ ，電気室，貯油室， 15階の電気室等

の消火に当る。各消火区画どとに火災感知器にて感知

し， C0 2 リレー盤，ダンパー制御盤， シャッタ ー制

御盤等により，適正な制御を行う。

。

G  

図11 事務室インテリア系統図
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4  配管工事; 配管はすべてユニット化し ，便器取付には

鋳鉄製のキャリアを考案し配管工事先行法を行った。

c. 電気設備

1  スポットネッ トワーク 受配電と新しい垂直幹線方式受配

電方式は，スポッ トネットワーク 方式と称する信頼性の

高い方式を採用し，かっ，その低圧側の回路方式にも特

別の工夫を加えて，よ り完全なものとしている。

また ，主変圧器の配置については ，館内負荷の分布状況

により，地下室lζ 1 台， 中問機械室lζ 2 台 というような

分散方式をとり ，上記の受配電方式と共に配電効率の向

上と合理化を図っている。

一般のスポットネッ トワー ク方式に対して ，乙の方式

の特長となっている点は ，主変圧器の二次側を結ぶネッ

トワーク母線が同時 iζ 低庄屋内幹線を兼ねている ζ と，

したがって一般ピ J レlとみられるような複雑な低圧幹線の

大部分が省略されて非常に簡素なものとなっている点に

あるが，ζ のネッ トワー ク母線を兼ねた低圧幹線の垂直

部分には ，アルミコ J レゲート 多心型電線と称する ，当社

が今団幹線用と してとくに 開発した大容量電線を使用し

ている。( 図12)

2  照明設備

モデュー J レの 1 ユニットは1 . 8X 1. 8 mである。乙の 1

ユニットに，下面開放 F L  40Wx  2 灯を各 1 台設置し

た。平均照度は 800 J レックスで将来の照度アップ，およ

び高照度の必要な場所には ，F L 4 0 W- 3 灯用に変更で

きるようにしてある。 1. 8 mモデュ - J レの照明の均斉度

は，器具直下と器具の中聞において ， 1  :  0. 92で非常に

2，2∞K V A  

4ω 1  

22汁

40 

ＳＰｾ 背

:¥0. 11' .. 

2， 200K V A  4ω 1  

I  22K V  

υ也F 3 階

図12 デルターネットワ- ' ) 系統図

15m 

よい。また器具の両端に設備スペ ースを設け，火災報知

器，スピー カー， スプリンクラ ー， 空調機器を取付けら

れるようにした。

反射板をはずす ζ とによって ，天井哀の保守用点検ロ

になるようになっている。

3  エレベーター設備

乗用として，ダブルデッキエレベ ーターを わが国で初

めて採用した。乙れは同ーシャフ ト内IL ，ケ ージを上下

に重ね， 2 階建にして，シャフト当りの輸送能力を上げ

たものである 。 乙れによって ，ラッ シュ時の効率を上げ

コア 部分の面積を大幅に節約する 乙と ができた。朝夕の

ラッシュ時には，図13 のように ，上のケ ージは偶数階に，

下のケージは奇数階に停止し ，二つの階より同時に乗降

できるダフツレデッキ運転をお ζ なう。 ζ の場合人員の収

容能力は 2 倍，また停止個処は約半分となり ，輸送能力

は大幅に向上する。中間時は ，上下のケ ージのそれぞれ

をいずれの目的階にも停止できるようにした ，セミ ダブ

ル運転。また ，閑散i時には ，上の ケー ジのみでサ ービス

をお乙なうシンク勺レ運転もできて ，館内の交通状況に応

じて選択運行制御をお乙なう ζ とにしている 。

4  セルラーメタルフロアレースウェイ設備

本ビソレでは ，床のデッキプ レート の一部lζ 組込んで ，

電気の配線ダクトとして利用する「セ J レラー メタ J レフロ

アレ ースウェイシステム」と称する全く新しい配線方式

を開発して使用した。

乙のシステムは，床のコンクリ ー 卜型枠として用いた

デッキプレートの下面に ，カバープレート をはめ込んで

図 ＱＳ ダブ ｊｾ デッキエレベーヲ一連転脱明図



空間をつくり ，との空間( セ J レと称している) を配線路と

して利用するもので ，コア部分の壁に取付けた分電盤，

および弱電用端子盤と乙のセ J レとを連絡するために ，セ

ルの上面には，セルの配列方向と直角にヘッダーダクト

と称する別の配線ダクトを交叉させている。乙のセ J レは

モデュ ーJ レに合わせて設け自由に電源、を引出せるように

してある。したがって配線上のフレキシビリティが一段

と向上するとともに，配線路の断面積もフロアダクト lζ

比べて著しく大きくとる乙とができ ，電線収容能力も格

段に優れたも のとなっている。

5  防災設備

最も重要な課題 lζ 火災予防と避難がある。乙れについ

ては， 当初から十分配慮して ， 最新の防災設備を完備

し，総合的な防災システムによって安全対策 iζ 万全を期

している。

万一火災が発生した場合，天井函 lζ 設備している煙感

知器が自動的 iζ 働いて ，地下室にある防災センター に信

号が送られ，会館 lζ 避難その他についての非常放送を行

う。同時に天井 lζ 配置されたスプリンクラ ーが自動的に

撒水して ，初期消火につとめる。

避難は ，各階の要所 3個所 lζ 配置された特別避難階段

によって行われ，館内のどの個所からも 2 方向 に避難が

でき ，袋道 lζ 迷うようなととはない。

また ，コ アの各出入口は ，煙感知器の作動により防災

センター の操作によって自動閉塞され，コ ア部分が完全

な防火壁となって 2 分し ，他の一方を全く安全な状態に

おくと とができる 。 ζ の場合，出入口は 閉塞されても ，

避難扉を押しさえすれば自由に聞き ，避難のあとは自動

的に閉まるようになっている。

平常はサ ー ビス用として使う非常用エレベ ーターは，

火災時でも昇降が可能で，消防隊による消火，避難誘導，

救出などに役立たせる。とれらの動力や非常灯用電力は

送電が停止して も，非常用発電設備を設けているので，

自動的に作動して必要な設備の運転が続けられる仕組み

になっている。なお災害の発生状況および主要な防災用

機器の動作状況は ，すべて防災センタ ーの総合監視盤に

ランプ表示されるとともに，安全な避難にとくに関係の

深い防火扉の開閉 ，排煙設備などの重要な機器について

は，万一の自動運転装置の故障に備えて監視盤からの遠

隔操作も可能である。

そのほか各階には ，非常電話を備えて災害時の緊急速

絡を容易にするとともに ，非常放送については主要な放

送内容を予め エンドレステ ープに吹き込んでおき ，テー

プレコ ーダーの操作によって連続的な繰返し放送を行う

ことができる。

施 工

1  工事基本工程

鉄骨造の高層ビノレ工事は ，工程的にも工事の性格上からも ，

工事を地下工事と地上工事に大別すると とができる 。

施工の目標は ，工事の安全性と品質の向上 ・確保を前提とし

て，できるだけ短い工期と工費の低減の実現にあるが，乙とに

高層ビ J レの場合，品質的にも ，工程的にも工事のなかで最も大

きなウ エイトを占めるのは ，鉄骨工事である ，鉄骨工事に続く

地上工事は ，同一基準階工事の重層であるから ，同じ単一作業

が同じサイク J レを繰返しながら，規則的に上階へと進む。工程

計画と科学的管理を実施し ， 作業量と作業性の面から検討し

て，実働 4 日を サイク J レタ イムとして，ネットワークを組立て

た。地下部分が敷地全面をしめた設計であったが，地下工事と

しては高層部鉄骨建方を早期に着手し，その周辺地上面に工事

用スペ ースを確保するために ，高層部先行掘削 ・周辺 l 階床先

行方式を採用した。施工に当っては ， 無公害工法を前提とし

て，新工法の考案や ，在来工法の比較検討を行 って，それぞれ

の特徴を生かしながら ，工法全体を システム化し，作業の機械

化により，全体工期の短縮を図った。( 図14参照)

2  地下工事

地盤や周辺の状況から ，掘削部分周囲の土留墜として ，止水

性に優れた場所打ち R C造地中連続壁 ( OWS ソレタンシュ工

法) を採用した 。土留壁の延長は263m，深さは平均 G L- 16. 8m

である。

土留支保工法は，用済後機械的に 引抜 き，撤去できるタイパ

ックアンカ ーを開発し ，全面的 lζ 乙れを使用 した。また高層部

周辺 1スパンの l 階R C床は，パイル コラム工法によっ て掘削

に先立ち構築し ，第 l 段土留支保工 として働かせるとともに，

工事作業床として活用した。

3  鉄骨工事

鉄骨量は約4，600T ，ピース数は約6，000でその現場接合は柱

~柱，および柱~梁のフランヂ部は ，現場熔接〈ノンガス半自

動および手溶接) ，柱~梁の ウエブと小梁の接合は，グリップ系

高力ボ J レト摩擦接合に よった。ま た，工事の実施 lζ 当っ ては，

作業安全上の制約と ，品質の確保を最重要視し ，たとえば，建

方時の作業床となる各節最上階の床デッキプレ ート が完全に敷
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標 準 2 t  ，最 大 5 t である。取付機械はコンクリート床上をエ

アーキャスターにより自由 浮動する水可ジフ' フロアークレーン

きつめられ，同時に，建物外周部には ，手摺ワイヤとともに養

生ネッ トが全面必りめぐらされなければ次節の主主方 lζ 進まない

という作業進行方式や ，現場接合部の検査作業を工程のなかに を開発使用した。

揚重作業
組入れた。

鉄骨工事に引続き ，床版工事，鉄骨の耐火被覆工司王 ，A L C  
建方の方法および工程は ，新し く開発したコンピュータープ

版工事，設備配管工事，各種仕上工事等の膨大な資材の揚重 ，
コア部

ログラムにより種々の工法を比較検討し ，建方機械は，

および作業員の昇降は，計画から実施管理，および実績記録まで
2基分 lζ 油圧クライミング式タワ ー クレ ーン ( J C  C - 200)  

を一貫したコンピュ ータを使用するプログラムによってシステ
シミュレ ー ションに

を設置した。乙の隣接したクレ ー ンには，

マティックに行った。揚重設備は高層用高速ロングリフトと，

よる接触防止装置を開発 ，装備して安全を期した。

高層用人荷 エレベーターを建物外部に設置 し，本設エレベータ
外装 P C版工事4  

一工事を先行着手させて早期 lζ 本設への切替えを行った。

「
第日節

寸

第 13節鉄骨l ! 方32F  

その重量は

ヲワ - 7 レ ソ

外装カーテンウオーノレ P C版のピ ース数は 1450，

，富l幸・H T B締30 

o  P L 敷

o  P L 敷

11 

ス＿ｾドポール卜

ゆ

|

斗

1

9

|

寸

|

B

床版工事

25 床版工事

ユ

筋

中

シ

げ

リ

'

同

椅

仰

メ

荷

ア

鉄

ィ，
ワ

A L C版

耐火被覆

ヲテ配管 7 テずヴト

20 ヨコ配管. ヨコ I:i: ，且

A L C版

耐火被覆

スチール廓

舛 張

シヨノヴベトソ

P C版

取 付 中

7

1

十

!

?

i
斗

I

5

ーー

斗

第

2

節

10 

ＤＧＱ 及ショ ｾ Ｗ ベト ン ｐ ｃ 版

4王耐火被積

天井下地

サ y シュ

ガラス

15 

O

D

O

.

ロ

何

一

図14

高層部c体仕上工事

進行計画図

人 貨

エレベーヲー

1  F  

G. し

42 



大阪大林ビルデ‘ イング基準階外部詳細図

2J lli ) OD I  400 

1  1  ト 丘ｾＮ毛先 Ｍｊ ｬ，ＮＮ ￬芯
1  1  1  q. 注仕上i i J

iド堅十叶着色苛jZ

ｼｾ ｊ ｾ＠ ＲｾＧ ， ｏ＠ pS:  3 4 5  51 

111I :  1陥| 凡 Ｗ ＱＧ ＯＺｬａ ， ｶｾ ニフトＨ齢式Ｉ 1  1  

lパー付)

ピj : _ Ｑ Ｚ ｟［ｾ ｴ，ｊ Ｗ ご ｪ ｬ ｌｆ 〉 Ｒ ンｾニ

叫§ 制芯

初 111刊 円 L

f 端H

[ eD..D.C 
寸

-

4

4

百

u  8 4 5  ｾ＠
!i S  

f l 4! ;  

S S  

N

 

nυ
 

I

 

T

'

 

P

E

W

 

地

時

一

三

一

二

一

一

一

一
一

は

一

三

一

一

一

一

一
一

4

A

-

=
三
-

一
-

-

-

-

「

'
t
l

』

』

S

L

-

2

E

-

一

-

-

-

-

門

川

川

川

凶

-

一

三

=

一

二

「

」

-

z

h

-

=

=

=

-

-

-

-

=

t

u

V

A

U

 

-

-

一

三

三

-

-

-

-

=

‘

ノ

J

一

昌

一

三

一

一

一

一

=

好

-

E

E

-

」

一

一

一
一

レ

喧

『

I

l

l

-

-

B

I

'

i

『

J

川

川

川

川

川

川

U

悶

山

川

H

川

H

H

H

H

H

H

H

H

H

M
明

剛

山

』

4

，
B

t

F

↓B
叶

l-

a
d

-

-
「

1

4

L

世

酎

ト

t

t

t

l

I

L

-

-p

'

一

に

'

一
国

一

例

μ

ー

-

-

烹

Y

・

E

a

a
胃

副

冒

園

開

価

聞

U

E

.

.

.

.

.

 

，
コ

・
・

4

刊い

J

n

凶

-

1

4

円

。

圭

事

』

襲

w

t

k

h

h

f

ι

引

凶

峰

4

E

=

S

G

E

m

-

c

c

a

-

-

h

-

F

t

i

 

-

-
一
函

担

叫

ん

2

3

宝

e
'

J

一

允

一

d

-

Z

己
圃

是

E

-

。
崎

-
-

B
i

「

μ

F

1

-

r

l
υ

也

事

一

、
ι

=

固

M

匂

一

圃『

7

'

一

一

L

，
f

M

a

-

-

戸
、

.
M

山

a

n

'

-

-

-

・
-

'

L

，h

同

l

l

l

戸

r

i

l

l

B
ゆ

T

T

I

l

l

-

J

r

凶

μ
比

H

U

H

仲

4

5

-
-
-

-

-

-

d
M
I

-

-

-

-

一

一

一

l

eu

-

T

I

l

a

1

1

1

1

4

5

 

寸

t

」

・
f

l

l

l

-

4

e

e

Ｗ ＱＧンコイルユニ・叶ロ ｾｂ 品。

JI I  Il 

H  J L 日

五 s 11 l  l  l  11 8必

ｾｐ ＮＮａｴｊ｟ｊＮＮｍｑ｟＠

8_4-S_ 8 4主

! 14s 
8 4 5  

{-411 

各社芯

1. - 自主也市 20. ; トオコール系コーキング

口一

u

q

H

ｦ 腰Ｚￆ叩 Ｗ べトンバあしく議灰色ｾ制士上Ｉ

お

一一司

11 句 I

"'y>民ニューム

品fi 桜田|

ぽしガヲス ゲレーイMシン' / ，レは掛殺し

ら型

でぶiiiAZ|l ;  

ご干:!:;ι
r 一一一ーー一一一一一一ー寸

' 1- - - 一一一 一一一一11

ト ート l  

lトー一一一一一一一一一- -¥' 

L 一一 一一一一一_ . J

C  

τ - ーー一一一一一一一- ]

Irーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー『

"  
"  ;: 11 

1: 11 

li h  

11 11 

11 11 

ＧＱＭＭ ーー 一一一一一一一 ｾｉ
し一一一一一一一一一一」

「一一一一一一一一一 一一一 、

lトー 一一一一一一一一ー→1

ｾ＠ i  11 

1
1  

tI 

1， 1， 

11 11 

11 11 

11 h  

t- 二一一一一 一- t

B  

|||l j  

制 勺 盟 止

戸 - - -

i 1，1  .， 111 

-一二一一一 1 ｾＺＺ｜ｻ￬＠
二二二一一一二二二コ詳jjti 二二二 一一ーー

ｌ 坐Ｍ ＭＭ，ｲ ＭＭＭ ｴ＼ｾ ＮＺ ｜ ....... ＮＮＮｾ Ｎ ｾ Ｎ ＺＮｬＺ＠
| Qn n  11 

|ω n  Ｇｄ ｉｾ ｯ＠

iJf 村

， ， 

， ， 

J  

e  

z  

‘  
官

…  

-1'. ‘，'111'  

一一← "' 一

一
ん "

( . 1/ 合れ

c

c

y

w

 
d

q
可

叫

苫

U

法 整 . 銀ijp_ t  I・2

防 備 処 理 必 樹 脂 翻 糊



4ヒ省三圭雪色

梁下型臨のみ

銀河t . ! ，l 履止11>預

L- 90' 90' / 0 

.e. . 2 5 0  

大 阪 大 林 ビ ル デ イ ン グ 外 窓 部 廻 り 詳 細

化粧を笠コ

。。

ヲヒ井活品昨日昆昔扱 t15

フ" P>コイル胡隙管

最大内圭 65

。〈設備工事)

芭土也挿入ほとー，レ〉

/0  

At本法笠

鋼板 tl . 2

防錆処理 1.]: 樹脂塗料懐け

h
i
-
-
い

け

J

い

け

川

μ
川

川

川

い

川

け

川

什

け

い

け

11 

t  1.6 

?ルミ晋卦克切h字紙えずリガヰ寸

一一一 一ーーー
ーー・ ー-

「 ー 「

ＧＲＭ世 ＱＹ ポＩ ｾｾ
プ弓炉、，ト=工封臨海副与l

ＲＭ 宇 ＱＶ ォ ｾ￬ｌ［ ｴＭ［ O十、

勅ケ叶エ工嶋本. . 1 _

。

。

!

 

週

一

ス一

刀

一

-

M

V

-i

 

!

 

-

J

-三

令

U

F

一一
4

叫

ブー，j:"ド;f:..，ヲス艮£カー手'./，1，円 77-

銅器民 t/. 6 }]脅 FB- 2S月 1!!1 900

半圃蜘紺田

⑨ 盤 担 戸

。

← ⑨基 準 湾 問 糊

.  

。

。

ー。

。

琢&上西b

....s;乙一

、ミ



大阪大林ビルディングの竣工にあたって

ーその当事者に聞く

彦谷 きょうはお忙しいと乙ろどうもありがとうござ. いました。設計を

主として担当された藤縄さん，施工の総指揮をとられた新開さんから立

派にできあがった大林ピルについてお話を伺いたいと思います。まず最

初 lととの建物が自社ピ J レであるというきわめてめぐま れた条件のもとに

つくられたので，とくに在来の高層ピルと違った独自の考え方，ポリシ

ィがあると思いますが，その辺からお話し下さい。

総合的に前向きの姿勢で

一鋼板耐震壁とロング・スパ ンー

藤縄 いろいろな部門との協同作業の結果できあがったピルでtすのでポ

リシィを云々するのはちょっとむずかしいですけ れども ，すでに震や貿

易センタ ーが建っていましたし ，私どもはそのあとから建てるわけです

から ，高層ビJ レをもう 一段進んだ形で取組もうというのが当然起ってく

る姿勢でして，そういう点で自社ピ J レとはいえオーナ ーと設計と施工部

門が一体となって，総合的に新しいタイプのビノレ建設に取組んだ乙と

が，乙のピJ レの真髄だと恩います。実際の作業を始めます前lζ プロジ ェ

クト ・チームの編成がありまして，設計，設備，工務ーー もちろん現場

を含めた工務ですがーーが一つの室に集まり ，外国の事情の視察もした

りして高層ビ j レの調査研究を行ない，そのまま実施設計，施工と進んだ

わけです。ですので新しい考えや技術を，実施する以前か ら十分心構え

ができていたので，現場ではほとんど問題なく施工に移せました。

たとえば45年の春どろから実施設計をやりだし，ロング ・スパンでや

る乙とに決めました。その l 年ほど前ぐらいから構造のほうは鋼板耐震

壁というような問題をずいぶん突っ込んで研究しており ，それとロング

・スパンとがうまく結びついて技術的に可能となったわ けです。やはり

自社ビ J レという性格もありますので，中途半端な形じゃなしに，前向き

の姿勢で徹底 したい，というのが，オーナーはじめ各担当者も考えてい

たわけです。種々の作業を進めながら暗黙の了解のうちに，自社ピ J レと

いうのはうまくいってあたりまえである .. ・・まあそういう気概はみんな

持ってたんじゃないかと思 うのです。で地道にいままでやってきたいろ

いろなテ ーマや，大林の自社ビ J レを東京や名古屋で建てたスタディケ ー

スを乙の際持ち寄ったわけです。

前述しましたように作業はプロジェクト ・チームという形をとりまし

て，各部門が総合的に検討しあって，最ー良の方法と か，新しい考え方を

導きだすというような態度でや ったので，乙のピルは，個人個人ではな

く協同の所産だといえます。それでやってる連中は皆和気あいあいと楽

しくやったというのが実感なのです。

出 席 者 新 聞 信 之 (大林組本庖ピル工事事務所長)

藤 縄 正 俊 (大林組本庖設計部)

き き て 彦 谷 邦 一 (彦谷建築設計事務所長・編集委員長)

と き 昭和48年 2月 1 日

と こ ろ 日本建築協会会議室

彦谷 いまお話しになりましたが確かにポリシィが一貫して内外ともに

シンプルにまとめられて大変好感がもてますね。と乙ろでとれは何も乙

のヒ勺レ lζ 限った問題ではないのですが，あんなに機能的にできあがり何

か無織的な容器のなかで人聞が事務をと る，あるいは思索する という乙

とになるとどうなんでしょう か。現代人がいかに環境に適応するかとい

う乙とにもなるのですが… … 。ショ ーウインドのなかに入った人形にな

りかねないか。心の問題となると乙の建物にふさわしい人聞がつくられ

るのには時聞がかかりそうに思うのですが… … 。明るすぎて見晴しがい

いというととは案外疲れるものでしてね。もちろんカーテンやブライン

ドはありますが，もっと も，その点インテリ ヤも十分配慮され，しかも

洗練されていますが。

頭脳を使う人間集団

藤縄 そういう窓味で，一つはカラ ーコンディショ ニングとかイン テリ

アの問題はずいぶんオ ーナーとも話をいたしました。そうします とポリ

シィの問題になってくるわけですね。で，何をポリシィにするかという

乙とになりましてね。最終的には，非常に効率のいい事務所で能率よく

働いてもらおうというととに徹しようという乙とになってきたわけで

す。現に 1週間 lζ 2 日休みになるというような時代になってきてます

し，アメリカや外国を見ましでも，オフィスにいる時間はある束縛をう

けた労働時間だけれども ，最終的には人間自らの生活を エンジョイしな

ければいけないという世の中になってくる。そうしますと ，オフィスで

の仕事は非常に効率よくやってもらって，多くの余暇をエンジョイして

もらうという割り切り方もできるのではないか- …

しかし乙のピJ レは執務だけの ものではないーーたとえばピルに アプロ

ーチして来るときの明快な雰囲気，楽しく食事 してもらう食堂，親しく

お客に接してもらう室などには気を使ったつもりです。まあオフ ィス空

間というものは一- ダークス ーツの背広を着ていると非常に引き締まっ

た気持になるし普遍性もあるというような，非常に単純な割り切り 方 も

ある程度できないだろうか一一頭脳を使う人聞の集団に適した最大公約

数というような格好でオフィスをとらえてみたわけなんです。

ロングスパンとヱレベーション

彦谷 先ほど‘ 長スパンと言われたけれども，要するに桁行方向のスパン

建築と社会/ 1973年 3月号 47 



が大きいという ，そういう意味ですね。

藤縄そうですね。

彦谷 その点で在来のカゴ状のものでないだけに鉄骨が上った時点では

何かひ弱な感じがして，そして在来のラ ーメンのように見えましたね。

委側の真中には耐震壁の大きなプレ ー トが出ていて，あの辺をどういう

ふうに処置されるのかと思いましたが。

藤縄外装で一番気を使ったのは，あの妻面のちょうど真中の … …そう

ですね，大梁が出ておりました。

彦谷 しかし ，何かで乙なかされるんだろうと ・- … どまかすと言ったら

悪いけれども。( 笑い) ガラリを入れてでき上れば大へんきれいにでき

てますけれどね。まああの辺はうまいととやられたと思います。

1  rn800のグリッド

彦谷 ととろで全般に床面積を見ますと ，乙ういう構造の建物の傾向と

してはちょっと小さいですね。

藤縄小さいです。

彦谷 1， 4∞平方米以下でしたね。

藤縄 それは敷地の関係もありますし，それから自社ピルで、すので，一

つの部が l フロアに入るというのを大体統一してやっております。なか

には二，三の部が入ったりしてますし ，設計部などの場合は 3 階にわた

って入っておりますが，大体一つの部か二つの部を入れる乙とにしてお

ります。で，大体南側を大部屋にして，北側を打合わせとか応接とか会

議室，それから一部西側には 2 - 30人の事務所があります。 乙れもある

程度自社ビ J レという乙とで ，初めのプランをつくる段階から机のレイア

ウ トも並行してやっていったととなんです。

彦谷 と乙ろで乙のピ J レに何人ぐらい入られるのですか ?

藤縄全館入りますと 2，8∞人ぐ らい入ると思います。

彦谷 そうすると事務面積に対してはどんな程度でどざいますか。

藤縄 執務スペ ースで l モデュ ーJ レl 人というような計算の仕方をして

おりますが。

彦主主 l モデュ ーJ レは 1 メータ- 8∞ですね。

藤縄 はい。空調も大体そういうような乙とで計算しております。

まあモデュ ーJ レの問題も大部屋と小部屋のとらえ方がどざいますが，

両方やってみますと 1 メータ- 8∞というのが非常に使いやすい 。

それから日本で市販されている材料が大体尺できてますので， 1 メータ

- 8∞という乙とで… ・・ 。

1 階 の プ ラ ザ

彦谷 非常に恵まれた，うらやましいような建物で，りっぱに成功され

たわけです。ただ，敷地の大きさから言うと，建物IC対して小さいとい

う感じがしますね。

ぼくは旧来の大林の建物ね，あれから川へかけて開放されたら，もっ

48 

新 聞 信 之 氏 藤 縄 正 俊 氏

とりっぽになると 思うのです。そう してあそとをグリ ーンベルトにし

て，地下で川のほうへ出られてね。そうするとあの建物はより一段とよ

くなるのじゃないかと。当然ぼくは超高層の高さ制限などの緩和やいろ

んな乙ともとれが取れるという乙とにおいて許可されたんじゃないか

と，息っていたのですが，どうもそうではなさそうですね。

何よりそれと l 階が，いままでの建物はいわゆる墓石的 11: 1階K 庖舗

を置いたりなんだかんだしてるのを ，乙乙ではホー J レだけでピロティに

された，乙れは自社ビ J レだからできる乙とですね。ただ ，敷地がちょっ

と小さい 。もうちょっと大きかったら ，やっぱり二，三設はベースを上

げられたと思う。狭いから，フラットでいかれたんだと思いますが。

藤縄歩道もいただいておりまして。( 笑い) 1 階のプラザは何回も模

型をつくったりしてずいぶんスタディしました。

彦谷 もう少しグリーンがあってもいいんじゃないかな。乙の辺の植え

込みが少し乙じんまりし過ぎているように感じますがね。

少 な い 鉄 骨 量

彦谷 乙れは構造的なととですけれども，ああいうかど状のいままでの

高層のピ J レと，鉄骨量はどうなんですか。見たと乙ろ，少ないように感

じるんですがね。

新聞 かど状のものと比べて少ないかと‘ うかは別にしましてね，大きな

方向としてはおっしゃるようにかど状のやり方と， それからラ ーメンを

主体にして耐震墜というかコアを使うやり方と二つあると思いますが，

乙れは後者のほうでやってるわけです。いわゆる構造重量 というのは非

常に軽いほうだと思います。

彦谷 そうですね，非常に鉄骨畳，少ないんじゃないかなあという気は

するんだけれども，データ的K 坪当り. . . 一。

新聞 データ的に言いますと ，鉄骨階段などを含め ，鉄骨業者Iζ 製作さ

せたもの全部をあげますと， 4千託) Qトンですか ら，92kg/nf ですが，純

粋に構造だ、け取り出したら， 85- 86kg/  nf ぐらいです。だからいままで

つくられてきたもの ，閉じ50キロ鋼を使ってたものに比べてまあ少ない

ほうと言えるのでしょうか。

彦谷 その点では非常に経済的にできているわけですね。

新聞 私，構造設計を担当していませんからよくわかりませんが，乙れ

はむしろ外周の柱が少ない，柱が少ないから割に応力がフノレ11 : 使えてる

と言ったらおかしいんですけれど，遊んでると乙ろが少ないという面が

あるのかもしれませんね。しかし ，歩掛りというのは ，実は ，高層ビノレ

の場合には工貨の菌からいったって，たとえば面積に対する外壁の割合

だとかいうようなものが，ものによって非常に違います しね。それから

地上部分と地下部分との割合というような乙とがかなり響いてきますか

ら，いちがいに比較にはな らん とは思いますが。

大林のカラー?

彦谷 そうですね，低層部が割 11 : ひろがっているのとは違いますね。
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とζ ろで外壁の色はいいですね。金属板だと思っていたのですが，シ

ョックベトンですね。 しかし感じはメタリックでどちらかと言えばつめ

たい感じですが玄人好みですね。( 笑い)

新開 乙のピノレの居住者として，5 年，10年たつと ，大林組のカラーと

いうのか，気質というのか，そういうものがかなり変ってくるんでしょ

うかね。

彦谷 そりゃそうですね。それは人聞が環境によって若干変るという乙

とでね。それはああいうりっぱなピルで仕事をしておられたら ，それは

変らざるを得ないし ，知 らぬ聞に変るんでしょうなあ。

新聞 それがよく変ればいいんですが。 ( 笑い)

高層と未来指向型の人間

彦谷 まあ有名なラスキンの乙とばじゃないけれども，彼は高層の建物

を否定してますわね。低屈の建物で，青空や雲を見たり ，と 。そういう

ロマンチ ックな考えからいいますと ，どういう乙とになりますかね。高

層ビ J レの高い所から遠いと ζ ろを見てると非常に眺めはいいし気持も安

定しますけど足もとを見たら非常に不安なんです。だから未来指向型の

人聞ができるのじゃないかとぼくは思うんですけれどね。( 笑い)

ぼくは高所恐怖症だから，あんな窓際へ行くとねー… 窓へひじをつい

て空を見ましょう，なんていう気持はお乙らない。もっともいまや窓で

はないですけれど。しかし，そういうととじゃなくて， 20世紀から 21世

紀を担う人聞を養成する場所としてふさわしいピルかもしれません。

様縄 いまの高所恐怖症なんですが，モックアップ ・モデルをつくりま

してね，旧館の屋上に。ファン コイノレを手すり代りにし人を窓面に近づ

けない。それからサッシ劉りも，初め 1 メーター 8∞というような乙と

も考えてたんですけれど，風圧の関係とか，人閣の肩幅がすっと出てい

かない寸法とかいうととで・. .. 。

彦谷 少し縦割りが乙まかいなと思っていたんですが，そういう乙とで

すか。

藤縄 実際なかから見ますと ，窓割りを l メータ- 8∞ にしたら ，不安

感があったでしょうね。

彦谷 乙れもノマッと外を見ただけで，何とも言えませんが，東京の三和

銀行では随分と墜厚が厚いですね。 1尺以上あるんじゃないかと思うぐ

らい窓は百 |っ込んでるでしょう。それはある意味ではそういう不安感に

対する配慮かしら ・1 もっ ともあれは断熱とかいろんな問題があるら

しいですけれど。そういう意味でこ乙ではショッ クベトンを使われた と

いうのは，ぼくは完全にアルミか金属だとばかり思っていたんですけれ

どね，そういう断熱とかそういう点では有利なんでしょうなあ。重量は

重いでしょうが。

藤縄 金属 lζ 比べれば重いですね。それでメリット ，デメリットもいろ

いろ計算したりして出してみたんですけれどね。乙の P C版はいままで

の縦型パネ J レ式ではなくて，スパンに合わして，ある程度構造のメンバ

ーに添合せたようなやり方でやっており ，居間変位Iζ 追随できるように

しております。

揚重のシステム

彦谷 ぼくは現場の乙とで，新開さん，万博の大屋根から乙のヒツレと，

大林のエ ースですね。

新聞 いやいや，エースじゃないですよ ，ぼくらがエースだったら - 。

彦谷 それはそうとして，物をあげるというのは，あげる エネルギーと い

うのは高さに二乗すると 。だから低いと乙ろのものをあげるより，高く

なるほど大へん労力がいるものである ，と いうふうに聞いていたんで、す

が，そういう面で，あるいはいままでの高層の建物と違ったいわゆる施

工面の工夫というか，そういうものがあるんじゃないかと思いますが。

新聞 個々に取り上げて言いますと ，随分いろいろでどざいます。しか

しアメリカなどではもう 4 ，50年以上も前からあんな高いものを平気で

一一平気でというか，ともかく彼らなりのシステムでやってきています

のでね。で日本でも，乙の程度の百メートノレ級というのはすでに実例が

あるわけだし。だから施工方法としては実は非常にたくさんあると思う

のです。結局は，新しく考えて実施した乙ともいろいろありますけれど

も，やはり乙のどろの ζ とばで言ったら ，全体をとのピ J レをつくるとい

うシステムに組上げるという乙とにつきると思うのですけれども。

先ほどの，物をあげるというのは，確かに労力だけじゃなくて，その

時間ゃあるいは機械や動力など，要するにコス ト的なト ータノレで・お金の

かかる乙となんですね。だからわれわれとしては，物をあげる回数をで

きるだけ減らすという方向にもっていきたいわけです。裏返せば，少々

重量や詑が大きくなっても，まとめられるだけまとめてものをあげると

いう乙とになるわけです。で，できるだけプレハプというか，大型部材

にしておいた上であげるという乙とになるんですけれども ，一方で機械

の能力その他でやっぱり限りがありますからね。新しい事柄をケ ース ・

パイ ・ケース IC合わせて考えても，実際施工するという乙とになります

と，確実な見通しのある方法でないと採用できませんのでね。その聞に

もちろん進歩がなくちゃいけないから ，新しいアイデアを足がかりにし

ていろいろ工夫し考えますけれども ，結局は今までのやり方，新しいも

の，いいと乙ろどりにして，乙の建物の工事に合う工事のやり方という

のか，さっきから言ってますけれども ，全体として組み上げるという乙

とが現場の役目だろうと思うのですけれどね。

先ほどの P C部材でも ，と乙ではウインドータイプじゃなくて，ああい

った柱・梁分離型になってるわけです。いろいろの問題，たとえば居間

変位にいかに対応させるとかいうような ，全然別の次元の問題もありま

すが，現場の方から言えば，やはり現在のと乙ろ使ってる機械，多少の工

夫を加えて，今までよりはずいぶんましなものは使ってますけれども，

乙の工事での部材の重量としては ，取り付けやすくてーーというような

乙とまで考えてやると，あの程度になったという乙とです。別の工事の

場合には，それなりに途った乙とを考えないといけない と恩いますね。

彦谷 一番重いものは ?

新聞 一番重い目方ですか ? タワ ークレーンですとね H ・H ・。

彦谷 いや，乙の建物として。

新開 乙の建物として一番重かったのは，機械階 lζ あげたトランスなん
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です。 12 トン。さっきの P C版などはタワ ークレーンでももちろん取り

付けはできるわけですけれど，吊上げだけではなく取り付けるという点

では非常に使いづらいわけですね。で，別のフロアクレーンというのを

つくってやったんですが，ζ れまた自分がつくろうとする構造物の上に

それを載せる乙とになるので，その機械を載せるためにいたずらに大き

な床をつくるという乙とはできないか ら，自縄自縛というんでしょうか，

建物といえども ，工事のために建物をつくってるんじゃないわけで. (笑

い) そういう窓味で当然能力が押えられてくるわけですね。その押えら

れた能力でできるだけ部材を大きくしたいというのが，現場共通の願い

だろうと思いますね。乙れはあげる回数が減るという乙と，それから止

水というんですか，そういうむつかしい場所がそれだけ減ってくるとい

う乙とでね。

現場生産と工場生産

彦谷 ( 写真を見て) 乙れは柱 ・梁ですね。 ζ れは溶接ですか ?

新聞 フランジは溶接，ウェ フ. は高張力ボ J レト。ファスタックボーノレ ト

を使いました。

差是谷 構造はもちんのとと設備の配管なんかでも，変位とかいろんな問

題で，ボルトが多いんじゃないですか ?

新開 設備の配管はボル トじゃ ありませんで，ピ ク トリッ ク ・グョイン

トとかその他，独特の方法で， やはりできる限りプレハプ化するという

乙とを考えてやりました。

彦谷 スラプはデッキプレート かなんかのー・・・。

新聞 デッキプレー トを捨て型枠に使った軽量コンクリ ー トですね。

彦谷 できてしまったら簡単ですが，それはずいぶん苦労があった乙と

でしょう。

新閉 それは別に高くても低くても ，つくるというとと自体の中身の苦

労は一緒じゃないでしょうか。

彦谷 現場でつまり人夫が高いと乙ろで働いてる数というのはどんなも

のですか，最盛期。

新開 一番ピークのときで l 日IC 550人。それが 5 月から 8 月くらいで

した。

彦谷 ああいう特殊な人が高いととろで働く ，つまり専門職でしょうけ

れど，たくさんあるんでしょうね。

新聞 上へつみあげてゆく トップにたつのは，もちろん鳶職ですが，鳶

のなかでさらに特殊なものを使ったというわけではないて、すね。ちょっ

と乙の座談会にそぐわない話かもしれませんけれども ，昨今安全という

乙とが非常に重点的に・ーもちろん何よりも優先させるべきととですか

ら。そういう意味で，たとえは建方階ICデッキプレー トを敷き詰めない

限り，つぎの節の建方は始めないとか，建方がすんだら即座に，本締め

や溶接を始める前IC. 外周 lζ ネットを張りめぐらすとか，普通に工程を

考えるうえではずいぶんやりづらい制約ではあるけれども ，何よりも安

全を優先させた考え方でやってきたんです。実際仕事をする上では，建

方は: 鳶職だけではできませんで，建方が始まれば，鳶と大工，建方直し

にそのための測量などをする大工ですね，そういうものがついて上って

いかなければいけませんし，さらに引 き続いて配管だとか耐火被覆だと

かがと‘ んどんと上っていきますから。しかし ，安全上の乙とを考えてや

った ζ とが，実際は仕事の能率という面でずいぶんプラスになっていま

す。
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施工は結局人間管理

彦谷 工事聞の事故というのはなかったですか?

新聞 いや，ありました。残念ながら。

彦谷 そういう施工の長いロングな仕事を，いわば人間管理という点で

は新開さん，適役ですな。( 笑い)

新聞 いやいや，そうでもないと思いますが。しか し，おっしゃるよう

に，まあ設計の問題も含めて，やっぱり ，何が最後かといったら ，人聞

が最後という気はしますね。

彦谷 ぼくは新開君が単lζ 一時的に妥協しない人だし，ある程度設計も

構造もわかる ，と。た とえば設計の人なんかにでも ，ど無理どもっとも

できくほうじゃないと思うんだけれどね。そういう面でぼくは新聞君が

乙れからの現場を管理されるのに適役じゃないかと思いますね。

設計 ・施工という乙とが乙乙で問題になっていますが，大林さんの設

計 ・施工のよさが随所 iζ 出てると思うのですよ ，乙の建物 iζ 。乙れから

はもっと強く出てもいいんじゃないかと。たとえば東京の大林さんの ビ

J  レもいいですね。

藤縄 乙の点、については一つは，設計をしながら現場の人たち とー絡に

設計の段階でグループを編成できたというのが，やっぱり一番ありがた

かった。ですから ，設計もらってヒ ーヒ一言って，そのまま現場に渡す

のじゃなしに，乙ちらが知りたい，現場上の問題，乙ういうと乙ろがあ

るんじゃないですか，というふうなチェックを，もうすでに現場でやる

以前にチェックできていたというと乙ろが，やっぱりよかった という乙

とに尽きるのじゃないかと思うのですがね。

インテリアも統一デザイン

彦谷 インテリアについて，敷物から家具，それからいろんな装飾品と

か，乙ういうのはきわめて統一してますわね。乙れは藤総さんがやられ

たんですか? 社長ですか ?

藤縄 ー絡にやらしていただいたんで、すけれど. ね。われわれの若い意見

をずいぶん聞いていただいて・

彦谷 なかなかモダンですな。たいがいのところなら ，梅原龍三郎の絵

がありそうなととなんだけれど。

藤縄 オーナーも大変好きです しね。いま重役階lζ 入ってます分のう

ち，半数は以前から買ってたやつなんです。あと半数を l 年から l 年半

ぐらい前か らぼちぼち と集めてて…・- 。なかに は，絵から発想してイン

テリアを決めたものもありますし。

彦谷 コJ レピュジェのタペストリ ーのかかっていると乙ろなんかも ，そ

うじゃないかな ?

藤縄 そう言われればそうなんですけれども ，あれも以前から持ってた

ものなんです。

彦谷 ああいうと乙ろで仕事をされるのは全くうらやま しいですね…。

インテリア κ対する配慮と同時に l 階の ピロ ティ通りや庭園について

も十分考えられていますが，もうちょっと庭を大きくおおらかに…… と

りたかっただろうと思います。



庭 の 緑

藤縄 冬場iζ 木を植えましたので，かなりカッ トして植えたんですが，

東側の木もあと l メー ターぐ らい高くする予定にしております。彫刻家

の流政之さんも造園をやっておられたので，コ ンサルタントしていただ

いたりして…一。とくに天神橋の交差点ですので，木を植えて，自分の

敷地をある程度区画するよりも ，広場としてあけておいてみんなに通っ

ていただき ，エ ントランス ・ホールは完全にピルへの導入部だけにしよ

う，と いう乙とでやったんです。そのかわり ，南側と西側にはやまもも

の木をずいぶん植えま した。木の植え方も ，いままでのような箱庭的じ

ゃなしに，きちっと刈り込んでやろうかなと患ってます。

彦谷 乙ういうととろに日ざしを受けて，休息している年寄りがウロウ

ロするようになったら，いいんですな。( 笑い〉今では，しゃれた美人

が l 人立ってるみたいなもんで近寄りがたいものがある。( 笑い〉

ダブルデッキ・エレベータ

彦谷 ζ のなかのエレベーターはダフ" ) レにな ってるんですね。あれは輸

送力が大きくなるとか一… 。

藤縄 そうです。乗り場がラッシュ時には l 階と地下 1階という乙とで

…・・・将来，地下街なども延びてきたり，松屋町筋に地下鉄でも入れば，

地下 l 階も入口というような… 。

彦谷 2 階はオフィスですな。

藤縄 そうです。

彦谷 エスカレーターは. 2 階へはなかったですかな。

藤縄 行きません。地下 11酌 ζ 行くエスカレーターのみがあります。ラ

ッシュ時を過ぎちゃうとシングJ レ運転をします。 2 階建てのエレベータ

ーの上のかどのみを使います。下のかどは使わない。それで，朝とか昼

食時とか退社時だけがダフツレ運転をするというような形をとってます。

彦谷 地下には居者自がありましたね ?

藤縄 ええ。食堂とか喫茶，軽食，洋服，その他がどざいます。

成功している外装

彦谷 先ほども申し上げましたが，何より一番外装の色が成功したんじ

ゃないですか。中途半端な色でないのがね。あれはどとかの石ですか ?

藤縄 浮金を入れた P C版です。

彦谷 途中で設計変更した個所とい うのはあるんですか ?

藤縄 あまりないです。それとドライ ・コ ンストラクション IC徹しよう

というので，一部コア周りなんかできないと ζ ろもありましたが，それ

に徹しようというとと…. . .。

彦谷 あれは内外木材でつくられたノマーテ ィションの…

藤縄 ノッツウ オー J レです。

彦谷 あれ，かなり防音効果は… … 。

藤縄 どざいますね。あれも実験したりして。

彦谷 厚みはどのくらいですか ?

藤縄 86ミリです。内外木材が高層ビ J レ用としてつくってた ものでし

て. あれを l メー タ- 8∞ のモデュ - )レIC合わせて，部分的に改良はし

てもらったりして・. . . . 。

工程とコンビュータ

新聞E たとえば厚板溶接の場合の予熱というととーー とれは構造の品質

IC関係する事柄なんですけれどね。

建築工事というのは注文生産で，一品生産，しかも土地に定着してい

ますから ，基本的な理念としては， よく言われるように「安全 IC. よ

く，早く ，安く J しかないと思いますね。ただし ，どちらかというと …

・・ そうばかりじゃないんですけれども ，どちらかというと工期 と工訟を

何か優先しがちという傾向はあると思うのですよ。それは絶対に踏み 乙

たえんといかんと d思いま してね。( 笑い) いままででも ，現場で仮設物な

どチョ コチョコしたものを鉄骨 IC溶接したりするときに，相手がハイテ

ンションの厚板でいろいろの手順が必要という乙とは知っているのに ，

手順ぬきでついやってしまい，必要悪とい うような理由づけをして，そ

れで見過どしてるという例があったと思うのです。そういう乙とは本質

にかかわるととで必要惑ではないんだという乙とを，ずいぶん担当者IC

言ってきたつもりなんです。

それがもう少 し大きくなると ，仕上げ用のピースを工場で付けていと

うと。一一工場で付けたほうがいろいろの管理がうまくいきますから。

そのためには決めてください，と 。で決めるためにはその前にいろいろ

性能試験がいる，というようなととでだんだんさかのぼっていくと ，時

間的には実際ものを取り付けるよりかなり早くなりますのでね。工程と

関連するうえでの， とれに類する設計者との協議はいろいろありまし

た。一口で言ったら計画でしょうけれど，フィ ー ドパックだとかも含め

て，全体的にそういう事柄が自社ピルで・自らがやるという怠味で，割に

うまくできたとは思いますが。

彦谷 自社ピJ レだからという一つの甘えというものはなかったですか。

新聞 それはむしろ現場にとってはきびしかったですね，自律的には。

彦谷 ζ ういう高層が初めにできるというのは，コンピュ ーターを導入

するととですわね。で施工のネット ワー ク，そういう面でのそういうも

のは使われましたか ?

新開 それは使いました。計函のためだとかあるいは工程管理のためだ

とか，たとえば鉄骨の建方をどういうやり方でやるのが一番メリットが

出るかとかいうような乙と。そのメ リットは，時間的な乙ともあるし，工

費の問題もあるんですけれども一一あるいは資材や作業員の場重などの

運搬管理だとかですね一一いろいろの乙とで工事のうえでも コンピュ ー

ターを使いました。先ほどの機械の問題に通ずるんですけれども ，アメ

リカではたとえば，クレーン類はガイデリックが一番便利だといってい

まだに盛んにあれを使ってるわけです。日本はどうも新 しい もの新しい

ものを使おうという傾向があって。( 笑い) いまの工程管理κ コンピュ

ーターを使おうというのも . 110 階のニュ ーヨー クのワ ール ド・トレー

ド・センターですか，あれなどが使ったといっていろいろ言っておりま

すが，実際問題として乙れぐらいの ピルと いうのはほとんど話題になら

ない程度のやり方でやってる。だから ，いつまでも ，コ ンピ ュー ターを

使わないと高い家が建たないというのはおかしいんで，やはり日本とい

うのが建設産業だけじゃなくて産業全般が非常に未来を指向しているの

か，新しさを指向してるのか知りませんけれど. も。( 笑) 非常にそういう

ーーなんと言いますか一一づ邑剰指向型という気がしますね。まあ宿命的

といえば宿命的かもしれませんが。もう少し定型化する形lとなってくれ

ば，おそらくは近い時代 IC. 乙の程度のものはいちいち コンピュ ーター

を使わないとできないというようなととはなくなると恩いますね。

彦谷 きょうはえらく統一のとれない，全くわたしの不手際で，出たと

と勝負の話で，いろいろもっと貴重なととをお聞かせ願えたと思うので

すけれども ，聞き手が下手なものですから… … 。まだいろいろお話もあ

るかと思いますけれども ，一応乙の辺で終りたいと思います。お忙しい

とζ ろをどうもありがとうございました。
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感 想 ・ 大 阪 に お け る こ 大 高 層 ビ ル を み て

本号は当初，大阪大林ビルディングと大阪国際ビルディングの両ピルの

特集として企画しておりましたが，都合で，大阪大林ビルディングだけ

の特集とし，大阪国際ビルディングは 5月号に順延して掲載します。

右 大阪大林ピJ!' 左・ 大阪国際ピル ( 大阪府庁別館 8 階よ り〉

大阪の BL ACK &  WHI T E  浦 辺 鎮 太 郎

わが大阪に 100mを越す乙と 20- 25mの超高層ヒソレが1973年初 lζ 出現した。ζ の ζ とはひとり建築界の感激

に止まらず，大阪市民あるいは広く関西人士の意気と希望を高らかに謡い上げたる快挙であると申しでも過

言ではない。戦後，大阪の地盤沈下が叫ばれてより久しく ，往年の天下の台所は東京 lζ 移ったとの感もあって

時代の成行に多少意気の上らない年月を重ねたが，1月25白という日は久しぶりに大阪が喜色につつまれた。

天もまた乙れを嬉んだのかめずらしく晴れわたり ，明るい日差しが全市にふりそそいでいた。私は大阪大林ビ

ルから市中を展望して晴れやかな感に打たれた。隣りの東京の高名なる建築家の方は "大阪の 11可はなんだか

東京と感じが違いますね… … " としげしげと術敵していた。わが大阪の都心部は街路が整然と直交している

から ，建物がアチコチ lζ 向いていないのである 。 ζ れを晴天下 lζ 見れば東京とは全く違った感じに映ずる。

私は白杉嘉明三老にも祝意を表したく別室 Iζ 導かれた。白杉さんは中之島一帯を術敵しながら大林組初代

が80年前「今 lζ 大阪も 5 階10階の洋館がいっぱい建つよ J と語った先見の明を語って下さった。ちょうど ，

竹中錬一氏も白杉さんにど挨拶にみえた。

B L A C K &WHI T E は世界の人々に愛されるス コッチの名酒一一乙の名を フト 連想した。

両ヒソレは ，大阪出身の大林さん と竹中さんが競い合っ て企画し設計し施工 した超高層 ビソレではあるが，生

れたととろも近く ，生れた日も同様である。両 ビJ レが並んでおる壮観は何だか別々 ではなくて ，大阪市民が

愛情と技術を傾けて醸造した ，B  L  A  C  K  &  WH  1  T  E の生一本に見えて ，甲乙 をつける気など毛頭起ら

なかった。 ( うらべ しずたろう 浦辺建築事君臨所長)
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超高層ビルの都市性について
紙 野 桂 人

私事にわたって恐縮であるが，大学の研究室の今 ζ うして ζ の原稿を書いている座から眼をあげると ，千

里丘陵の名残りの樹林帯の向乙うに大阪都心部のスカイラインが続き，そのなかに二つの超高層ビルのシル

エッ卜がほぼ同じくらいの明度 ，ほぼ同じくらいの大きさで，たがいにビノレ自身の高さの 4 倍くらいの距離

をへだててぴたりと並んでいるのが見える。

ちなみに ， との視座は ，o.P. 85mにあり ，またそれらのビルから北へ約15krnの距離をへだてている。

乙れらの二つの超高層ビルが現われるまでの大阪のスカイライラインは ，大阪城のシルエッ卜がそれとわ

かる程度であまり印象的なものではなかったのだが，現在それは， ζ のリ ーディング ・ファクタ ーをもった

ととによって，相当強い印象を見るものに与える。

半径15同の圏域にわたって支配的なランド ・マークとなれば，それはまず府下の主要な部分を網羅してい

ると考えてよいのであろう。したがってそれは今 ，広域的な都市の表徴として機能し始めている。

とれまでの高層ヒツレが都市景観に与える影響は，高層化の初期にはともかくとして ，最近ではストリート

・スケ ープの支配的要因としての地位にとどまっているのであるが，超高居ビ J レは ，その都市景観要因とし

ての機能を上記のようなかたちでシティ ・ワイドなものに広げたと言えるであろう。

ζ のような広域的な視覚対象ともなれば，白と黒の色彩の対比に代表されるこつのビ J レの個別性は自然に

消去されてしまって，両者が一対のシルエットとして機能するという抽象性，シティ ・ワイドな視座での建

築の抽象化 ・普遍化の作用が実感されて興味深い。

乙乙で，視覚のズ ームをぐっとしぼってみよう。国道 1 号線を経由して大阪の中心部へ向かう自動車が，

城北公園を通りすぎて高倉町にさしかかったあたりで，都島本通方面 lζ 向かう道路の正面に大林ビ J レのダー

クグレ ーの姿が，突然に ， しかも相当に近々と見えてくる所がある。それは ，実際にはまだ約 3 krnの距離を

へだてて大川の向 ζ うにあるそれを見ているのであるが，一般の高層ビ‘ J レの視角になれた眼には ，存在自体

の距離感が一瞬立ち消えてしまうらしい。そ乙で ，とのビノレの正当な地理的位置を考え直すにいたって ，今

度は ，その道路の剥lの傾斜が，大川の向 ζ うiとあるそのピ J レへの到達の経過の再認にからめてはたと思いお

よぶ ζ とになる。つまり ，松屋町筋と土佐掘通の出合いにあるとのビルへ ，そ ζ から到達する経路は ，片町

あたりで直角に方向を変えなければならないのであるから，かりに道路が直進しているならば， ζ の道の正

面に見えてくるはずはないのである。

頭のなかのイメ ージ ・7 ツプには ，そうした直交方格の地図が書込まれていて ，それが突然書きかえられ

る現実に直面した瞬間のとまどいが生じる。広域的な視覚の抽象性 ・普遍性にひきかえて ，数回圏内の ，い

わば生活行動圏内でのランド ・マークの機能は ， ζ のように個別的 ・現実的な生々しさをもっているもので

ある。タウン ・スケ ープとは乙のような一面をもっている。あの屋根の向 ζ うのあたりになどという地縁性

に裏打ちされた認識について ，最近の大阪は失うものが多かったように思うのであるが，それがたまたま超

高層ビ J レの視覚的な外部機能 K よってよみがえってきたという実感があった。

大林ビ J レ内からの視覚は ，大阪の平野部と外廓丘陵の全体を完全 lζ 統括 している。それらは精度の高いカ

ーテン ・ウオ ーノレを通して実に明瞭に見えるパノラマを展開している。それは ，先 lζ 述べた15krn圏の視座の

裏返しとして，広域的な構図を一定の中心から展開する視座を造り出している。乙の視座で見合う二つの超

高層ビノレは相互に相手の全体像を見渡す乙とによって ， 自分自身を再確認するかのように思われた。

と乙ろで ，現在の大阪の中心的市街地，たとえば，北区 ，東区 ，南区などの昼間人口は 500人- 550人j ha

程度であろう。大林ビノレの場合，その建築概要からみて，敷地面積約0. 5hal( 対して延床面積が約 5 haであ

るから ，空間原単位を 11- 15rrfj 人として ，9000- 6500人j ha の昼間人口密度が想定される。すなわち大阪

のC . B . Dにおける人口集積を ，局地的 lζ 16- 12倍 lζ 飛躍的に延ばす機能を帯びている。他方，建ぺい率の

方は30%以内にとどまっているので ，オープン ・スペ ースを再生産した効果は明らかに認められる。

問題は ，今後，超高層建築の建設が活発化した段階でとの恐るべき集積カが無秩序に広がり始める乙とに

なると ，昼間人口の過集積が助長されて重大な都市問題をひき起す恐れがある乙とであろう。乙の点は ，特

定街区指定にあたっての市当局の都市計画行政のありかたが今後注目されるのである。
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超高層ビノレの建設計画は ，ビソレ単体としての問題を超えて，シ ティ・ワ イドな視点から進められなければ

ならない。同時にま た，都市 lζ オープン・スペースを復活する ζ とによって，地域空間環境を豊かにす る本

来の方向づけが失われではならないといえるであろう 。なお ，大阪大林ビ j レの技術水準の高さに ついては，

大いに敬意を表し たいと思う。 ( かみの けいじん大阪大学助教授〉

高 層 ビ ル 雑 感 太 田 隆 信

大林ビ J レと，国際ヒリレを ，大阪で最初の高層ビノレとして，どうしても対で考えてしまう。実際には ，現在

大阪では，ロイヤ J レホテ J レをくわえて，三つの高層 ビノレが，てい立しているの だが，どうしても，大林ビノレ

と国際 ビj レ，それも大林ビソレ対国際ビ J レという話し方になってしまう。 最初につくった ものの特権 といって

しま えばそれま で: な のだが，との二つのビノレが，ほぼ同じような高さで，同じよ うなスケジュー J レで建設さ

れたととは，単に建築界のみならず，浪速っ子の話題として，乙と数年間私達を，いい意味でいろいろと楽

しませて くれた。確かに乙の二つの ビJ レは，大林対竹中といっても，また黒いビソレ対白い ビルといっても，

話題には，乙とかかない。

二つのビ J レを一望する場所 としては，大阪府庁別館の 8 階ロビーが一番すぐれている と思う 。単に二つの

ビJ レが眺められるという だけなら， 大阪城の上からでもいいし ，また伊藤忠 ピJ レの13階からでもかまわない

のだが，府庁別館からの眺めは，両者の位置関係がきまっている感じで，どなたにも ，一度別館の 8 階への

ぼられんととをおすすめしたい。私は二つのビ J レの鉄骨が乙こから眺められるようになって以来，少なくと

も，月 2 回は二つのビソレの建設状況を眺めていたのだが，大林ビ J レが竣工した今日 ，正直のと乙ろ竣工とい

った初々しさを感じる乙とは できない。黒い ビノレにも白いピ J レにも，も うすっかりなれて しまっ て， ずいぶ

んま えから 二つのビルが建っているように思われてならない。計画が発表になってから，今日までの長いプ

ロセス のどの時点で，高層 ビJ レは最も私達の興味をよび話題になっ たのであろうか。考えてみると私達のな

れのスピ ード にいささか恐ろ しくなる。

私にとって ，一番興味深く感じられたのは高層 ビj レが大阪にも建設されるという ニュースを 聞いた時点で

あり ，巷の話題として，一番人々 の興味をひいたのは ，二つのビソレが建設されはじめた頃だったのではなか

ろうか。タクシ ーなどでもしばしば，二つのビルの話を聞かされた記憶がある。乙の頃の ととだが，大林ビ

J レの仮囲の説明ノf ネ j レと，のぞき穴のレイアウトがとてもきちんと，ていねいにできているので，気持よく感

じた。街中の現場では，乙の程度にはしてほしいと思った。鉄骨の建方の終りの時期がやはり面白かった。

日に日に高くなっていく様が，大阪市内を歩いていて，思わぬと乙ろから ，鉄骨の頭の方がによきっとあら

われて，なるほど ，高層ビ J レは都市のランドマークだわいと思わず感心させられた。

二つの高層ビ、 J レを眺めて ，快晴の自には ，白いビソレの方が，端正にみえる。黒いビ J レはどうも ，妙 lζ 重々

しくしていただ けない。し かし，曇った日 ，雨の日，霧の日と 黒い ビ、 J レの表情が，びみように変化するのに

はいささかおどろかされた。とくに中之島どしに眺めた霧の日の黒いビノレのたたずまいを ，とて も美しいと

思った。黒いビソレの表情は一日の うちでもずいぶん と変わっていくよ うに思われる。いってみれば，天空と

の対話ともいうべきもので，高層 ビ、J レの特性を十分 lζ 生かしたとのビ J レの最大の特長といってもいいのでは

なかろうか。 ζ の点 lζ 関して ，乙のビ J レは乙れまでの高層ビルにはなかった高層ビ J レ作法のヒントを，私達

にあたえてくれたといってもいいだろう。

1 月中旬 ，竣工直前の大林ビノレを見学させていただく。高層ビルの高さには急速にならされた ，と いって

も，真下からみあげたとのビ J レは ，やはり高いなあ ーの一言につきる。 ζ の高さを理解するには ，まずは歩

いて萱り降りするのが一番なのだが，畳りの方は エレ ベーターで、かんべんさせていただき ，まず屋上，乙の

角度から大阪を眺めるのは ，初め てのととなの で， やはりめずらしい。とくに，堂島川から大阪城の眺めが

迫力があり，ばつ ぐんである。 乙れがバード アイビュ ーというやつなんだなとひそかに感心する。そして，

堂島川の水と大阪城の緑が，大阪 lととってどれほど大切なものであるかを ，あらためて痛感する。特別避難

階段を伝って一階ずつ下へおりる。上部階から外を眺めると，青空だけがみえ，やはり不安な感じがする。

乙れまで， 高所恐怖症といったものについてはあまり実感がなかったが，乙れからは，きっといろいろなケ
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ースで問題になるのだろうな… … 。下部階 lζ 降りてきて，窓の外 lζ 家並が感じられると ，ほっとする。やは

り，見なれた高さというととなのだろうか。地上階のア プローチ廻 りがややそっけなさすぎるの ではないか

と思ったが， 乙の場所については ，今後どう演出されていくかに， むしろ期待すべきなのかも しれない。案

内の方に ， くわしくとの建物の特長，施工管理上の様々な問題点について，お話をうかがう。各論の部分と

ダブルので，その内容については ，し ょうりゃくさせていただくが，私にとっては ，全体的な視野でのそう

いったお話よりは ，むしろ現場各所での ，あの竣工直前の ，雑多で煩雑なそれでいて単純な人々の動 きの方

に，より建設の実感ともいうべき親しみを感じた。それにしてもやはり高いなあ。 下までた どりついた とき

には ，足がすっかりがくがくしてしまった。

先日 ，大阪北部の丘陵から ，三つの高層ビノレをあらためて眺めてみた。三つの板状のシル エッ卜と 対比さ

れるせいか，大阪城のシノレエットがひときわくっきりと感じられた。との ままでほっておけば，いずれは高

層ビルのなかに大阪城がうまってしまうような乙とになるのかもしれない。もっ とも， 大阪にはそれほど高

層ビ J レは建たないよ，という意見もあるが，国際ビ J レより 2 m高い0 0 ビソレなど という P Rを聞くと，やは

り大阪の街という観点から ，高層 ビJ レのありかたについて今一度考えなおしてみてもよいのではなかろうか

と感じさせられる 。
( おおた たかのぷ坂倉建築研究所)

両 ピ ル を み て
三 品 哲 夫

都市における生活環境整備は都市行政の最大の課題である。大阪市の都心部においては再開発によらなけ

ればならないが，地域再開発は人間性回復を目指し，市民が真に人間としておE いに触れ合う生活の場の創

造であり ，同時に豊かな文化の創造で・あら ねばならない。

乙のたび都心業務地において大阪大林 ビルおよび大阪国際ビ J レという二つの超高層ビ J レが誕生した。

両ヒソレの共通点は， いずれも第 8 種容積地区内 で特定街区として都市計画決定がなされ，高さ 120m，地

上32階であり ，都市のランドマ ークとしての意義が大きい。建築物の高層化により得られたオ ープンスペ ー

ス ( 基準階建ぺい率26- 27%) は貴重なものであり ，周到に緑化が図 られ市民に 開放され憩いの広場 となる

であろう。自動車のアプロ ーチは敷地内に通り抜け車路が設けられ，一般道路交通の支障とならないように

配慮されている。防災計画面では基準階において外気に面するこカ所の特別避難階段への明快な二方向避難

径路が確保されており，内装の徹底した不燃化 ，非常用 エレベー ター・ 防災センタ ーの整備などに より万全

が期されている 。 ビソレの維持管理面におい ても専任管理者の育成および新しい技術を駆使したコンピュ ータ

ーによる エレ ベーターや空調設備などの制御 ・監視がなされる。あまりに機械化されているがゆえに一抹の

不安が残るが… … 。また， 大気汚染防止策として熱源には電気 ・ガスが使用される。

両ビ j レの相違点は公開空地のレベル ( 地上面 と地上高 6 m面) ，外観の色調( 黒と白) ，テ ナン卜数( 自

社ビノレと貸ピノレ) ，その他ダフツレ デッキ エレ ベーター・ 展望階設置の有無などである。

大阪大林ビ J レは中之島公園に近く立地し ，水と緑 lζ 固まれた美 しい都市空間形成の拠点 として，大阪国際

ビJ レは大阪の経済と文化の歴史が刻まれた土地であり，現在も商業業務活動が活発で交通が極端 lζ 幅湊して

いる地区 「船場」の再開発の拠点として貢献するだろ う。

良好な市街地景観の醸成および地域再開発は「点」にとどまらず「線」から「面」に発展して乙そ効果が

上るものである。

隣接街区が順次再開発されていく とすれば，地上空間の豊かな連続性と ，人車動線分離を明確にする人工

地盤方式の ，それぞれの長短がより明ら かになってくるであろう 。

地上120mからは ，大阪湾から淡路島や，六甲 ・北摂・生駒 ・金剛山系 lζ 囲まれた平野部の市街地が展望でき ，

ま乙とに新鮮な感を受ける。同時に南大阪方面の大気汚染状況のひどさ ，過密狭小建築物群，公園 ・広場 ・緑

地などの公共空地の不足，高速道路や街路 iζ 密集する自動車等の都市問題を視覚 として把える乙とができ，

まさにマクロ的な感覚で都市計画のあるべき姿，市街地環境整備の方向がいろいろと示唆される。今後は ミ

ニ特定街区ともいうべき総合設計制度により ，十分な公開空地を有する自然と人工 との調和が図られた建築

物が連帯し ，生活環境が整備されていく乙 とを念願して感想を終えたい。
( みしな てつお大阪市建築指導部長)
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老後の心構えについて

日本建築協会建築クラブ例会講演要旨( 昭和47年10月11 日)

竹 藤 健 造

実は私，本年とって85才になりましたが，乙

の年になるまで朝食会と名のつくものに出るの

は今日がはじめてであります。 ζ の年の老人に

とっては，本当の乙とを云うと朝早く起きて出

てくる乙とは相当苦痛なのであります。

今日は「老後の心構えJ と云う題呂で皆さん

にお話をするのでありますが，実は，乙の場所

に来るまでお祭りの方々がもっと若い年代の人

達かと思っておりましたと乙ろが，案lζ 相違し

て，皆さん相当お年を召された方ばかりなのに

驚いております。

乙乙におられる皆さんの平均年齢を，ちょっ

と先ほど推定してみましたと乙ろ，おそらく 62，

， 3 ぐらいになるのではなかろうかと考え，乙

れでは，私の方が逆に皆さんから新しい「老後

の心構え」についてお教えを受けなければなら

ないと息いました。したがって私が本日用意し

てまいりました話の内容も，多少修正しなけれ

ばならないと思いました。

大体，人間の成長というものは ，25才を過ぎ

る時点で一応ストップするものであります。そ

れ以後は，体力 ，脳力ともに ，各人の勉強と鍛

練によって平衡状態を維持して，55才ないしω

才ぐらいから後は否応なしに下降線をたどるも

のであります。

だから ，一般に会社などの停年が55才という

のは，乙の点からみても当を得たものと云うべ

きでありましょう。そうなると経営者や，ある

いは大臣などにも停年制を実施する方が，企業

の若返りや政治の新鮮さを保つ上でベタ ーでは

ないかと云う説も聞かれるのであります。

しかしながら ，まだ実社会では，すでに悦惚

の境に入った老人が，あいも変らず「俺が，俺

が」と万事IC出しゃばって若い新鮮な芽を摘み

とって，それが全体の進歩発展を大いに阻害し

ているケ ースが決して少なくない乙とは，はな

はだ歎かわしいととであります。

最近，有吉佐和子さんの「悦惚の人」が大変

なブームをまき起しておりますが，先ほどの話

からもおわかりのように ，乙乙におられる大多

数の方達は，すべて乙れ「悦惚の人J なのであ

ります。

ピカソなんぞはあの高齢で，顔の片面に目玉

を三つ揃いたり ，手や足の指が体から生えてい

るような作品を発表しておりますが，とれなん

かも，一種の「悦惚の状態における症状」と私
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は思うのであります。乙んな話を先ほどもやっ

ておりましたととろ ， 乙乙におる浦辺君から

「先生，そんな乙とを云うもんじゃありません」

と真顔でたしなめられましたが… 田・・ 。

人間誰しも， 55ないしω才か らは下降線をた

どり ，次第に悦惚の状態 lζ 入っていくのであり

ますから ，いつまでも俺が出なくては，とD't 惚

の老人がいくら意気込んでみても ，むしろ逆効

果なのであります。自分でそれがわからないと

云う乙 と自体が，悦惚の人である証拠なのであ

ります。

私は，自分が老人であるという乙とを充分に

自覚して，若い新しいすぐれた芽を摘みとらな

いように絶えず気を配るととをもって不断の戒

めとしているのであります。昔の書物のなか

で，老人というものの症状を列記したものを読

みますと ，まず，年寄り iとなると体力が衰えて

くる 。それの症状として，目が霞み，耳が遠く

なり ，歯が抜ける。頭髪は白くなって脱け落

ち，手は震え，足はよろめき ，動気が激しくな

り，よだれは流すわ，終ICは愛れ流しの状態と

なる。また精神的にも ， よろづ. 小うるさくな

り，ぐちが多く ，物忘れがひどくなり，終に幻

覚を覚え，意識がもうろうとしてくる 。

まあ乙んな具合 IC，いずれをとってみてもわ

れわれ若人K は痛切に身に乙たえる乙とばかり

で，何とも暗い感じのするものであります。

それでは，逆に老人というものを讃美したも

のはないものかと思って，いろいろしらべてみ

ましたら，島崎藤村の普いたもので，者人讃美

の一章がある と云うので読んでみました。それ

には，老人というものはまととに素晴らしいも

のであり ，老境というものは実 IC楽しみに満ち

たものであると述べていて，老境に入ると，ど

く速い時代の回想も実に容易によみ返ってくる

もので，決して悲歎すべきものではなく ，むし

ろある意味では，青春時代，壮年時代には考え

も及ばなかった素晴らしい世界が展開する，と

云った老人讃歌が述べられてありました。

それからまた，石坂洋次郎が数カ月前の小説

新潮 IC: : 書いた随筆IC i 私は本年とって72才にな

った，そして文章家としての自分に対して大き

な危倶を感じてきた。20年も以前の私は，青春

小説と銘打って数々の作品を書いてきた。世間

でも私の乙とを背春小説家と称していた。私自

身もそのととに何の抵抗もなく通してきた。と

乙ろが，近頃になってみるともはやそんなわけ

にはゆかなくなってきたのである。育審物を笹

けと云う注文はあい変らずあるのだが，いざ重

い腰をあげて筆をとってみても ，できたものは

普と巡ってやたらとセクシュア J レな面のみがと・

ぎつく表面に浮き上った，以前とは似ても似つ

かぬ作品しか筈けないのである。

体力が衰え，現実に精力の衰えを感じてくる

と文章の上にそのはね返りがどぎつく現れてく

るのである。私は 2 年前に妻をなくした。金婚

式もすませたのであるから ，彼女とは一心同体

の間柄であった。

亡妻のととをある雑誌に頼まれて鋒を とった

のであるが，乙れは私としては近来になく恩う

ように箪が進んだ。彼女との悶 IL は，まだ真実

なものが残っていたからであろう。

三島君や川端さんが，同じ文士として，ああ

いう結果になった気持もわからないではない。

三島君は行き詰りを右翼の世界に求め，川端さ

んは友人の選挙運動ゃ，世界ペンクラブの仕事

に求められたのだが，ついに二人とも終りを完

うする乙となく自らの生命を断たれた。私は二

人と違った老人の生き方を考えている。」

と云ったような内容でありました。

さて乙乙におられる大多数の方々は否応なし

に，みな下降線をたどっておられるのでありま

す。

いくら偉猿ってみても若い鋭い頭脳と体力に

は勝てないのであります。その乙とを良く心IL

銘じて，俺が，俺がの気持を取り去って，彼ら

を媛かく見守る気持で仕事K 当れば，また老人

も楽しからずや，と 云えるのではないかと思い

ます。実際には，乙れはなかなかむつかしい乙

とであります。

私が若い頃から足を踏み入れている「能」の

世界で古今の偉才と云われている itlt 阿弥」の

乙とに触れてみたいと思います。

なるほど，世阿弥という人は，と 乙から見て

も芸術家としては実に偉大な存在である乙とは

万人の認めると乙ろでありますが，老後の心構

えと云う点については，彼は大きな失敗者であ

ったと恩います。

彼は室町将軍lζ 仕え音楽の高位の宮1践にあっ

たのでありますが，彼が62才のとき ，甥lζ 当る

35才の男と殿中で能の試合を行って負けたと

き，相手を散々にののしり ，また，文書にも綿

々と不平不満を述べ続けた結果，ついに流罪 IC

処せられ，80才を過ぎてやっと 赦免になり ，都

IC帰つてのち孫、のと乙ろで淋しく一生を終えた

と云われております。

すなわち ，私lζ 云わしむれば，あれだ、けの偉

大な人物も老後の心構えを誤った結果，悲惨な

生涯を終った乙とをよくよく心に銘記すべきで

ありましょう。

年寄りは出しゃ張らず，年寄りのみに与えら

れた天の贈物を大切に，悠々たる心境で後進を

暖かく見守ってやる乙とが，意義ある老後の過

どし方だと思うのであります。

あとがき

ζ の一文は当日出席された銭高組小泉俊民が製約されたも

ので ，竹腰先生 IC目を通していただき ，そのまま掲叡させ

ていただ吉ました。小泉氏に厚く御礼申し上げます。



建 築 工 事 の 足 場

佐 伯 晃

最近，建築工事置はますます増加の傾向を示しているが，そのなかで

工事遂行のための仮設足場は蔭の立役者でt ある。一方，産業災害の面か

ら見る と， 足場関係のそれはかなり大きな% を占め，かっその大部分が

墜落災害であり ，重大災筈 IL結ひ・っく場合が多い。足場の組立，使用 ，

解体に当つては，関係法令や建設業労働災害防止規程lζ 基づ. き十分な強

度をもたせるとと もに ，作業者が安心 して足場上で働く乙とができるよ

うな安全な足場を作る乙とが大切である。今回は乙れら規則で定められ

た基準を中心K ，足場の概略を述べる乙 ととする。

. 足場の穫類

現在使用されている主な足場を，その構造形式より分類すると概略つ

ぎのどとくである。

(1)  支柱足場

@  本足場 ・一前後 2 列の建地( 柱材) ，布( 横材) と乙れをつなぐ

腕木からなり ，腕木上K 作業床を設ける最も標準的なもので，広

く一般的に使用される。

@ ー 側 足 場

片足場… . . 布を建地の片仮1] I z : 1列lζ 取り付けたもので，足がかり

のための幅がなく ，作業足場としては好ましくない。

抱き足場…… 建地の両側に布を同一高さに 2 列に取り付けたもの

で，多少の幅の足がかりができ ，片足場よりは作業性はよくなる

が，できる限り本足場とすべきである。

の たな足場…・・・天井等の内部仕上によく用いられる足場で，支柱を

碁盤目状K 建て，横つなぎ，筋違等で組み固め，頂部{ζ 作業床を

設けたものである。

(2)  つりたな足場 (つりけた足場)

鮫鋲足場，天井仕上つり足場等。

(3)  張出し足場

外部仕上，養生用等。

(4)  脚立足場

うま足場，ロー リングタワ ー等。

(5) 特殊足場

自動足場，外部仕上用移動足場，ゴ ンドラ等。

一般に足湯を材料面より分けるとつぎのどとくになる。

(1)  丸太足場

(2)  鋼管足場

単管足場，枠組足場。

施 工 部 門

圃足場の材料

(1) 丸 太

丸太は欠点のない良材で木皮を除去し，目 ｩ 盈径 Ｙ ｾ ＱＰ Ｎ Ｕ｣ ｭ ， 材長 Ｕｾ

8 m，細まり 方は 1 mK っき 1. 5cm以下のものを使用する。径4. 5cm:未満

の郎分は有効長さに入れない。

足場丸太の許容応力度

すｾ竺竺 ｼ 圧( 切/ 副総 |  幽( 切/at)1F

す ぎ _ 1.  120 1  14  

注) 日本E建主築学会「木構造設針短司噂直の短期許容応カ度 J 1κEよる。

緊結には通常 持 Ｘ ｾ 引 ｏ のなまし鉄線を使用する。

焼き鈍鉄線の直径 ・断面積 ・重量・ 強度

(2) 鋼 管

せ ん 断

金区at)

10  

@  単管足場用鋼管は通常J I SIζ 定める 3 種 (ST K51) を使用 し，ジ

ョイント 当りに ピン加工を施 してい る。

吋 4抑仇?むm品岬3

吋|卜48.6ペ1 2.4 1  2η 12.3
1

1
3

付9.32 トω I 3お|叫 13似

単管足場用鋼管の許容応力度

みよぞ竺11dlTdlfJ4f 112|
寸)圧

3種 (STKω I
2ω 1  2.40 

I  
1. 

90 L  1. 20  
1  

1  75 

注) 接触圧とは，管相互の交さ接触圧をいう。

@  
単管の附属金具には，ベース金具，緊結金具( 直交ク ランプ，自

在クラン プなど)
，継手金具等があり ，番線を用い る乙と は好ま

しくない。
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継手金具の性能 ・許容伝達応力

|  性 能 | 許容伝逮応力

型 式 . I  

|  引彊賦験の最大荷重 ( kg) I  曲げ鉱験の最大荷量( 同) I  引強力 ( kg)

摩 様 形 I 5∞以上 |  幻O以上 I  3∞ 

せ ん 断 形 I 15ω 以上 I  270以上 I  1脚

注〉曲げ猷験の方法: 長さ 1 mの管 2 本を結合し. L 8 m間隔の支持台上 IC水平に蛾せて中心

郁 IC荷重をかけ，たわみ量35mml C逮したときの最高荷重をもって成績とする。乙の際，

荷量点の押し金具は管 IC中心角 10度以上接1 . " 幅は3 0 mとする。支持点は径3 0 m以上のロ

ーラーとする。

緊結金具の性能・許容伝達応力

性 能 許容伝逮応力

型 1 す べ 鰭 | 変 形 訟 験
せん断カ

の号、b“・e 回転き角 10皮ZEIE逮した I 最 大 荷 量

( kg)  

との荷 ( kg)  I  ｟ ｾ＠

首特自 交在殊 7形形rl
1000以上 15∞以上 3∞ 

750以上 1ω0以上 3∞ 

750以上 1∞0以上

耐 力性 能

高さの調節範囲 ( cm) I  垂直荷量 IC対する耐力 ( kg)

さら板は荷車5oo0kgで残留ひず

みをお乙さないものとする

10以上 |  5∞o以上

。 枠 組 足 場 は ，建枠，布枠，交差筋違，ジャッキベース等があり，

鋼製あるいはアルミ合金製の足場板が布枠兼用で用いられてい

る。

(3)  吊チェーン

吊り足場用のチェ ーンは，一般に素材の径が 6 mmのものが使用され

ており ，両端または片側 iζ フックを付けている。安全吊荷重は4∞kg/本

以下とする。( 磁波強度2. 000kg)

(4) 足場板

木製のひき板，合板および金属製のものがある。

@  木製足場板

きず，虫食い ，節，苦手j れ，腐しよくなと‘ の欠点が少なく ，木理の

通ったもので，十分に乾燥させたもの ，通常は ，まつ ，またはす

ぎのひき材を使用する。

寸法は，幅20c皿以上，厚さ3 5cm以上， 長さ 306m以上

足場仮の許容応カ度 ( 野容曲げ応カ度は労働安全衛生規則による〉

許容応力度 ! 圧 縮 ! 曲 げ | せん断

木材の種類 I  e見Icd'J I  ( kg/ Cl1!) I  (同ICl1!)

あかまっ，くるまっ，からまっ，ひぱ，ひの I  120 I  135 I  1005 

き，つが，ベいまっ，ベいひ I  I  I  

すぎ，もみ，ぇぞまっ，とどまっ，ぺいすぎ. I  90 I  105 I  70 5  

ベいつが I  _ j  

@  合板足場板

幅20c田以上，長さ 306m以上で，かっ ，重量が15kg以上の合板を

使用する。厚さは . 205- 208c皿程度。

フェノ- ) レ樹脂を接着剤とした ，アピトンまたはカポ ールの合板

の場合の許容曲げ応力度は165kg/cm。

. 足 場 の 組 立

足場の組立ての場合には組立図を作成し，図面通りに組立てなければ

ならない。組立図には材料， 種類，割り付け， ｾ芝つなぎ ，手 すり，朝顔 ，

筋違，登り桟橋等を明示する 。

(1) 丸太足場

・建 地 桁 行 方 向 の 間 隔 は205m以下( 通常は108m内外) . 梁間間隔は

105m 以下とする。建物との間隔 30c皿程度，脚部は根元埋込み，皿 板

使用，根がらみ設置など，継手はい も継ぎ( 横一線) Iζ ならないよう

にする。
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建地の継手
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1  ) 重荷作業や高い足場

のn 地IC用いる。継

手の位置は互い違い

の高さとなるように

する。なお継手は布

丸太の直上にある E

と。

2  ) 軽作業あるいは高さ

の比較的低い足場の

建地に用いられる。

辺地は 2 通り以上の

布にまたがせるよう

にする。

- 布 布の長さは 3 本以上の建地』ζ 跨る乙と。第 l 段の布の高さは 3

m 以下とし，とくに水平に留意する。 2 段目以上の布の高さは通常

1. 5m- 1 . 6 mとする。布丸太の元口方向は各段交互となるようにし ，

端部は返し丸太とする。継手はたて一線 lζ 並 ばないようにする。

・腕木( 乙ろば し) 原則として建地どとに取付け必要に応じ建地中聞

にも配置する。間隔は 105m以下， 足場板の出が 10c皿- 20cmになるよ

うにし ，外側の突出部を揃える。

・筋違( けた行筋違) 水平間隔14m内外，勾 配45。とし ，筋違の交差し

ない建地がないようにする。必要に応じ仮筋違，本筋違を取付ける。

・壁つなぎ 壁つなぎは直角 ，水平に取り付け，かつ十分な強度をも

たせる。また盛り替えについての考慮も必要である。 引張材と圧縮材

とで構成する場合は ，それらの間隔を 1 m以下とする。丸太足場にお

ける壁つなき、の間隔は垂直方向505 m以下，水平方向705m以下( 通常

3 層 3 スパン) . かつ長上段K も取付ける乙とを基準とするが，養生

シー トを張る場合などはその間隔をチェックする乙とが必要であり ，

強風時 lCはシ ー トを取りはずすなどの配慮が必要となる。 α也の足場

についても同様)

丸太足場の構成基準

(2)  単管足場

・建 地 桁行方向の間隔は108m以下，梁間方向の間隔は1. 5m以下と

し，脚部にはベ ース金具を使用する。継手はいも つぎ( 横一線〉にな

らないようにする。建地の高さが31mを乙える場合は，最上部から計

って31mを乙える部分を 2 本組の建地とする。

・布 地上第 l の布の高さは 2 m以下とする。第 2 段目からの布の間

隔は 1. 5 m- 1. 6 m程度とする 。

・腕木 丸太足場の項K 準ずる 0

・筋違 向上

・壁つなぎ 一般に丸太足場の項に準ずるが，垂直方向の間隔は 5 m

以下，水平方向の間隔は 505m以下を基準とする 。最近は専用の金具

が開発使用されている 。

・単管足場の荷重の限度 布については ，建地の間隔が 180cmの場合



は等分布 IC荷重がかかるとき ，建地聞の荷重は 4∞kg を限度とし， 建

地の間隔が 180c皿より小さいときは，その割合で荷重の限度を増す乙

とができ る。作業している床の居数が 2 庖をと える場合は，建地] ; 本

当た りの荷重限度を7∞k gとする。

単菅足場の構成基準
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(3)  枠組足場

建枠，布枠，プレース等よりなり，現場状況に合った枠組を選定する 0

・建枠 枠組足場の高さは原則として 45m 以下とする。足場の高さ

20m以上の場合，使用する枠組の高さは 2 m以下，かつ組枠の間隔は

1. 8m以下とする 。

・布枠 外部足場では各段どとに布枠を設ける。( 最少限，最上段お

よび 5 層以内どとに布枠が必要である。)

・壁つなぎ 丸太足場の項IL準ずるが，垂直方向の間隔は 9 m以下，

水平方向の間隔は 8 m以下を基準とする 。また，隅角部ほか必要!C応

じ，単管等を用いて連結を確実にする。

・枠組足場の荷重の限度 水平材または布わくに等分布荷量がかかる

とき，建わく間の荷重は4∞kgを限度とし，建わく間隔が180cmより小

さいときは，その割合で荷重の限度を増す乙とができる。建わくの脚

管 1; 本当たりの垂直荷重の限度は，厚い コンクリ ー ト板などのよう

な，じ ようぶな基礎上K 設置された場合は2. 反)()kgとする。ただし，さ

ら板のめり込みや沈下のおそれのあるとき，または特殊の構成の場合

IL は，実状lζ 応じて，乙の値を低減しなければならない。

わ〈組足場の構成基準
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(4)  つりたな足場 ( つりけた足場)

吊りワイヤロ ープの安全率10以上，吊り チェ ーンの安全率 5 以上とす

る。けたＨ親どＩの間隔は ＱＮ Ｕｭｾ ＱＮ Ｘｭ 程度 とし ， 外部への突出しは

1 m程度，また吊る高さは通常梁下40c田~ωc mとする。

(5)  張出し足場

一般的!C作業場所が悪条件下にあり ，また燐造的lζ も特殊な足場とな

るので，事前の検討と作業中の細心な注意が必要とされる。構台を利用す

るもの，窓からのはね出し，地上からのはね出し( さかせ足場〉等がある。

(6)  作業床 (足場床〉

・床板固定の場合 吊足場の場合を除き ，床板幅詮4Ocm，床材聞の際

問孟 3cm，2 点以上固定とし，墜落の危険ある個所では ，手摺高孟75

cmを設ける。

・移動足場の場合 板幅孟2Ocm，厚孟3. 5cm，長孟3. 6m. 3 点支持を

条件IC，支点からの突出長さ l OCI日以上20cm以下の範囲で敷設してよ

い。また，長手方向 IC連続敷設する場合は，支点の重ね部分孟20cmと

する乙と。

(7) 登り桟橋等( 架設通路)

登り桟橋の勾配は30。以下とし，15。をとえる場合には踏桟等の滑り止

めを設け，危険個所は手摺孟 h75cmを要す， 登桟橋孟H 8 mは. 7 m以

内どとに踊場を設置の乙と。また梯子道ＨＱ ＰＵ 条Ｉの踏俊間隔は ＲＵ ｾ ＳＵ｣ｭ

とし，梯子上端をωc mミ床上IL突出させるとと。

(8) 手すり

・手すりは，足場の通路および作業床! c 必ず設ける。また原員I j として，

建地の内側IL取り付ける。

・ 手すりの高さは ， 床面から ＷＵ｣ｭ 以上 ｾＱ ＰＵ｣ｭ 程度とし ， 必要 ｉｃ 応じて

中さん，巾木等を設ける。

(9) 朝 顔 ( 外部養生棚)

・高さ 10m以上では l 段以上，高さ 20m以上では 2 段以上設ける。一般

には ， 高さ Ｔ ｾＵｭ の箇所 ｉｃ 1段目を設け， 2 段目以降は下段の朝顔

から 10mより低い間隔に設ける ζ とが望ましいとされている。

・突き出す長さは，骨組( 足場) から水平距離で 2 m以上とし，また，

水平面となす角度は20度以上とする。

・敷板は，ひき材ではj ! ) さ 1. 5 c 皿以上の ものを用い，すき間なく全面lζ

張る。一般には足場板または厚さ1 . 2 mm程度の波型鉄板が用いられ

ている。

( 1 日防網

防網lζ は，落下物防止用と作業員の墜落防止用( 安全ネット) とがある。

落下物防止用防網. .... 一般にキッ甲金網が用いられている。乙の金網の

強さ等については，つぎのような定めがある 。

• J IS.  G3554 ( 1964)  !C規定する キッ甲金網のうち ，亜鉛メッキ鉄線

で線径 0. 9mm以上，呼称、網目 13あるいは 16のもの，または同等以上

の効力をもつもの。

・織金網にあっては，網目の大きさ 2 メッシュ以上のもの，ただしメッ

シュとは25. 4mm間にある回数をいうので網目の幅は12. 7mm以下と

なる。

墜落防止用防網… . . 別名安全ネットあるいはライフネットといわれてい

るもので，墜落危険のある箇所( 関口部，作業床の端，はり等の下部)

!C取り付けられる。

材質は化学繊維( ナイロン ，ビニロ ン，ポリエチレン等) 質のものが

ほとんどである。

(11)  シート

落下物の防護養生として，足場!C帆布を張る場合があるが，帆布を張

る乙とによって風の力を受け，足場IC大きな負担がかかり倒壕する乙と

がある ので，その取付け には注意が必要である。

(IV その他

作業床の最大積載荷重，高圧線注意表示，危険箇所の表示等

以上，足場の概略を述べたが，足場の組立，解体の作業lζ 当つては作

業主任者を選任し，とくに解体時に事故のないよう ，また悪天候の前後

における足場のチ ェックをおとたらないよう 常κ 安全作業を心がけると

とが肝要となる。

ｾ考文献Ｎ足局総立解体工 事の作業指針 ｭ 災防〕

建築施工手帖( 建築技術懇結会〉

( さえき あきら ぼ大林組本庖工務節〉
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日本建築総合試験所だより 7 GE NE RAL  BUI L DI NG RE S E ARCH CORPORA T I ON 

日本建築総合試験所K 望む

救 仁 郷 斉

最近の建材の開発には目覚し いものがある 。建築基準法においても ，

防火材料や耐火構造は認定( 指定) 制度を設けているが，その認定件数

は，昭和42年度にはそれぞれ38件， 38件であったものが，昭和46年度に

は210件，104件と激増している。乙れは，わが国の経済社会の高度化に

伴なう建築需要の多様化により惹起されたものであるが，法令の規定の

方法が，性能基準方式である乙とも無視する乙 とができない。

法令の規定の方法には ，仕様笹基準方式と性能基準方式の二通りがあ

り，それぞれ長所と短所をもっているが，技術の流動化の著しい今日で

は後者の方が望ましいとされ，建築基準法も徐々にその形式に移行する

ものと恩われる。

防火材料や耐火構造はこの例で，法令では ，試験方法，判別方式を定

め，個々の物件については，日本建築総合試験所をはじめとする公的試

験機関の試験結果に基づいて認定( 指定) を行なっている。先程の認定

件数は ，各試験所の試験 lζ 合格し，企業化lζ 成功したものの数である

が，実際 IC試験所で試験 した数日: は，との数にとどまらず，試験炉を冷

す間もないほどの大阪いであると聞く。試験所では，無事合格してホッ

トする 者もあれば，思わしくない結果に情然として帰る開発担当者の姿

も見られる ζ とであろう。

技術開発を進めるにあたって，既往の資料を参考とする乙とは何より

も有用なととである。晴れて防火材料と認定されたものは ，現物が市場

lζ 流通しているし ，またその試験データーも試験所その他から公表され

るので入手は容易である 。一方，試験に合格しなかったものは，企画の段

階でストップし筒から閤へ葬られて しまい ，外部に出る ζ とはない。し

かし ，実際に資料 として有用なもの は，むしろ乙の失敗例の方といえる。

乙の種の資料を収集できるのは ，公的試験険関以外考えられないの

で，ぜひ，年報などにおいて公表される ζ とを希望します。

( 建設省住宅局建築指導想長)

|ニュース|

音 響 ， 熱 関 係 試 験 装 置 は フ ル 稼 動

昨年 9 月完成をみた音響， 熱関係試験装置はその後， 順調に作動。

すでに

垂直入射吸音率測定

残響室法吸音率測定

遮音性能試験

熱伝導率測定

などの試験を行なっており ，音 lζ 関する試験は新幹線，高速道路の防

音施設の開発研究の乙ともあって，目下 2 カ月先までの試験申込みを受

付中である。

各 種 試 験

| 試験装置紹介 ・その 7

柱用耐火試験炉

本試験炉はさきに紹介 した大型壁用耐火試験

炉，梁床用耐火試験炉 とと もに ，J IS， I SO お

よび建築基準法にもとづく建物の構造部材の耐

火試験炉として，主として建築物の柱の耐火試

験に使用する。

炉体は内法寸法直径102m高さ 300mの円筒形

である。試験体は高さ 305m断面最大寸法 45cm

x 45cmまたは直径ω c田以下で，試験室屋上IC設

置されているホイス ト( 容量 3 t on) によって戸

柱用耐火試験炉上部 。

( 叡験体を挿入するところ〉 外から吊り上け炉の上部から挿入する。( 写真〉

熱源は都市ガスで5ω ，0∞kcal/ h，バーナー は2 列 7 段に 14set s設け

られ，ガスは円周方向に吹き出す。また炉の下部の側壁に排気孔を設け

であるので，バーナーから出る火焔および熱流は炉内上部より下部へ螺

線状に移動する。乙れは炉内温度分布が上部が高温になるという乙れま

での多くの例を是正するために採用されたものである。

加熱温度は自動温度調節装置により自動的に制御される。炉内温度分

布の測定結果を表に示す。

il責荷は試験体へ3∞ t on以内 で・可能であり ，炉の底部 lζ 設置されている

3∞ton圧縮試験機により行なう。

試験体の支承板には球座がついているので、偏心する ζ となく加圧でき

る。上部反カ受け

は鋼桁と上部球座

で構成され，鋼桁

はP C柱 4本を介

して基礎1 C320t on

で 圧 着 さ れ て い

る。荷重は最大荷

重の 1/6∞ま でよ

み と れ る ほ か，

3∞ton圧縮試験機

IC付加されている

定 荷 重 装 置 に よ

り，加熱時の試験

体の膨張による荷

重増加を自動的に

防止し，試験中の

載荷は一定K 保持

される。

お 問
b  

ロ
せ

表 炉 内加 黙温度分布の測定結果例

経 過 時 間( 分 ) 15 30 

標準加熱温度 (. C) 760 840 

No.  1  750 820 

炉

内
No. 2  755 840 

上
NO. 3  760 850 

部

NO. 4  765 850 

定

炉

NO. 5  740 835 

カ日

内 NO. 6  765 830 

ｾ＠ 中

央
No.  7  755 850 

i.ai 
部

NO. 8  760 840 

度

No.  9  790 855 

(.C)  炉

内

NO. IO 785 875 

下
NO. II 760 860 

部

No 12 770 870 

- 加熱時間60介 の 例

o  No.  1  - 12は，則;星点番号を示す 。

45 60 

895 925 

880 920 

895 930 

880 905 

900 900 

870 940 

905 915 

885 920 

925 955 

895 930 

920 945 

905 960 

本質隊所 e .565 吹田市蔵白台 5 丁目 12.5 電 話 /千里局 (068) n - 0391代表

耐火・防火鵠門 l壁・柱・床などの耐火J ; t 殿，内装材料の難燃性民殿， ¥ 正 法 院 陽 三

藤 川 懇l構造物の防火性能賞験など l  

練 造 物 部 門 f 梁・床版なと大型構造部材や架摘の実大賦験・模型¥

11式殿，パネル強度民殿，材料の動弾性係数測定，建物 l

kの診断なと /  

工事用材料部門〈各種材料の強度賦験，耐候性試験なと)

音 響 ・ 熱 部 門 ( 音の透過損失，吸音率，熱伝導，熱貫流位殿など〕

大連分室・ e 531 大阪市大淀区畏柄西通 2 丁目35 電信/ 大阪 (06) 351- n 1 7  

工事用材料部門 ( コンヲリートおよび鋼材の圧縮，引i I 民験など)

古 村 福 次 郎

大 井 孝 和

富 田 幸 次 郎

安 沢 俊 二

十 倉 搬

問 中 芳 松



議事(1) 1 建築基礎工法と実例」講習会実施報告

と今後の企画

(2) 昭和48年度「建築工事実務講習会」の企画

.6ー

τ E  

，d‘  

=  

3 時- 5 時於大阪カ。ス ビJ レ食堂

掘内 ，山田正副委員長ほかロ名

大阪ガス 山下部長補佐ほか 3名

各種浴槽について説明を聞き意見交換議事

大阪府下における新用途地主主最終(案) 説明会

〈本会ほか 6 団体共催 大阪府建築士会当番)

17日 於朝日生命ホ ーJ レ

第 l 回 10時~正午

聴講者 339名

第 2 回 午 後 l 時半- 3 時半

聴講者 391名

大阪府土木部計画課

土地利用 計画係長

. 6.  

=  

員委材

委 員

26日

出席者

明説

建築家に話を聞く会分科会

19日 6 時- 9 時 半 於 な か い わ

出 席 者 福 田 精 度 先 生

柳副委員長，奥尾幹事ほか5名

第五回「建築家に話を聞く会」の企画全

般について

海外視察分科会

26日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 藤紘主査，奥尾幹事ほか 2 名

吉田白本交通公社支庖長

「欧州再開発事業について」のオリ エン

テーション開催，日時，会場等の具体案

作成について

建
議事

日本建築協会

月間の動き

議事

昭和48年 1 月分

勝氏

京都伏見の清酒月桂冠と黄桜酒造の見学会

20日 l 時- 5 時

参加者 23名

建 築 6 団 体 新 年 交 礼 会

山本

l  時半- 2 時半

於 コクサイホテル

大阪建設業協会の当番で恒例の とおり昭和47

年IC叙勲並びK 褒章受章者をお招きして開催

参加者 522名

4 日

企画分科会と D グループ合同打合会

16日 正午- 2 時50分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 委 員長，伊藤幹事ほか 5 名

議事(1)アンケ ー トの集計結果と今後の方針

(2)防火材料の項目決定に ついて

(3) ホールソ ー トカードの作成κ ついて

委 員 会

24日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 井上，真塚正副委員長，伊藤幹事

ほか 3名

議事(1)アンケ ー ト集計結果と今後の方針

(2) 廃止シ ー トICついて

(3) 防火材料の項目決定について

D グループ打合会

31 日 6 時- 8 時30分 3 階会議室

出 席 者 正 法 院 主 査，太田委員

議事(1)防火材料の項目決定について

(2) 防火材料の原稿調整の分担について

編集理事会

17日 3時半- 4時

於大阪カo スピ J レ食堂

福田副会長，彦谷編集委員長

ほか 3 名

議事雑誌資本年度収支見込報告

理事懇談会

17日 4 時- 7時 於 大 阪 ガ ス ピ J レ食堂

出 席 者 塚 本，福田正副会長ほか15名

下記の諸問題について懇談した

(1)住宅生産業務2基準( 案) について

(2) 建築士証発行( 案) について

(3) 事務局規程一部改正( 祭) について

(4) 昭和47年度収支実施見込額について

(5)昭和48年度収支予算編成方針について

(6)支部の現況について

建 築 デ ータシー卜 委 員会

. 6.  

=  
事理

. 6.  

=  
学

講師

見

出席者

広報小委員会

8 日 6 時- 8時 於 会館集会室

出 席 者 三 品 副 委 員 長，小泉幹事ほか 6 名

議 事1)防水関係、説明会企画

(2) 第 5 回展示写其( 超高層ヒ勺レ〉の企画

若い会員の集い小委員会

11 日 61時- 91時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 柳 副 委 員 長，奥尾，佐々木，西村

各幹事ほか11名

議事(1)第 5 回「建築家に話を聞く会」の企画

(2)第 6 回仮称「欧州の再開発事業について」

のオリエンテ ーションの企画

(3)次年度第 l 回「高層建築を考える」の企画

見学会小委員会

12日 6 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者堤副委員長ほか 4 名

議事(1)1 1・12月に実施し た見学会の報告

(2) 1月- 3 月の見学会企画

(3)4月以降の事業企画

委 員 会

18日 6 時- 8時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 北 垣 委 員 長，大橋，窪田 ，堤，

三品各副委員長，奥尾幹事

議事(1)各小委員会の事業報告

(2) 1月以降の事業企画

(3) 昭和48年度の事業企画

. 6.  

=  
員委業事

於新大阪ホテ J レ16日 8 持半- 9 時半

出席者 55名

当日は阪神百貨庖社長南部知伸氏より「新春

放談」を伺った。

31 日 2時- 4時 於 日 本 建 築 学 会

本会より山根正次郎委員出席

議 朝日住宅生産業務基準( 案〉について

(2)建築士証発行ICついて

(3)建築設備業務益準について

(4)建築業務基準のまとめについて

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

建 築 業 務 基 準 委 員 会

1月 の 入 会 者 (敬称略〉

〔団体会員 1 社〕

株式会社1富士建 築設計事務所

.d‘  

=  

委 員 会

16日 4 時- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者渡辺編集理事ほか11名

議 割1)2月号= 泉北ニュータウンの コミュニテ

ィ施設特集経過報告

(2) 3 月号= 大阪大林 ビルデイ ング特集報告

(3) 4月号 = レジャーと施設特集報告

(4) 5 月号以降の企画

(5)シ リーズ ものの件

(6) i 建築と社会」誌再編成案

住
. 6.  

τ"" 

委 員 会

18日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小西委員長ほか13名

議 事1)各小委員の選任

(2)企画小委員会の事業について

員

員

委

委

集

宅

編

正

雄

男

男

秋

竹

次

瓜

困

問

中

目

前

正

山

出血

一

消

高

尖

淳

審

開

中

間

北

村

村

引

田

中

中

中

中

4

斗

彦

明

人

幸

雄

銅

光

善

元

隆

入

品

開

悶

磁

近

木

咽

尾

神

近

沢

鈴

61 建築と社会/ 1973年3月号

講習会小委員会

19日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者岩下副委員長ほか 2 名

. 6.  

=  
員委育教



石原&; 6技術ど伝統の

7X771LトZ 専 業 大J吉

新 工 法 /

プレノテクト吹付工法

奥山化工業株式舎紅

誓言矢保商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ピル)

ｾ｛話神戸 ＨＳＳ Ｑ Ｉ 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区絹笠町50( 盆ピル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 (364} 2031 - 4  

倉 庫 神戸市立合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923) 

陸屋根防水には 輿 山 式 特許 絶縁工 法 を

前 ＮＢＱ Ｑ 、ＭＭｾ古ｾ帯

対 2の…

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 8- 4- 11 電話(571)2703- 4・2370・4064・0264

大阪出張所大阪市都島区都島中通り 2- 3-1 電話(921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話(811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 張 所 札 眺 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話(231) 7  5  1  1  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

他 曲 加 工 一 式

62  

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目5番22号

電 話 (981) 0615 - 0618 

B‘  



冷 暖 房 Y  名 手噴サ γ シ

給排水、衛生水道 s .  環 境 衛生 施 設

電 気 1 =、荷 役 進級 機 械

厨 房 ， ， 化 学 鉱 山 機 械

三 械 工 業 22 大 阪 支 唐

取 締 役 社 長 各務 節

取締役支底 長 j賓川幸十郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電結 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東京・ 日比谷 ・三f曹ピル

支 唐 名古屋、価問、 *L耕 、広島、仙台、 富山

出 張 所 愉浜、金沢、静岡、高松

空 間 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備 設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

+  25朝日I 業社

， 
園

本 社 東京都港区芝浜松町1- 2- 7  電話 (434) 617l ( 大代)

大阪支社 大阪市東淀川 区加島町 357 電話 (302) 2271 (代)

支 J苫 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 書11 路・ 函 館・磁岡・横 浜 ・静岡・ 京 都 ・ 神 戸

空 気 関 和 役 僧

設 計 施 工

衛 生 役 儀

三建設備工業株式審枇
φ-

4・

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11 3 1 ( 代 )

東 京都 中 央 区 日 本 橋 娠鮫 町 2 - 22  電 話 (667 )3431( 大 代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・ 福 岡・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大阪支l吉

本 社

支 祉

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

大飯市西区江戸堀 1 - 6 0  11[結 (441)  8231代 表

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・福 岡

幌 ・ 新 潟 ・仙 台 ・金 沢 ・ 岡 山 広 島 ・

高 松 ー熊 本

盛 岡 ・ 術 浜 富 山 政問 ・稲 井 京 都 ・ 神戸 ー鹿児島

本 社

支 J苫

営 難 所

出 張 所

調空

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

発

- 圃S

-
-

掠式会社。
設 計施 工

生

気

水 . i務

房 ・換

排

冷

給

暖

大 阪 城 口 研 究 所

式

社

株

会

本社 ・本1苫 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電話 06- 3 6 3- 1371

支 1吉 東京都千代田 区神田小川町 2丁目 I 番地 電筋 03- 292- 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目9番 地 電 話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電話 0822- 47- 4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電話 0 9 2ー76 - 3795

所 白 山 ・桐 井 ・京 有11. 神 戸 ・怯 t工

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7l 51( 代)

京 都 市 東山区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

庸口城取締役社長

出

社

A 、

去工 業 株 式賀須

ＧＺＺｾＮ 型 ｈ ｉｴ円 ・空気関和 ｅ 宜宮崎・給排水衛生 ｎ 倫・塗裟 ｅ 量備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 猿 機/ 設 計 ・製 作 ・総 工

建材社

株式

会社生zi }苫平 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l 丁 目 1 4  電 話 441- 5171

盾 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

出 張 所一 高 松 ・北 九 州

空 気 調 和

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 ー 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 ⑨ (203)3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑨ (211)1535 代

出 張 所 = 札 幌 仙 台 盟 国・金 沢 ・神 戸

広 島 松 山・ 福 岡 ・パ ン コ ッ ク

⑧ 
支

営 業 所一千 築 ・ 積 浜 ・ 広 島

冷 凍 冷 蔵

⑨ 精 研 冷 機 撤 去 量 柱

地 盤 凍 結

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセ ンター ビル 2 階) 郵便番号 542

電話 大阪 (06) 761 (代 )1141 - 8 番( 直通)

東京営業所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段 ピル 8 階) 郵便番号 102

電話 東京( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

空 気 調 和

本

水i草 ・衛 生 ・日量冷房 ・其 f也管 E 司王

設 計 並 路 工

Ｈ旧斎 ｾｩ 久孝事務所 Ｉ

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常i 安 田T 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本社 東京者! l 千代印区大 F 田T 2 の8 醤 地 ( 日本 ピル)

'1lt J孟 東 京 (270) 7  4  1  1  111= ( 代 表 )

m) l 市市大泊11! i 4 丁目 UUlJ¥!j 11銀ピル ・ ハ Ａ ｉ ｦ ［ 牝 似ｾＡｩ ｲ ＾Ｖ
金 沢 市 高 ｉ ｾｊ -r 2 倖 f 6  ｾ［Ｍ Ｇ， ｴｬ ， ｬｬ［ 金［，ｾ砂 ＲＰＷ Ｔ
ｴ ｾｾ＠ ｊ� 市 ｦ 卸 ｾ 2 の 1 '，11，!' ;  ｾ ｾ＠ Jr- 初24:16

山1 松 rfi 2  需 r  9 官。!占 仙 訟 ⑪f ; lY5

Ｑ 品 ｬ 山 市 大 ｦｊｾ :3 1:1 0 の 1 '，11，!/; 1品l山 勾:>486

ヰ凶l)l ';:<; 業所

金 ｾＧｾ Ｇ ，ＺＺｪＧ 業所
詣 作 品!滋 所

，:'lj fi: tH帰" ，庁

|品l山 J品帰所A  

丸ピル 6 7  6 号

電話 212附 3751

大同ピル 616号

話 443附 3361

電話 681刊 1781

岡 ・ 千 葉

熊 本

温 湿 度 調 室 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 銀 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

芸 言 斎 藤 省 三 商 唐

本 底 東京都千代田区丸町内 2 の 4 の 1

大 阪 市 北 区 i.J 悶 田T 3 0 m 11舌 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京都 千 代 田 区 丸 ノ内 3 サ ー1(新 東京ビル)

3舌 (211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  (1' ¥:) 

台 市 新 伝 馬 町 6 0  

結 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 田T 3  - 6  

電 話 (971 ) 3  6  2  1  

山

刷{

 

仙 台 支 1苫

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1

京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

札 眺 ・ 名 古 屋 ・ 縞

宇 都 宮 ・ 横 浜

大阪支1吉

京都支底

支 l吉

営 換 所 名 古 屋 支 庖

63 



暖 Ｍ 冷 ｬ ガ ・ 空 ｾｕｉｉｉｾｩｾＱ 文 ｉｕｉｾｊ 笹装置

設 ，n }j包 じ

給・ 排 水 ・衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

会主4

-← 
委副

6歩高回
お 25 西原衛生工業所大阪底

電話大阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大阪市大淀区中川市辿4丁目 11

出 張 所 = 京

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北阪急ビノレ 9 階)

屯 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支! 宵

千士本

t  平山互業株式会社

設 計 ・ 施工

@  新日本空調株式会社

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル)

電話 ( 06)  344 - 6  0  3  1  (代)

東京都中央区日本僑本石町4- 2(三井第二別館)

電話 ( 03)  279- 5  6  7  1  (大代)

九 州 | ・ 広 島 - 札 幌

北 陸 大 分 ・ 岡 山

大 阪 支 1市

本社 ・東京支底

屋

村

古

海

名

*  

大 阪 di 問医江戸刷 j凶2 の 2T  E  L  (441 )附 1994 . ( 443 ) ({加331

空 気 調 和 設 備

考計施工

換気・除塵設備関

く ｭｄｄａｉｒｾ
空気調和・恒侃恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不ニ熱紅葉株式舎粧
東 洋 静 ‘ 工 業 織 武 舎 極 大 阪 安 倍

大阪市南反! 脈経 町 2 - 5  0  電話 261 - 2436(j tl 

東京都大則区西馬込 1 - 2 ー 1 llL話 773- 12311jtl

銀 座 ・ i兵 総 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 悩 岡

本 庖

東京支庖

営 難 所

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 1吉 名 古 屋 ・ 福 岡

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 理 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

会 社
⑨ 

ネ土

大阪市西区京町場 1 丁目 6 2  llr ，前(443) 8161(大代表)

名古屋市中村区水 主町 1の 1 2 m話(541 )0966(551  )1655 

東京邸港区赤板2 丁目 3 - 1 2・

赤坂ピークピル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生悶区北長狭通 7丁目 l の 1 '.I t.l li (341)  1778 ・4386

A

Q

一

A
式株業工田山

本 社

支 庖

出張所

京都市南区西九条ｾ回町 Ｒ 0 番 地 の l

1tr昔話 (681) 5  1  0  1  - 5  夜間l専 用 ( 691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 繍 筋 1 - 37( 天満峨北詰)

11t路 ( 352) 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬干431- 3  

大i " l l 市 打 出 浜 13 ー15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 11t 話③ 3 6  1  0  

本ヰ担京都支底

大 阪 支 庖

四 日 市 支 I吉

大 津 営 機 所

津 営 難 所

A  特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

'1) 淳 窯 * 商 怠

( カタログ進呈)

サ ン エ ス

s s s  

. . 式

会 批⑪ 

本 社 大 阪 di 北 1-<: ':f; /: ，¥北町 1 6  T E L  Ｈ ＳＴＵ Ｉ ＹＰＵＵ Ｈｦｾ［＼Ｉ＠

御杭営業所大阪市! l ! 1><: 本田f4- 27i初役ピル T E L  (252)  3  9  0  6  

ｭｊｾｩＧｩ［ ，Ｇ＠ %;';)r 大 阪 市 恥 I.{ llI i 均¥2  - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

大阪市西区制本田T2  T  I  I  9811H也( 初本町パス{ 亭，jIj)

'，l!:; li市 大 阪 06 ( 532) 代 o 4  6  1  

姫路市北条口 12 6 { 存地( 住友生命保険ビル 3 階)

電 話 姫路0972 ( 82)  0  9  9  9  
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姫路営業所
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社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

占吉軒高 . f : : = . LI. L _  

竜 丸 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区中之 ｊｾｪ 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 闇 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京高日市右京区西京極郎i ，l ; 野町 2 J 帯 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

S

A

 

陽

ヰ土

本社営換所

朝

本

ｾ電気設備工事設計施工

ｾＭＺ［浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

大阪市北区ｾ絵町 Ｑ 丁 目 Ｒ

電 話 大 阪 ( 362) 8  7  0  

東 京 ・礼 申見 ・名 古 屋 ・悩 岡

旭 川 ・神 戸 ・姫 路・高 松 ・広

苫 小 牧 ・ 浜 松 ・ 光 ・ i中 縄

2  

1  

社

支社・支庖

営 業 所

出 張 所

電 気 設 備 の 頁

本

島

京都営巣所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長姉川正 ｾｪ

大飯，Ii 京医4.5宛橋 Il 丁日 三八 再生J也 '，1.!: 1活大阪 ( 202) 0325- 9  lI¥: 

本 社 東 京 町11 千 代 田 氏 l珂 NI m J 丁 11 4 番 地 5 ｾ［Ｍ

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ' )L / 内 ・名 山 保 ， t/，¥岡

山 桜 所 旭 川 ・ 白 河 tiIi i兵 ， ，'i t  1司・ i; i 111 

会 社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6塗 社

A

Q

E

 

式株業エ原栗

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東 京 ・名古屋・舞鶴 ・大阪南・神戸・広島・九件|

信原莱取 締 役 社 長

社

収締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 11i 減 収 l王' f" ; [ 東 之 町 そ r fl .  li 

m .vi 大阪( ! J : l l ) 代 炎 7 3  4  1  - :; 

0 3 8 8  .  2  1  9  :1 

大阪市岐点以Y f i[ 1Ii之開r :.  r  fI . 干 心，ili 大阪 ('1川71MII

奈良県IJIII 好di l，卸16fj 岨り :16 ( ) 佐川町出11咋 2 260i .  1己:i !J

設 計 ・施 工

A

Q

一

A
式

司'

株

ｾ＠

支1

電 気 工 事

号骨

宅，本中

本

社

( U言取締役

大 阪 市 北 区 計i 笠岡r 5  0  (堂 ピ ル 7 階)

泡 ，iii ⑪ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 郎 中 央 区 日 本 情 箱 崎 町 3 丁目 2 IJI:!也

屯 ぷ ω 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 倒 除 原 ， ey . 悩 IU 

夫

工時

興

敏

凡
又事工

程一

川電

林

一
一
一

株 式 会 社

キ土本

Ji5 支

資 材 倉 庫

奈良営難所

出 張 所

各 種 電気 工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 l T 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反田 6丁 目 25番 I I 号( 福島ビル )

電 話 東 京 (491 ) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 和 歌 山 ー 名 古 屋

キ土

J 6 

本

支

電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 制 笠 町 五 O (堂ピ J レ三階)

ｾｉｬ＠ r1i舌 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京高日港区新僑二一一六( ニュー新僑ピル七階)

電 話 ( 504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 ニ O 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺・千 葉 ・手 1m 宵・熊

ネ土

A

S

A

 

電 気 ・暖 冷 房 ・空 間 工 事言宣言十施工

宝

干上

rn 

S込

本

支

"  

営 業 所Ijl; 支

群出ヲ長戸斤

本
'/111  営 業 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 御 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312 ) 8 8 8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

怯 山 ・ 京 釘1 ・1草 津 ・l'i il I凋・ 4く品・福岡

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

社

電 気工事・ 計 装 工事 ・設 計施 工

実

大阪市西「え北桝江上 j曲1 r 円 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東京・名 ｉｾＧ Ii l '  Jぶ r.'j .  ｴｬｾ 問

中111 以締役社長

社本

宇土本

支 庖

営 業 所
営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  IJI:!也

電 話 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京郎港区新矯 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

Ｑｬ ｴｾＵ＠ 東京 (434) 3848 ・ (431) 8435 

大阪，t ，j . 札幌 . r "lj W . 1問 11 ￯￱ ・絵ｴｊ ｬ ・ Ａ Ｎｾ ｉｉｉ

A

Q

一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長

社 大本

社

A

Q

一
品

事 株 式

自R四
士

爪

r

・4

p

n

，

エ

取 締 役 社 長

藤工太 陽

* 京 支 1，li

大 阪 市 福 山J 区 上 九i 尚 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

社本

所

65 

張出

大 阪 市 此 花 区 恩 1 ' t 南 之 町 7 3  

T E L ( 06)  462- 1  3  0  l ( tt )  

電力工事本音11



b

R

O

U

 

ボ'Y 酪耐

網器、

セトモノのデパート

庖

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 日 鹿 桁 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

' ; : [ L 話大阪 ( 2 0 2 ) 4 Q0 5  

商石理大橋矢

t'-l< ，，¥: 

会 社

本社及工場関新築移転

家具造作 図 爾 室内装飾

二葉屋装備工業株式会社

ｾｻｬＩ＠ 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

')1ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ーー 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

' - rレ〆 内外装用耳慣変美術タイル 0 ・e ・大 イ ム タ イ ル

新 発 売 ・・・ 古代土器調高温〆タイル・ー 大 仏 古 代 タ イ ル

ｾｾ・
株 式 会 社.

京師市東山区今! 1 1m大仏地凶町 9 の 9 075( 541  ) 3344( f U 

東 京 都 渋 谷 区 上 原 1 丁 目 29の 4 03 ( 467) 1641  

京 高11 i背水 ・ 山 城 ・ 瀬 戸

建設省a定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4号

基材同等 o  0  0  4号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

各 種 行 不

ガラス製品卸問屋 ιν /

思吉田芳雄商庄ｾｃｋＺコ

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 氾話 (06)702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

大 → 高 木 浸 入 制 落 防 止

喜 ， 耐 震 耐 j嵐

i っ 安 定 耗 量

買瓦

五株

霊 式

F青 4 与

包! ' %z'  

歪 本土

ナニワ媛匂 12il

物 … 桂

三 幸 商 曾

BoardふSlateStandard 

ト弓 1 ・ヒr ム宅

ベン手しーヲー・ミ〉オャjレ

⑩ 

フ タ パ 黒 板

タ J レ

軽し、

シマメ

燃 え な い

ーオ

腐 ら な い

一フカケ -

材 ・ 谷 樋 練 包 水 切 に屋 根 材 ・ 壁

東 大 阪市 新 庄 ( 782) 4171代大 島 応 用 化 学
ドメタ j レσ〉

ス タ ン ダ ー

|三|
皆様の見本室年中見ていただける

f 寸

AM.  1O. 00- P. M.  5. 00 

日曜・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

タイル

常設展示場



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

近代建築の要求する

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ ' ⑪ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

米 特 許 11¥ f異 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ' v q -

設! 言十

製 イ乍

施
エ

覇11

覇目i

11¥俣シャEγ9- 工業株式会社大阪支庖

ス チ ー ル
サ ッ ユノ • ドアー

肘可

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

• ド ア ー ハ ン ガ ー

禁 荘 三 高 製 作 所

本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 国 2 8  0 番 地

豊かな経験と

最 新 の 技術・. .

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 大阪市東区両替町1- 12 日生谷町ビル T E L ( 943) 6571代

本 社 東京 (543) 2281 ・名古屋 ( 331) 6171 ・大阪 (352) 4571 

営 業 所 検 浜 ・滋 賀 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡 ・ 他 全 国 主 要 都 市
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特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

a二三Y 8" ， G

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

( 大量自然換気方式 )

. - - : 二二

本 社 大 阪市 西 区江 戸 堀 北通 1 - 25( 相 生 ビ ル )

内外建材株式会社

T  E  L  ( 441 ) 3983 - 5  . 4396 

大 阪 エ 喝 大 阪 市 城 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都 エ 喝 京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T E L 0 75  ( 581 )  0 1 2 6  

. L A F 形 リ ミ ッ ト ロ ー ド 送 風 機

・V A F 形 11]" 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 スト リー ム ラ イ ン 送 風 機

営 業 品 目 ・C A F 形 遠 心 式 絡 音 軸 流 送 風 機

( 特 汗 )

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之 町 ニT 目 一 番 地

電 箆 大 阪 (931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 T 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 8 1 4 ) 6  6  5  1  - 3  

'70年 代 を リー ドする

底舗づく りの ノf イオ ニ ア

|庖舗各種 11陳列ケース"冷凍ケース"電飾看板|

製 造 直 売 ・す べ て 工 場 渡 し で奉仕する

Cスヲ〈ーマーケッ0 ・ぐ各種専門局

@史跡明会事ぷ 1EJ L

〒日6 大阪な空間判官忍11;「-4

石 綿 セ メ ン 卜 の 最 高 水 準 を 行 く f ノ
建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 電

所、配電室、製鋼、ガラス工場の壁、製糖、

アスベストパリヤ

製 油 製 薬 工場 の 床 、 ス カ ー ト 壁 な ど に 最適。

A sbes t o  8ar r i ev  ( 硬質石綿板)

( 呈 カタロ グ)

@  
泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 11 包 括 ( 351 ) 3 4 4 2 ・4 0 7 8

高
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州議

青 株 式
j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  
2  4  

。

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

'l<.マ

ｾ￰＠ ，・

3従

5，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭 化成ミューj レコー卜・セット品 )

いつも美しし、

3  

• 

h  

官

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

大阪市住吉区粉浜本町 4 丁目 2 6 番地 T E L 大 阪 (

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5. ( 541)5757-

営 業 所 東京 ・高槻 ・明石 ・姫路 ・四国 ・中国
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T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

1. ネジ込ブJ を 杭 jljl 込 力 に 変 え る の で 完 令 無 j J di 7) 無! 以内ーです。

2. 十H 入 以 さ が 長 〈安定したぷ- t l 杭 が 地 工 IH71えます。

3. ス ラ イ ム の 沈制 は あ り ま せ ん。

4. 完 令 に J ι: H肘 に 岩 治 さ せ る の で大 き な ぶ 作 7) が J VWnH米 ま す。

5. 何 • . : + とでもヤトイ杭で納められ地下等. のある主主 築 に 枇 j自 で す。

ｾ＠ 杢司 ｆ 集回ー冨ーマ宣ｾｊ［ｉｩ
ｾｖ 株式害事主証志 ｅ ヨー ｌｐｮｐ 目

圃 本 社 大 阪 rh 以 1":':-lj9世愉 2 の 20( ，¥'Ij 腿 新 ピ ル ) T  E  L )、l以 (202)3233( 11:) 

. 名 古 屋 支 1苫 Ｚｲ ＧｉＧＮｗＮｲｬｩ 叶Ｇｩメ Ｚ ｾｾ［ 1  - 3  - 2  Ｈｾ ｴ Ｈｬ Ｉｬｩ ビルＩ

・ 干 富 岡 支 1苫 1i，;1川 rh品、 lJi. 1 - 15 - 3 3( .::i¥ 昔話 l場 ビ ル )

・ 営 業 所 以点的 ｉＮｴｾ .  '，;， 111 ・広 ):，'j ' 熊 本 惚 児 }:，'j ・ 工 場 大 阪 . r，， 'i l1{ ・鹿 児 刈

モルタル・コンクリー卜用

寧 マ ノ - ) レ 防 水 剤 は セ メ ン 卜 の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 月 及 水 性 を 減 少 さ せ ま す。

寧 A E 効 呆 に よ り i産 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン 卜・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 培 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防止 し ま す。

申セ メ ン ト と 総 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン トの 中 性化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の l腐 蝕 ・l腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・IV日 以 効 力 は 恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

: tJ :z: : . - . ル( セメント起泡剤) . %" . : : ' - 1. .  怒焔杭エ)

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン ト 混 和l 刑 ・ ll ) J 材綜 合 メ ー カ ー

株式ｾＮＮＮ a l:: 1.... • 191品

会 社 i l D . 司自宅巴- .・".L
東 京 都 品 川 区 大 弁 1 ー 15一 1 官E

東 京 (774)  4111 代 表

茨 城 県 1: iJ H  J! i 大田r 1  2 1 3  哩E I:i 甫 ( 21 } 5 1 8 9  

福 仏 県 福 1;h 市下型f 寺 下 遠 防i 官E 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

こ一 線次第

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 盛li I l ] 市南大通 3 - 12- 50 'IIt 盛 liIl l (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 営 業 所
大| 以 di 以 1)主| バ* ' 1

1

本 2 - 17 - 26 大 阪 (971)  4  7  6  5  

カタログ進呈 します

哩E
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全く新しい床タイルです

三星 ピサロ ンは、従来のビニールタ イルとは製法

原 料 配合が全く遣いま す 。塩 ビ の他 に 最 近 開発さ

れ た 新 し い 共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た l出期的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レスタイ プの 床 タ イ ル に 比 べ

仕上り 安定性がよく 、カレ ンダ一方式の流れ模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロ ンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級 な質 感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た。

協 同 組 合 員 が責任をもって施工いたします

［ＮＧＱ ｾ，Ｎｦ， ι＠

コ星 ピサロ ンは、材料だけの販売はいたしま せ ん。

責 任 施工 の出来る 協 組員 が入念 な仕上げを します。

これからはピサロンの日寺イt です

= 星 ピサ ロンの新 しい色調 、 パ タ ー ン は 、 現代の

インテリアデザインに 要求さ れる個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東 京 浜 松 町の超高 層 位界貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレ ベーター

ホールにも、使用されております。 と三星 ピサロン ミ

はその模様がフランスの画家 ピサロのタ ッチに似

ていることから、名 付け られた もの です。

東 日 本 床 工 事事 業協 同 組 合

西 日 本 床 工 事事 業協 同 組 合

〈専 用 品〉 ｴＺｾ自主
製 造 元= 田 島 応用 化 工 株 式 会 社

女 規 格= 333. 3 X 333. 3 X  2  %  9 枚 / m'  

333. 3 X 333 . 3  X  3 弘 9 枚 / m'  

肯 色 数 = 22色

女uII i絡 = 2 弘! 平，'，，' ， 1，200円 / m'  (300m' 以1: : )

3 弘 厚 品 1，800FCJ  /  m'  (300m' 以上)

小 部屋割l泊 ・ 階 段40% ，(5

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 沼 | の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  
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